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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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なかがき










　クリック？

　クラック！




　さあ、今日は『人魚姫』のお話をしましょう。




　海の底の、そのまた一番深いところに人魚の国がありました。人魚の国には美しい六人のお姫さまがいて、なかでも末のお姫さまは一番美しく、一番美しい歌声の持ち主でした。

　お姫さまたちは十五さいになったら、海の上の世界を見に行くことが許されます。末の人魚姫は、おばあさまや、もう海の上を見て来たお姉ねえさまたちの話を聞いて、自分が十五さいになる日を楽しみに、心待ちにしていました。

　そして時がたち、人魚姫が十五さいになりました。

　姫はおばあさまたちに見送られて、水の上をめざして泳いでいきました。

　姫が水から顔を出すと、海の上はちょうど美しい夕焼けが輝いていました。そして鏡のように静かな海の向こうに、立派な船が浮かんでいました。

　船にはたくさんの明かりがともっていて、歌と音楽が聞こえてきます。

　その船に近づいていった時、人魚姫は船の上にいた一人の美しい王子に心を奪われ、目をはなすことができなくなりました。その黒い瞳ひとみ。優しい微笑ほほえみ。船のパーティーは夜がふけるまで続き、人魚姫はずっとその様子を見つめていましたが、気がつくと空には黒雲と雷かみなりが押しよせてきて、波が高く荒れ狂いはじめました。

　おそろしい嵐あらしがきたのです。

　船はメリメリと音を立ててまっぷたつに割れて、あっという間に沈んでしまいました。

　人魚姫は海に落ちた王子のところに急いで、ぐったりした王子を抱だきかかえて夢中で泳ぎました。そして嵐がすぎたころ、陸地が見え、白い砂浜にたどり着きました。

　気をうしなった王子を砂浜に寝かせて、人魚姫は王子が息を吹き返すように祈いのりました。

　そのとき、海岸に立っている教会から鐘の音がなりひびいて、中から人が出てきました。

　人魚姫が海に隠かくれると、ほどなくそこに一人の若い娘むすめがやってきて、倒れている王子を見つけました。やがて王子は息を吹き返しましたが、人魚姫に助けられたのだとは夢にも知りません。人魚姫も人の世界には住めません。人魚姫は毎日お城の近くの海から王子を見上げ、かなしい気持ちで溜ため息いきをついていました。

　人間になって、王子さまのそばでくらしたい。

　そしてある日、人魚姫はとうとう海の底の恐ろしい洞どう窟くつにすむ海の魔ま女じよをたずねました。

「おまえの願いをかなえてやれるよ。でもそのかわり、おまえの綺き麗れいな声をくれたらね」

　海の魔女は言いました。そして魔女は、もしも人間になったら二度と人魚には戻れず、もし王子と結婚できなかったときには人魚姫は泡あわになって消えてしまうとも言いました。

　それでも人魚姫の決心は変わりませんでした。うなずいた人魚姫から、魔女はたちまち声を奪いとると、かわりに魔ま法ほうの飲み薬を作って、姫に渡しました。姫は王子の住むお城の近くの浜辺に上がると、薬を飲み干しました。すると体を突き刺されるような痛みにおそわれて、姫は気をうしなってしまいました。

　目をさましたとき、姫の前にはあの王子がいました。

　そして姫の魚の尻尾しつぽは、いつの間にか人間の白い脚に変わっていました。

「君はだれ？　どこから来たんだい？」

　王子はたずねましたが、声をなくしてしまった人魚姫は答えることができません。王子は姫をお城に連れてかえり、自分の子供のように可愛かわいがりました。人魚姫の足は歩くたびにひどく痛みましたが、王子のそばでくらしている姫は幸せでした。しかしある日、王子は隣となりの国のお姫様と結婚することになりました。

　王子の結婚式が終わって朝になれば、人魚姫は泡になって消えてしまいます。王子たちを乗せた結婚祝いの船の上で人魚姫が悲しんでいると、波なみ間まに姫のお姉ねえさんたちが現れました。

「海の魔女に髪かみの毛を上げて、このナイフをもらってきたの。この魔法のナイフで王子を刺させば、あなたは元の人魚にもどれて、死なずにすむわ」

　お姉さんたちの美しかった髪の毛は、ふっつりと短くなっていました。

　そして結婚式のパーティーが終わって夜遅く、人魚姫はそっと王子の部屋に入りました。

　人魚姫は眠ねむっている王子を魔ま法ほうのナイフで刺さそうとしましたが、愛する王子を刺すことなどできませんでした。

　姫はナイフを海に投げ捨てて、自分も海に身を投げました。姫は自分の体が泡あわになってゆくのを感じました。

　しかし、人魚姫の心は泡を抜け出して、高く高く空にのぼっていきました。

　心から人を愛した人魚姫は、泡になって消えてしまうことはありませんでした。

　海の上の、船の上には、いなくなってしまった人魚姫を探す王子の姿が見えました。人魚姫は王子に微笑ほほえみかけると、さらに空高くのぼっていき、やがて神様の国にのぼって、光の娘むすめになりました。




　…………………………







　　　序章　人魚の歌







　僕たち人間とこの世界は、〈神の悪夢〉によって常に脅おびやかされている。

　神は実在する。全すべての人間の意識の遙はるか奥、集合無意識の海の深みに、神は存在している。

　この概がい念ねん上じよう『神』と呼ばれるものに最も近い絶対存在は、僕ら人間の意識の遙か奥底で有史以来ずっと眠ねむり続けている。眠っているから僕ら人間には全くの無関心で、それゆえ無む慈じ悲ひで公平だ。

　ある時、神は悪夢を見た。

　神は全知なので、この世に存在するありとあらゆる恐怖を一度に夢に見てしまった。

　そして神は全能なので、眠りの邪じや魔まになる、この人間の小さな意識では見ることすらできないほどの巨大な悪夢を切り離して捨ててしまった。捨てられた悪夢は集合無意識の海の底から泡あわとなって、いくつもの小さな泡に分かれながら、上へ上へと浮かび上がっていった。

　上へ────僕たちの、意識へ向かって。

　僕らの意識へと浮かび上がった〈悪夢の泡〉は、その『全知』と称される普ふ遍へん性せいゆえに僕らの意識に溶とけ出して、個人の抱かかえる固有の恐怖と混じりあう。

　そしてその〈悪夢の泡〉が僕らの意識よりも大きかった時、悪夢は器をあふれて現実へと漏もれ出すのだ。

　かくして神の悪夢と混じりあった僕らの悪夢は、現実のモノとなる。




　　　　†




　空が、とても青いです。

　あなたは今きっと、この窓から見える空の下のどこかで仕事をしてるのかな？

　今日行った病院での定期検査で、私の待ち望んでいた願いが叶かなったことが分かりました。

　三み木き目め先生にはものすごく怒られました。当たり前ですね。だってそれは、間違いなく私の寿じゆ命みようを縮めるだけのことなのですから。

　こんなことをさせるために私たちに協力したんじゃない、って先生は怒ってました。

　きっとあなたも、ものすごく怒ると思います。

　あのとき噓うそをつきました。ごめんなさい。ただ、この病気のせいで諦あきらめと空くう虚きよさばかりが満ちていた私の生に、実感が欲しかったんです。

　私のわがままです。

　でも、後悔はしてません。

　だって私の心と体は、今、とても強い実感に満たされているんですから。

　だから、あなたにも後悔しないで欲しいです。自分を責めないで。きっと難しいと思うけれど。ごめんなさい。

　最初に病院で出会った頃の私を、あなたは覚えていますか？

　あの頃の私は、窓越しにしか外の世界を見ることができないことに絶望していた、囚とらわれ人でした。

　あの白い壁も、景色を隔へだてるガラスも、全部私を守るためのものだということは理解しています。もちろん恨うらんでたわけじゃありません。感謝してます。私を治そうとしてくれた病院の先生たちや、必死でお金を工面してくれたお父とうさんを恨むなんて言ったら、それこそ本当に、ばちが当たってしまいます。

　でも……それでも、あの白い壁は、私にとっては〝諦あきらめ〟の牢ろう獄ごくだったんです。

　十一年前に私の病気が見つかってから、ずっと私は水すい槽そうの中でしか生きることのできない魚のようなものでした。

　長く水槽の外にいるほど寿じゆ命みようが縮む、魚のような人間です。

　おばあちゃんの言った通り、当たり前の生活もできない、できそこなった人間です。

　お父さんも、お母かあさんも、妹も、三み木き目め先生たちも、そんな私を守ろうとして頑がん張ばってくれていました。いくら感謝しても足りないくらい感謝してます。でも、私はみんながそうしてくれるのを見るのが、本当は辛つらかった。

　お父さんが、お金を工面するために毎日残業を重ねていたことを知ってます。

　お母さんが団体に協力を頼んで募金活動をして、近所の人に「乞こ食じき」と陰口を叩たたかれていたことを知っています。

　妹が、友達と遊ぶのも我が慢まんしてお母さんの手伝いをしてたことを知ってます。

　こんな私のために、みんなに大変な負担がかかっているのが、私はとても辛かった。

　だから、だから──────私はあなたに連れられてこうして逃げ出したことを、少しも後悔していません。私のために頑張ってくれた家族を裏切って、自分の寿命を縮めるも同然の生活を始めたことを、私は後悔していません。

　大好きなみんな。ありがとう。そして、ごめんなさい。

　大好きなあなた。ありがとう。そして、ごめんなさい。

　大好きなみんなが、大好きなあなたを嫌きらいませんように。

　大好きなあなたが、大好きなみんなに恨まれませんように。

　あなたと一緒に全すべてから逃げ出して、この小さなアパートで暮らし始めて、毎日がとても幸せでした。

　まるで普通の夫婦のように、あなたと過ごす時間。

　まるで普通の夫婦のように、お料理を作ってあなたを待つ時間。

　あなたのお話はいつも少し難しいけど、目を輝かせて話をするあなたの表情が好きでした。

　あなたがどんな顔をして食べるのか想像しながら台所に立って、お料理をする時間は、幸せでした。

　私、少しはお料理が上手うまくなりましたか？

　こんなことを言うとあなたはきっと困った顔をすると思うけど、あなたが料理上じよう手ずじゃなくてよかった。今までお料理なんかしたことがなかった私でも、立派な奥さんのように振る舞えたのは、嬉うれしい誤算でした。

　ありがとう。ごめんなさい。

　私が普通の体に生まれていたら、この六畳じよう一ひと間まの幸せを、ずっと続けていられたかも知れないのに。

　私も、このささやかな幸せに満足できていたかも知れないのに。

　こんな罪深くて、あなたも、みんなも悲しませることを、しなくても済んだのに。

　でも、ここまでです。

　私は、許されない人間です。

　私のようなできそこないの人間が、誰かを犠ぎ牲せいにして生きていていいわけがないんです。

　あなたにすがってここまで逃げてきたのに、ごめんなさい。ずっとわたしのせいで苦労してきた家族からは逃げられても、自分の体の中のモノからは逃げられません。

　私の……『心臓』からは。

　私が生きていることをずっと責め続けている、私の胸の中にあるこの『心臓』からは。

　私が生きている限り、この『心臓』は私のことを恨うらみ続けるのだと思います。体の中から私を責める『心臓』の声は、日に日に大きくなっています。

　私は、生きていてはいけない人間なんです。

　誰かの犠牲の上にしか生きることができない私が、生き続けることは罪なんです。

　ごめんなさい。あなたは、私に生きていて欲しいって言ってるのに。

　でも、そのためにあなたがしている苦労と、家族のみんながしてきた苦労と、私が生きていることを責める死んでしまった人の声は、ずっと私を切り苛さいなみ続けて、もう耐えられないところまで来てしまいました。

　ごめんなさい。本当にごめんなさい。

　せっかくあなたと逃げ出したのに、希望を見つけられなくてごめんなさい。

　そして自分が生きている最後の幸せを実感するために、もっとひどい罪を犯してしまってごめんなさい。わがままだった私の最後のわがままを、みんなを裏切った私の最後の裏切りを、許してください。

　ううん、許してくれなくてもいい。

　みんなには私をひどい娘むすめだと、苦労ばかりかけた恩知らずな娘だったと、できるだけ早く忘れて、私がいなければ普通にあっただろう幸せを取り戻して欲しい。

　あなたには、私をひどい娘だと、あなたに噓うそをついて振り回した、それどころかとても許されないことをした娘だったと、ずっと忘れないでいて欲しい。そして、あなたはきっと許してくれるだろうと確信してこんなことを言っているひどい私を、それでも許して欲しい。

　ごめんなさい。

　こんな私を好きになってくれて、ありがとう。

　今まできちんと言ったことがなかったけど、大好きです。




　私はこれから────命を、絶ちます。




　　　　†




　神の悪夢の泡あわによる異常現象、それを曰いわく〈泡禍バブル・ペリル〉と呼ぶ。

　全すべての怪奇現象は神の悪夢の欠片かけらであり、この恐怖に満ちた現象はたやすく人の命と正気を喰らうが、ごくまれに存在する〈泡ほう禍か〉より生せい還かんした人間には、巨大なトラウマと共に〈悪夢の泡〉の欠片が心の底に残ることがある。

　彼ら自身によって〈断章フラグメント〉と呼ばれるその悪夢の断片は、心の中から紐ひも解く事で自らの経験した悪夢的現象の片へん鱗りんを現実世界に喚よび出すことができる。世界にはそんな〈悪夢の泡〉からの生還者が多数存在し、そしてその中でも恐るべきトラウマと共に悪夢の欠片を精神に宿してしまった者たちが集まって、生きるために助け合い、新たな被害者を救おうと活動している。

　英国で発はつ祥しようした、〈ロッジ〉と呼ばれる小さな活動拠きよ点てんを各地に散らす、〈悪夢〉の被害者同士の互助会結社。

　彼らは世界の裏で被害者同士助け合いながら、同時にこの世界に浮かび上がる悪夢の中から人々を助け出し、そして神の悪夢の存在と、神の悪夢の〈断だん章しよう〉を持つ自分たちの存在を人々の目から隠かくし続けている。

　名を〈断オーダー章・オブ・騎ザ・フラ士団グメンツ〉という。




　かくして、悪夢はさらなる〈童話〉の形で浮かび上がる。
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　　　一章　泡沫は君を誘う







　　　　１




　深夜、この季節。

　年ねん季きの入ったこの古い家は、押しつぶすような、密度の濃い静寂に包まれる。




　ぎい、




　と床ゆかを軋きしませてこの日、夜中に手洗いに起きた唯一の住人である老女は、トイレを出てすぐの場所にある洗面台に立っていた。薄うす汚よごれた洗面台と、錆さびの浮いた蛇じや口ぐち。そしてその上に取り付けられた洗面台の、年月で劣れつ化かして、ほとんど映らないほど曇った鏡。

　汚れ、曇り、濁にごった鏡には、台の前に立った老女の影だけがぼんやりと映っている。

　その濁った色の鏡と洗面台を、黄色く濁った色をした電球の明かりが、ぼんやりと照らしている。

　そんな明かりの点ともる、日本家屋の廊ろう下かの突き当たり。

　トイレの入口と、それ用の洗面台で途と切ぎれるその廊下には、古びた電球の暗あん鬱うつな光に作られた異様に濃い影と、煤すすのように黒くわだかまる闇やみが、音もなく満ち満ちていた。




　茫ぼう、




　と広がる、古い木造日本家屋が持つ、特有の闇と静寂。

　だが、それはこの家の住人である独居老人にとって、いつも過ごしている、見慣れ、耳慣れた暗闇と静寂だった。

　この暗がりと静けさに、老女が感じるのは怖れの感情ではない。

　息子むすこが独立し、夫と死別してもう五年になる老女にとって、この家に染み付いたような暗闇に感じるのは、恐怖や不安ではなく、ただ一いち抹まつの寂しさに過ぎなかった。

　これまでの人生の多くを過ごし、今やただ一人で守っている、この古びた家。

　こうして夜中に用足しに起きて見る光景も、穏おだやかで寂しい生活の、一環でしかない。

　薄汚れた鏡も洗面台も、年寄り一人が暮らすには、このささやかな家が広すぎるせいだ。

　全すべては歳としによる衰おとろえと共に掃除と管理が行き届かなくなった結果であり、それはもはや溜ため息いきをつくにも値しない、寂しい当たり前の光景だった。

　いつもの光景と、生活。

　そして、今も。

　老女はいつもそうするように、手を洗おうと、洗面台の蛇じや口ぐちをつまむように握る。

　型の古い、それがさらに古びてざらざらとした手て触ざわりになった蛇口をひねると、どこからかパイプの中に空気が入っているらしい、ひゅーっ、という甲かん高だかい音と共に蛇口から水が流れ出はじめた。

　歪いびつな形にねじれながら出る、水道の水。

　不規則な水の音。老女はその流れ落ちる水に手を浸ひたすと、洗面台に置いてあるひび割れた石せつ鹼けんを取り上げて、掌てのひらで揉もみはじめた。

　乾いた石鹼はすぐにぬめりを取り戻し、みるみるうちに手の中に泡あわを立てた。石鹼を置き、無心に手を擦こすり合わせると、石鹼の泡は掌の中で増えながら、濡ぬれた音を立てて両の手を覆おおっていった。

　いつものように。

　電球の黄色い明かりの下で、石鹼で白く濁にごった水がぬるぬると手にまとわりついて、泡となって嵩かさを増やしてゆく。

　長く食品加工の仕事をしてきた経験から、手洗いの習慣には几き帳ちよう面めんだ。

　泡まみれの指と掌で、手の甲こうを、指の間を擦り、手の皮の上にもう一枚ぬめぬめとした皮があるかのような感かん触しよくを感じながら、丹たん念ねんにその感触を延べ広げ、擦り上げてゆく。

　いつものように。

　普段、そうしているように。

　しかし……




「……」




　ふ、とこの日は、何故なぜだか背筋に、不意に嫌いやなものが走った。

　それは普通に暮らしていて、ふと何かの拍ひよう子しに嫌な想像に思い至ってしまった時の、腕うでの毛が逆立つような瞬間に、とてもよく似ていた。

　違うのは、それが自らの内からではなく、外から肌はだに触れた感覚だということ。

　洗面台で手を洗う、その背中の向こうに広がっている廊ろう下かの闇に、いつもならば感じたこともない、うっすらとした不安が背中を圧迫するように染み込んで来たのだ。

「…………」

　思わず擦り合わせる手を、止めた。

　そして、ゆっくりと静寂の満ちる周囲の廊ろう下かと背後までを、錆さびたような緩かん慢まんな動作で、確認するように振り返った。




　…………………………




　ただ音のない闇やみだけが、廊下に満ちていた。

　くすんだ木造の廊下に、黄色く濁にごった光の色と闇の色を上塗りした、昼間に見るよりも遙はるかに暗あん鬱うつに沈んだ廊下の景色が、ぼんやりと手洗い場の周りに広がっていた。

　ただ、ひゅーっ、という蛇じや口ぐちが立てる笛ふえのような音と水音だけが、周りに広がる闇に吸われるように、細く力なく響いていた。絞しめ殺されるような暗鬱な音。気分が落ち込み、孤独感に襲われそうな景色の中に、ぽつんと一人、立っている自分。

「………………」

　石せつ鹼けんの泡あわを手に、ぽつんと一人。

　虚うつろな廊下の空間。広がる影と、色濃い闇。

　急に、ここにいることに、強い不安を感じた。

　いつもとは何かが違った。何もない。何もいない。明らかな異常はどこにもない。それを分かりきっているにもかかわらず、それでもなお本能が、違和感として異常の存在を訴えた。

　何故なぜだか、空気が違う気がした。

　気のせいだ。そうも思った。

　早く、済まそう。

「……」

　再開した。手洗いの作業を。洗面台の上辺りで、泡にまみれたまま重ねるようにして止まっていた両手を、再び動かして、最後に一通り両手の表面を泡で拭ぬぐった。




　ずる、




　瞬間、それまでとは違う異様な感かん触しよくが掌てのひらに伝わった。

「…………!?」

　膜まくのように皮ひ膚ふを覆おおう石鹼水がぬるりとすべる。だが掌に伝わったのは、想像していたその感触だけではなく、ぬめる皮ひ膜まくを肌はだからこそぎ落としたような、もっと異様な手て応ごたえのある感触だった。

　例えるなら、ぴったりと手に張り付いた薄いビニールを泡の中で剝はがしたような感覚。そして手の甲を撫なで、掌同士を揉もみ合わせる手に、薄うす膜まくのような剝がれた〝それ〟の感触が、べっとりと絡からみついた。

　手を広げて、両の掌てのひらを見た。

　泡あわに覆おおわれた指と指の間に、ビニールのようなものがへばりついているのが見えた。

　そして、そのビニールのような膜まくが、どこから来たのかも。

　見えた。

　見つめた。




　洗っていた手の、泡まみれの掌のほとんど全すべての部分が、まるでトマトを湯剝きしたかのようにべろりと皮が溶とけ剝はがれて、真まっ赤かな肉を晒さらしていたのだった。




　剝き出しになった掌の肉から、思い出したようにじわりと血が滲にじんだ。

「──────ひっ……!!」

　息を吞のんだ。目が、大きく見開かれた。

　途と端たんに、剝むかれた皮ひ膚ふに石せつ鹼けんの泡が触ふれる凄すさまじい痛みが、手首から先が燃え上がったかと思うほど灼しやく熱ねつした。そうする間にも両手の肉という肉からみるみるうちに真っ赤な血が溢あふれ出し、泡と混じりながらぼたぼたと洗面台に赤い斑はん点てんを穿うがって、手首から腕うでへと、だらだらと伝って流れ始めた。




　ぽたっ、




　と血で汚よごれた手の爪つめが、洗面台の中に指先から剝はがれて落ちた。

「あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ、あ……!!」

　声にならない悲鳴が喉のどから漏もれた。血が雨だれのように洗面台に落ち、水道の水に溶とけて、排水口に流れていった。

　すでに真っ赤になった震える手の表面で、石鹼の泡と血は化学反応のように混ざり合って、ぷつぷつと音を立てながら血の色の泡を吹き出した。赤い泡は瞬またたく間に嵩かさを増やし、腕へと流れ、そして引き攣つるような痛みと共に腕の皮膚と親和して、まるで黴かびが食い尽くしてゆくかのように腕の肉を溶かして混ざり合っていった。

　目の前で指先の爪が、液化した肉に浮かんだようにずれて、落ちた。

　みるみる真っ赤になる洗面台。その異常な光景への恐怖と焼けるような痛みに、もはや為す術もなく、ただぶるぶると震える自分の手を見開いた目で見つめ続けた。

　その手は、しかし見る間に手としての輪りん郭かくを崩くずし始め、ただ血の色をした泡の塊かたまりと化していった。血と肉が泡立ち、真っ赤な細かい泡の塊が、ずるずると重力に引かれて、手から滑すべり落ちて、腕の付け根へと向かって流れていった。

　燃えるような痛みが広がっていった。

　まるで、酸でできた泡あわ。

　肉が焼け、泡立つ、おぞましい光景と激痛と感かん触しよく。

　そして、震える指先を覆おおった泡が、指先から崩くずれて流れて落ちて────




　ずる、




　溶とけ落ちた泡の中から、自分の指ではなく、全すべての肉を失った指の骨が露出して、白く顔を覗のぞかせた。

「──────────!!」

　その自分の身に起きた恐ろしい光景を間近に見た老女の目玉が、ぐるん、と白目を剝むいて、正気を失って軀からだが床ゆかへとくず折れる。




　…………………………

　………………

　…………







　　　　２




　私立典てん嶺りよう高校の、１─Ａ教室。

　その窓際にある白しら野の蒼あお衣いの席には、今朝のニュースで言っていた『暖かな陽気』という呼び名のイメージからするとあまりにも凶きよう暴ぼうな、完かん璧ぺきに夏の様相をした強い日差しが降り注いでいた。




「……暑い」




　六月初旬。

　それまで曇りがちで、ずるずると時期外れに涼しさが長引いていた五月後半から一転。

　この日の空はまるで衣替えを見計らって引き絞しぼっていた弓を放したかのように、突然強烈な夏日になって、町中の景色と空気とを炙あぶりだしていた。

　太陽光は昼へ向けてますます強く、駅近くの典嶺高校にも分け隔へだてなく降り注いでいる。

　そんな学校の三時間目の休み時間。蒼衣は自分の席で窓から鋭角に入り込む直射日光に、体半分を照らされていた。

　窓は開いていたが風はほとんどなく、空気がまるで湯ゆ気げのような感かん触しよくで肌はだに触ふれている。

　そんな暑しよ気きと陽光の中で、蒼あお衣いは男としては線の細いその容よう貌ぼうを、眠ねむたげな猫ねこのように目を細めさせながら、「衣替えの日でよかった」とぼんやり思っていた。

　教室の中には談笑したり次の授業に備えたりするクラスメイトがひしめいていたが、その服装は五月までのモスグリーンのブレザーではなく、モスグリーンの糸で校章が刺し繡しゆうされたシャツ姿だった。

　例年なら合あい服ふくを着ているだろう時期だが、この急に高くなった気温に耐えかねて、みんなベストを脱いだり袖そでをまくるなどしている。

　前方に見える、自分の席で背を丸めて書き物をしている敷しき島しま譲ゆずるに至っては、何を思ってか肩かたが見えるまで袖をまくり上げていた。その子供っぽい所業と大柄で長身な敷島の体格は非常にミスマッチで目立ったが、敷島という人間の人となりを知っている者にとっては少しも奇異には思わない、何とも敷島らしい格好だった。

　その敷島が、突如机から顔を上げる。

「よし、終わったーっ！」

　敷島は顔を上げると同時にそう晴れやかな大声を上げて、そして満面の笑顔で蒼衣を振り返ると、机の上のノートを持って蒼衣の席へとやって来た。

「やー、ありがとうシラノ。助かったよ」

　そう言って敷島は、ノートを一冊蒼衣に差し出した。

　蒼衣のノートだ。次の授業は生徒に問題を当てるので、予習をしていなかった敷島に頼まれて、ノートを貸して予習範囲の答えを写させていたのだった。

　蒼衣は性格的に、頼まれると断るのが苦手だ。

「いや……いいけど。いつものことだし」

　ノートを受け取りながら言う蒼衣を、敷島はその黒くろ縁ぶち眼鏡めがねの向こうで目を細めて、えらく晴れやかな笑顔で見下ろしていた。

「……でも、僕のノートを写しただけなのに、何でそんなに達成感に溢あふれた顔をしてるのか、ちょっとだけ知りたいかな」

「？　何を言ってるんだ？　シラノは変な奴やつだなあ」

　はっはっは、と何も考えてなさそうな表情で敷島は笑う。

　韜とう晦かいではない。こういう男なのだ。悪気も屈くつ託たくもないのだが、思し慮りよとかデリカシーとか、他ほかの大事なモノもあまりないのが、この敷島という男だった。

「白しら野の」

　近くの席から佐さ和わ野の弓ゆみ彦ひこの声が、ぼそりと蒼衣を呼んだ。

「……うん？」

「白野、その敷島という男は、体力で勉強する男だ」

　その声に蒼あお衣いと敷しき島しまがそちらを見ると、小柄で少年ぽい風ふう貌ぼうの佐さ和わ野のが、その容姿に似合わない冷めた目とトーンの低い声で言った。

「敷島は本来なら何故なぜこの高校に入れたかも分からないほど知能が低いのを、恐るべきことに体力でカバーした。敷島にとって勉強は脳でするものじゃないんだ。今、敷島はウォーミングアップの走り込みをしてきたような気分のはずだ」

「なるほど……」

「あ、あれ？　褒ほめられてる気がしたけど、ひょっとして逆か？」

　小学校から敷島の親友である佐和野の重い言葉が、思わず蒼衣に納得の頷うなずきをさせる。そして佐和野が澄すました顔で、静かに敷島へ止とどめを刺した。

「もちろん馬鹿にしてる」

「ひでーなあ……」

　敷島は口を尖とがらせて、ぼやくようにブツブツ言った。

　だが十秒もしないうちに興味が他ほかに移ったらしく、敷島はころりと表情を変えて、外の光が強く差し込んで来る窓へと目をやった。

「シラノー、ここ暑いぞ。おまえ平気なの？」

「え……？　いきなり話がそっちに変わるんだ？」

　蒼衣はあまりに唐とう突とつな話題の変化に、思わずそんな声を上げた。

　佐和野が無表情に肩かたを竦すくめて見せる。対する敷島は一人当然のような顔をして、蒼衣の机に手を置いて、先ほど回答を写したばかりの自分のノートを団扇うちわがわりにし始めた。

「カーテン閉めないのかー？」

「いや……僕はいいよ」

　敷島の問いに、蒼衣はそう答えた。

「誰かが閉めたくなったら、そのうち閉めるんじゃないかと思うよ」

　自分じゃなくてもいいことは、不自然にならない限り自分ではやらない。それはあまり目立たないことを信条にしている蒼衣の、ごく基本的な発想だった。

　蒼衣は『普通』とか『平凡』とか、そういったものを愛していた。

　目立たず、引っ込み過ぎず、周りに埋うもれて生きる。それが蒼衣にとっての一番の望みで、常に蒼衣はその基準に沿って生きていた。

　過剰とも言える平凡志向。

　だが蒼衣の言葉の奥にあるその奇き妙みような性向を知るよしもなく、敷島は窓の外に広がる空を仰あおぎ見て、うんざりしたような声を上げた。

「やー、それにしても急に暑くなっちゃったなあ」

「そうだね」

「このままだとせっかくの合あい服ふくもほとんど着られそうもないなあ……」

　残念そうに言う敷しき島しま。蒼あお衣いは「そうかもね」と最初聞き流したが、すぐに引っかかりを憶おぼえて顔を上げ、敷島に訊たずねた。

「……敷島、ファッションに興味あったんだ？」

「もちろんあるぞ」

　大おお真面まじ目めな顔で答える敷島。

　蒼衣の目は自然と敷島の肩かたで丸まっているシャツの袖そでに行った。敷島の私服は見たことがないが、この無む頓とん着ちやくさを見る限りでは、とてもファッションに気を使っている様子など想像できなかった。

「……」

「な、何だよ、その信じてなさそうな目は」

　思わず眉まゆ根ねを寄せた蒼衣の表情を見て、心外そうな敷島。

　そして胸を張って、

「シラノまで失礼な。俺おれはファッションにこだわりがあるぞ。女子の制服は夏でも冬でもなく合あい服ふくが一番好きなんだ！」

　言った。蒼衣はそれを聞いた瞬間、半ば呆あきれ、半ば大いに納得して何事もなかったかのように敷島から視線を外して、次の授業の準備を始めた。

「……」

「な、何だ？　その反応は何？」

　無視して鞄かばんから教科書類を取り出す蒼衣と、意味もなく教科書を開いて目を落とす佐さ和わ野の。

　たった一人放置されて慌あわてたように交互に二人を見る敷島に、佐和野が教科書を見たまま、ぽそりと口を開いた。

「少なくとも……一つ言えることは、高一にしてそのマニアックな趣味は、敷島譲ゆずるという男の将来を悲観する要素として充分だということだな」

「なっ!?」

「可哀かわい想そうに。若じやつ干かん十六歳さいにして女子高生の制服、しかも合服限定というそのオヤジ趣味。もう敷島が若いセンスを身に着けることは生しよう涯がいないということだろう。その未来が暗いを通り越して暗黒に包まれているだろうことは容易に想像できる」

「ひ……ひでえ……!!」

　そのあまりの言いように、思わず蒼衣は噴ふき出して笑う。

　そのあまりの言われように、思い切り落ち込んで肩を落とす敷島。

　自分の親友をいじり倒して、すました顔でわざとらしく教科書に目を落とす佐和野。

　蒼衣の普通の日常を構成する、友人たち。

　今の蒼衣にとっての『普通の生活』である学校生活は、この日もいつも通り、こうして平和に過ぎてゆく。




　　　　†




　学校を終えて、帰宅部である蒼あお衣いはいつものように『神か狩がり屋や』へと足を運ぶ。

　蒼衣の通う典てん嶺りよう高校の最も寄より駅から、駅前商店街のさらに裏路地に入って十分弱。発展から忘れられたような古い佇たたずまいがある昔からの住宅地に、その昭和初期頃の写真館らしき建物を改装したアンティークショップは、なお古い佇まいをして建っていた。




『神狩屋──古こ物ぶつ・骨こつ董とう・西洋アンティーク』




　そんな厳いかめしい字じ面づらの看かん板ばんが掲げられた、白く塗られた木造洋館。

　建物そのものがアンティークといった風ふ情ぜいの店てん舗ぽの入口からは、古く薄うす暗ぐらい店内と、所ところ狭せましと並べられている埃ほこりっぽい商品棚が覗のぞいている。

　ここは見ての通りのアンティークショップであるが、同時に〈騎士団オーダー〉という名の秘密の互助結社の、〈ロッジ〉と呼ばれる日本に二百ほどあるらしい活動拠きよ点てんの一つだった。

　平たく言えば、連絡所兼集会所。

　さらに平たく言うと、ボランティア団体の世話役の家。

　この店の主人である鹿か狩がり雅まさ孝たかが、〈騎士団〉という大団体を構成する〈ロッジ〉という小団体のまとめ役をしている。蒼衣はこの『神狩屋』を中心にしている〈ロッジ〉に所属して、日々ここに通いつめていた。

　蒼衣は〈騎き士し〉と呼ばれている、〈悪あく夢む〉との戦いを役目とするメンバーだった。

　ついひと月足らず前、蒼衣は〈泡ほう禍か〉と呼ばれている神の悪夢による異常事件に巻き込まれて、彼らの手によって、助けられたのだ。

　以来蒼衣は、学校帰りにこの『神狩屋』に日参している。

　そしてここを拠点にしてパートナーと合流し、夜まで周辺の地域を見回りながら、〈泡禍〉の気配を探すという活動をしている。

　蒼衣はいつものように、声をかけながら店の入口をくぐる。

「こんにちはー」

　店内に入ると、外に広がっていた夏めいた空気が噓うそのように翳かげり、文字通り陽ひの当たらない倉庫に入った時のような空気が、ひんやりと肘ひじまで、袖そでをまくった腕うでに触ふれた。

　それ自体が商品にも見える古い陳ちん列れつ棚だなの間を通って店てん舗ぽの奥へ入ると、そこにはレジカウンターと、接客用の丸テーブルがしつらえてある。そしてテーブルの脇わきに立ってティーポットを手にした中学生ほどの女の子が、満面の笑顔を向けて、入ってきた蒼衣を迎えた。

「あ、白しら野のさんいらっしゃい」

　言いながらその少女、田たの上うえ颯さつ姫きはポットをテーブルに置いた。

　やや短めの髪かみに、数本のカラフルなヘアピン。それに可愛かわいらしく快活なハーフパンツ姿をした颯姫は、思わず口元がほころぶような朗ほがらかさで、すぐさまてきぱきと蒼あお衣いのための新しいお茶の席を準備し始めた。

「こんにちは。颯姫ちゃん」

「はい！」

　学校指定のバッグを置きながら言う蒼衣に、にっこりと笑顔を返す颯姫。

　そして蒼衣はバッグを床ゆかに下ろしてテーブルに向き直ると、穏おだやかな笑顔のまま、もう一人へと声をかけた。




「それから……雪ゆき乃のさんも」

「……」




　テーブルにいた先客は、蒼衣を一いち瞥べつして、そして無言のままそっぽを向いた。

　美び貌ぼうの少女時とき槻つき雪乃。蒼衣と同学年で、蒼衣とは別の、市立第一高校の生徒。

　抜けるような白い肌はだに、一目で目を引くほどの氷のように整った容姿。ポニーテール気味にまとめられた長い黒くろ髪かみには、黒いレースのついた、豪ごう奢しやなリボンが結ばれている。

　いわゆる、ゴシックロリータのアイテム。

　それが彼女の、一高の制服であるセーラー服姿に、一種独特な雰囲気を与えている。

　しかしそんな彼女の制服も、五月までそうだった黒い上着ではなく、白地に長なが袖そでの合あい服ふくになっていた。そして、むすっとした表情で頰ほお杖づえをつく左の袖からは、手首のリストカット痕あとに巻かれた包ほう帯たいが、白く異様な存在感をもって覗のぞいていた。

　見ての通り、雪乃はおおむねそういう人間だ。

　近寄りがたいほど不ふ機き嫌げんな美人。腕うでに刻まれた自傷の痕きず跡あと。

　ほとんどの人が一目で近寄りがたいと感じるタイプの人間だが、蒼衣はこういった心に歪ひずみを抱かかえた女の子を放っておけないという趣味があった。なのでこのような普通の人なら一撃でたじろくような態度を取られても、蒼衣は軽く苦笑が浮かぶだけで、特に否定的な感情が湧わくことはない。

「最初は黒いセーラーじゃない雪乃さんは想像できなかったけど、合服も似合ってるね」

　蒼衣は世間話風ふうにそんなことを言いながら、テーブルにつく。

　言ってから話題に既視感を感じた。学校での敷しき島しまだ。敷島のことを笑えないな、と蒼衣は心の中で苦笑いする。

　そうしている蒼衣の前で、不機嫌そうに頰杖をついてそっぽを向いた雪乃の形の良い眉まゆが、さらに不機嫌そうに寄った。こんな風に普通なことを蒼衣が話しかけると、大抵の場合、雪乃は不ふ機き嫌げんに怒るのだ。

「……だから何？」

「別に。似合ってるってだけ」

　目も合わせずに冷たい声で言う雪ゆき乃のと、あっさりと答える蒼あお衣い。

　雪乃は〈騎き士し〉であり、〈神の悪あく夢む〉と戦うことを生き甲が斐いにしている少女だった。

　そして、雪乃はそのために普通の生活を捨てようとしていたため、『普通』にべったりと寄って立つ蒼衣が、雪乃を日常に引き戻そうとするのを嫌きらっていた。〈悪夢〉という化ばけ物ものと戦うために、化物になろうとしている少女。それを放っておけない蒼衣。二人の関係はそういったものだった。

「………………」

　会話が途と切ぎれた二人の間に置かれたティーカップに、颯さつ姫きが紅茶を注いだ。

「あ。颯姫ちゃんありがとう」

「はいー、今日のお茶請うけはちょっといいものですよ」

　お礼を言う蒼衣に、嬉うれしそうに答える颯姫。

　そんな颯姫がテーブルに置いたのは、お菓か子しには疎うとい蒼衣でも名前を知っている高級洋菓子店の生チョコレートだ。いつもは普通にスーパーで売っている買い置きのお菓子。店の主人の神か狩がり屋やは不ぶ精しようなので、こういうことは珍めずらしい。

「へえ、何かあったの？」

「さあ？　わかんないです」

　首を傾かしげる颯姫。

　ふうん、と納得しかかった蒼衣だったが、そこにむっつりと黙っていた雪乃が、素っ気ない目を向けて、言葉を被かぶせた。

「店のお得意様が来てた、って少し前に颯姫ちゃんが言ってたわよ」

「え？　そうでしたか？」

　雪乃の言葉に、不思議そうな颯姫。

「ごめんなさい、憶おぼえてないです……」

　照れ笑いと苦笑いの中間のような笑顔で言う颯姫。颯姫はその身の内に〈食害〉と呼ばれている記き憶おくを喰う〈断だん章しよう〉を抱かかえていて、その〈断章〉に常に自分の記憶も喰われているため、反復しない記憶は次々と忘れてしまうのだ。

　首から紐ひもでぶら下げている可愛かわいらしい手帳が、彼女にとっての唯一消えない記憶という身の上の少女。

「ああ、そうなんだ……」

　いつものことでさすがに慣れはしたものの、それでも蒼衣は少し複雑な表情で頷うなずいた。

「……で、その店長は？」

「奥で電話中」

　これにも雪ゆき乃のが答える。

「そっか」

　蒼あお衣いはそれ以上は触ふれず、淹いれられた紅茶をひと啜すすりした。そして何気なく店の中を見回して、確かに来客があったらしい、商品を出してきたと思しき散らかった跡あとを、レジ周りの台や床ゆかの上に認めた。




　そして────ぎょっとした。




　レジカウンターの陰に置かれた、商談に使ったらしい一ひと抱かかえほどの古い木箱。その表に嵌はめ込まれた硝子ガラスの向こうに、手足を折りたたんだ人間のミイラのようなものが入っているのが見えたのだ。

　見えたのは胸の辺りで交差した手と、黒ずんだ頭部、落ち窪くぼんだ目。

　思わず驚きの声を上げて、蒼衣はがたんと椅い子すを鳴らして腰こしを浮かせた。

「うわ……！」

　それを見た雪乃がふん、と小さく鼻を鳴らし、颯さつ姫きはびっくりした様子で蒼衣を見て、その後くすくすと申し訳なさそうに笑った。

「やっぱりそれ、びっくりしますよねー」

「な、何これ……？」

　椅子から立ち上がり、木箱に近寄る蒼衣。

　それは見るからに古びた硝子が嵌まった、黒ずんだ箱だった。中には厚く敷かれた白布に包まれるようにして、胎たい児じのように身を縮めた黒色のミイラが、すっぽりと不気味に収められていた。

　それはどう見ても人間の容よう貌ぼうをしていて、縮んだ頭部には落ち窪んだ眼がん窩かと、干からびた唇くちびるから剝むき出しになった歯が覗のぞいていた。そして胸の前で重ねられた枯かれ木のような両腕うでに視線を下ろした時、そのミイラがただの人間のものではないことに、蒼衣は気がついた。

　腰から下の下半身が、魚だったのだ。

　人間の上半身。その乾燥した皮が張り付いたような腰から下は足ではなく、見るも顕あらわな鱗うろこに覆おおわれていて、先せん端たんには乾燥した尾びれが広がっていた。

「………………」

　そのあまりにも不気味な姿は、ただ無言でケースの中に納まっていた。

　古い硝子らしく中身が見づらいその箱の中を、蒼衣は息を吞のんで、まじまじと見つめた。

　そしてもう一度、呟つぶやく。

「何だ……？　これ」

「それはね、白しら野の君。『人魚のミイラ』だよ」

　その時、突然に蒼あお衣いの呟つぶやきに神か狩がり屋やの声が答え、蒼衣は慌あわててケースから顔を上げ、声のした方へ目を向けた。

「あ……こんにちは。神狩屋さん」

「いらっしゃい」

　この古こ物ぶつ商しようの店主である神狩屋こと鹿か狩がり雅まさ孝たかは、つい今しがた奥から出てきた様子で、レジカウンター向こうの戸から姿を現したところだった。得意客が来ていたらしいというのに若白髪しらが交じりの頭は寝ね癖ぐせだらけで、やや時代がかって見えるいつものベスト姿も、全くいつものようによれよれだった。

「これ……人魚なんですか？」

「そうだよ」

　訊たずねた蒼衣に、神狩屋は眼鏡めがねの向こうで穏おだやかな目を細めて言った。

「古いものだよ。作り物だけどね」

「……」

　蒼衣はもう一度それに目を落とす。確かに人の上半身と魚の下半身というのは人魚だが、この不気味な姿を見る限りでは、人魚という発想には至らなかった。

　人魚と言われると、もっと美しいものというイメージがあったのだ。

　だが目の前にあるこのミイラは、醜しゆう悪あくと言っても充分に差し支つかえないものだ。

　蒼衣は言う。

「作り物なんですか……」

「もちろん。人魚なんて本当にいやしないさ」

　笑い飛ばすように、神狩屋。

「これは猿さるの上半身と魚の下半身を繫つなぎ合わせて作ったもので、要するに見世物的な目的で作られたものだね。地じ獄ごく絵図の絵巻物みたいに説法でも使われたとか。でもほとんど失伝した昔の職人技術で作られてて、これはこれでそれなりに貴重なものなんだ」

　そして神狩屋はいつもそうするような迂う遠えん気味な物言いで説明しながら、サンダルを突っかけて店内へと入って来た。

　颯さつ姫きが言った。

「店長ー。やっぱり白野さんも驚いてましたよ。ブキミだから早く仕し舞まいましょうよ」

「うん？　ああ、やっぱりそうかい？」

　はは、と神狩屋は笑う。

「さすがの雪ゆき乃の君も最初に見た時はぎょっとした顔をしてたからねえ」

　え、と蒼衣は思わず雪乃を見た。見られた雪乃は頰ほお杖づえを突いてそっぽを向いたまま、渋しぶい顔になった。

「そうなの？」

「……」

　雪ゆき乃のは答えない。

「別に恥ずかしがることじゃないのに」

「…………うるさい。黙らないと殺すわよ」

　黙ることにした。そんな会話をしている二人を神か狩がり屋やは微笑ほほえましげに見ていたが、不意に表情を改めると、急に話題を変えた。

「そうそう、二人とも。ちょっと明日あしたの土曜日について聞きたいんだけど」

「……」

　神狩屋がそう切り出すと、ずっとこれまでそっぽを向いていた雪乃が、この日初めて神狩屋の方へ目を向けた。こういう切り出し方をするのは大抵〈騎士団オーダー〉に関する話だ。蒼あお衣いも表情を引き締めて訊たずねる。

「……何です？」

「えーとね。実はさっき、他ほかの〈ロッジ〉から応援の要よう請せいがあったんだよ」

　神狩屋は言った。それだけで雪乃は把は握あくしたようだ。すぐさま、神狩屋へと答えを返した。

「行けばいいのね？」

「うん、頼む。僕に同行して欲しい」

　頷うなずく神狩屋。

　そして、

「で……問題は白しら野の君の方なんだけど、君、土日に泊りがけになるかもしれない用事に、同行できるかい？」

　訊ねた。

　随分と急な話だな、と蒼衣は思ったが、それは神狩屋も理解しているようで、すぐにその後でこう付け加えた。

「もちろん、無理にとは言わないよ」

「はあ」

「その時は、店の留守番を頼めたらなあ、と思ってるけど。実はこういう〈騎き士し〉の貸し借りみたいなことは、ちょくちょくあってね。〈ロッジ〉は各地にあるんだけど、実は〈騎士〉が一人もいない〈ロッジ〉も結構多いんだよ」

「そうなんですか？」

　少し、それは意外だった。まだ〈騎士団オーダー〉に出会って間がない蒼衣はこの〈神狩屋ロッジ〉しか知らなかったが、この〈ロッジ〉に所属しているメンバーは、ほとんど全員が〈騎士〉なのだ。

「不思議とね、〈騎士〉は偏かたよるんだよ」

　神か狩がり屋やは言った。

「それに白しら野の君には話してなかったと思うけど、実はうちの〈ロッジ〉にはもう一人〈騎き士し〉がいるんだよ。三ヶ月ほど前から出張しっぱなしで帰って来てない」

「……初耳です。それ」

「まあ、それはともかくとして……どうかな？　同行の件は。難しそうなら、それでいいんだけども」

　どうもあまり期待せずに訊きいているらしい神狩屋に、蒼あお衣いは真顔で即答した。

「大丈夫ですよ」

「あ……そう？」

　そのあっさりとした答えにかえって神狩屋の方が心配したらしく、少し困ったような表情をして、蒼衣に問い返した。

「本当に大丈夫？」

「ええ。僕、家では最近部活動を始めたことになってますから、何とか適当に理由がつけられると思います」

「それならいいんだけど……」

「それに友達の家に泊まり込むとか、むしろうちの親は喜ぶと思います。ずっと僕が無趣味なのを心配してましたから。急だってことは驚くと思いますけど」

　蒼衣は分析を口にする。実際、蒼衣という人間は本当に無趣味で、中学校からこのかた、部活動にも入ったことがなかった。

　実のところ蒼衣の興味は他人との関わりにおける平凡さという一点のみで、人と話題を合わせる用途に使う以上の趣味に没ぼつ頭とうするほど、自分の為すことに興味がなかった。だから蒼衣は趣味がない。趣味を聞かれたらジグソーパズルと答えている。

　そしてとにかく万事そんな感じだったので、「部活動を始めた」と言って〈騎士団オーダー〉に顔を出すようになって、毎日帰りが遅くなったことを両親は喜んだ。ゆえに蒼衣は急に「明日あした泊りがけでどこかに行く」などと言っても強きよう硬こうに反対はされないだろうことを確信していた。

「だから、大丈夫ですよ」

　蒼衣は言った。

「そうかい？　それなら、ぜひともお願いしたいけど……」

　神狩屋がそう答え、それを聞いた雪乃は少し嫌いやな顔をして見せ、不ふ機き嫌げんそうな目で視線を外し、どこか部屋の隅すみを睨にらんだ。

　だが別に、何か不服を言うわけでもない。

　蒼衣と雪乃はもう一ヶ月以上チーム扱いで活動している。いまさら是ぜ非ひもないといった感じなのだろう。

　苦笑しつつ、少しほっとした。

　雪ゆき乃のもいるメンバーでどこかに一泊旅行という、そんなシチュエーションが少しだけ楽しみだったのは、口には出せないが事実だったのだ。

「じゃあ、決まりなら明日あしたの朝に出発ということになるけど…………白しら野の君、行き先は県外だけど、それを親おや御ごさんに言っても部活動で理由になる？」

「何とかなると思いますよ」

　最後にそうまとめた神か狩がり屋やの言葉に、やはり蒼あお衣いは即答した。

「……えーと、参考までに聞くけど、親御さんには何の部活を始めたって言ってるんだい？」

「郷土史研究会です」

「それは渋しぶい……」







　　　　３




「……じゃ、蒼衣、気をつけて行って来るのよ。本当に向こうのお宅に、お母かあさんから電話しなくていい？」

「うん。いいってば。小学生じゃないんだからさ……」




　玄関先でそんな会話を母と交わして、蒼衣は家を出る。

　あれから一夜明けた朝。思った通り蒼衣は特に親から反対されることもなく、ごく普通に家を送り出された。

　平日にそうするように駅に向かい、電車に乗って、学校の最も寄より駅へ。

　そしてそのまま駅前商店街の路地に入り、蒼衣が待ち合わせ場所の『神狩屋』にやって来ると、店の中にはほんの微かすかだが、妙みように緊張した慌あわただしい雰囲気が広がっていた。

「……うん……？」

　その空気を少しだけ感じ取った蒼衣は、一瞬不思議そうな表情を浮かべて、それでもいつものように店の中に入る。埃ほこりっぽい棚たなの隙すき間まをくぐるように奥へ進み、いつものレジカウンターに顔を出すと、そこには制服姿の雪乃が、丸テーブルの席に一人だけで座っていた。

　席について頰ほお杖づえをつく雪乃は、いつにも増した不ふ機き嫌げんな表情。

　そして、それに僅わずかに混じっている、どこか手持ち無ぶ沙さ汰たげにしている雰囲気が、雪乃の内にある苛いら立だちを、一目で蒼衣に悟さとらせた。

「えーと……おはよう。雪乃さん」

　おずおずとかけた蒼衣の挨あい拶さつに対して、雪乃はただ無言の冷たい視線だけを向けた。

「……」

　そして僅かに眉まゆを寄せる。休日に出かけるというのに雪乃も蒼衣も、まるで申し合わせでもしたかのように、普段と変わり映えのしない学校の制服姿をしていたのだ。

　いつもと違うのは雪ゆき乃のの傍かたわらにシックな趣味の旅行鞄トランクが置かれていることと、スポーツバッグを提さげた蒼あお衣いが学生鞄かばんを持っていないということだけ。互いの間に何か言いたげな空気が流れたが、二人とも何も言わず、雪乃はすぐに蒼衣から視線を外した。

　もちろんこうして見る限りでは、そんな雪乃の態度はいつものことだ。

　だが黙っていたのは雪乃だけではない。そして蒼衣はもちろん雪乃の沈黙も、決していつ通りのものではなかった。

　全すべてはひとえに、この場にうっすらと広がる緊張のせい。

　神か狩がり屋やをはじめ他ほかの人間の姿はここにはなく、いるのは蒼衣と雪乃だけで、そうして二人の間に広がった沈黙による静けさの中に、店の奥にある住居の方から、神狩屋が電話をしている慌あわただしい話し声が微かすかに漏もれ聞こえてきていた。

　普段の電話ではなく、緊急のやり取りをしていると思わせる、そんな声。

　蒼衣は訊きく。

「何かあったの？」

「今日の目的地で、犠牲者が見つかったそうよ」

　端たん的てきな蒼衣の問いかけに対して、雪乃の素っ気ない答えが返ってきた。

「今、そのことで向こうと打ち合わせ中」

「……！」

　それで蒼衣は、状況を理解した。

　と同時に、蒼衣の中に少しだけあった物もの見み遊ゆ山さん的な感覚が、この場でたった今、根こそぎ消えてなくなった。

　昨日きのうの段階では、応援先の〈ロッジ〉のメンバーが〈泡ほう禍か〉の気配を感じ取ったので、調査に行くのだという説明だった。

　状況が一気に危険なものに変わったらしい。緊張が広がった。これから行こうとしている場所が単なる旅行先ではなく、命の危険がある戦場であることを、今ここに至って思い知らされたのだ。

　いや、そうなるかもしれないことは、最初から分かりきっていたはずだ。

　甘あまかった。自戒に押し潰つぶされた抑おさえ気味の声で、蒼衣は重ねて雪乃へと訊たずねた。

「……どんな感じなの？」

「さあ？　まだ聞いてないわ」

　雪乃はそう答えると、ようやく頰ほお杖づえを外して、この日初めて蒼衣へ向き直った。

「それに大して興味もないわ。何が起こっても、結果は同じ。殺すか殺されるかだけだもの」

　意識して淡々と抑えた、雪乃の言葉。

「単純な二者択一。覚かく悟ごはできてるわ。殺される方も、殺す方も」

「雪ゆき乃のさん……」

　困ったように、蒼あお衣い。

　こういう時の雪乃の言葉は強くなる。〈神の悪夢〉を憎にくみ、同時にそれを身の内に〈断だん章しよう〉として抱かかえ、さらにそれらとの無む慈じ悲ひで悲ひ惨さんな殺し合いに身を捧ささげようとしている雪乃にとって、敵と自分の死は常に等価であるのが当然なのだ。

　少なくとも彼女は、そうあろうとしている。

「覚かく悟ごはできてるわ。私は誰より〈悪夢〉との殺し合いに熱心なので知られた、〈雪の女王〉の名を持つ〈騎き士し〉だもの」

　その瞬間、突如として雪乃の言葉に、ほの暗い笑みを含んだ声が被かぶせられた。




『────そうよね。〈悪夢〉が待ってるのだもの。楽しみよね』




「！」

　ぞっ、とその背筋を撫なでるような声を聞いた瞬間、蒼衣の肌はだに鳥肌が立った。

　そして、それと同時に周囲の明度が下がるような冷たい気配が周囲に落ち、雪乃の座るすぐ脇わきに、舞うように生地を揺らせたゴシックロリータの服を纏まとった影のように姿の透すけた少女が姿を現した。

　肘ひじと頭をテーブルに乗せて虚こ空くうに寝そべる、雪乃とひどくよく似た美び貌ぼうの少女。

　ぎょっとして身を引く蒼衣を一度だけ上うわ目め遣づかいに見上げると、亡ぼう霊れいの少女は雪乃とよく似た貌かおに、雪乃とは似ても似つかぬ悪意の笑みを浮かべた。

『いつでも私たちと〈悪夢〉は殺し合ってるのだもの。いまさらよねえ？』

　そして言いながら、くすくすと笑う少女。

『心の底から憎にくんでやまない相手と死ぬまで痛みを与えあうのは、無上で無情で無常の喜びだものねえ』

「…………」

　紡つむがれるその言葉を、雪乃は苦々しい表情で黙殺する。

　嘲あざ笑わらうように破滅の言葉を紡つむぐ、時とき槻つき風かぜ乃の。

　雪乃の〈断章〉の一部として雪乃に取り憑ついている、かつて〈泡ほう禍か〉を抱かかえ込んで家族を惨ざん殺さつし、自ら家に火を放ってその中で死んだ実じつ姉しの亡ぼう霊れい。

『破滅の中で燃え上がる人間の姿は、美しいわ』

　そんな風乃は、歌うように言った。

『この世界は燃え盛さかる痛みに巻かれてゆっくりと燃え落ちる楼ろう閣かく。そこに生きる人間たちも、その中でもがく藁わら束たばだわ』

「……」

『命は炎ほのお。炎は痛みよ』

「……うるさい」

『その本分にも気づかずに、そこらの意気地のない案山子かかしたちみたいに、くすぶる痛みに焼かれながら何十年もかけて灰になるなんて、美しくも何ともないものねえ？』

「うるさい、姉ねえさんは黙ってて」

　苛いら立だちも露あらわな雪ゆき乃のの返答に、風かぜ乃のは何故なぜか楽しそうに肩かたを竦すくめる。

　風乃の長く下ろした黒くろ髪かみに、雪乃が髪を束ねているのと同じ、黒いレースの縫ぬい取られたリボンが全く別の印象をもって揺れた。雪乃と蒼あお衣いだけに見える亡ぼう霊れい。彼女の人格はどちらかというと蒼衣が放っておけないと感じるタイプに属するはずだが、蒼衣は最初から、彼女の存在が苦手だった。

「やめてくれませんか……雪乃さんにそういうこと言うの」

　蒼衣の控えめな抗議に、風乃はやはり楽しそうに蒼衣へ目を向けた。

　風乃は雪乃へ破滅的なことばかりを囁ささやく。普通のあるべき生活から遠ざかろうとしている雪乃を引き戻したいと思う蒼衣にとって、風乃の存在は心配事だった。

『いきなり、ご挨あい拶さつね』

　風乃は笑みの形に口を歪ゆがめたまま、目を細めた。

「いや、そんなつもりは……」

『ふふ、でも他ほかならぬ〈アリス〉の頼みだもの。今は大人おとなしくしておいてあげる。可愛かわいい子に何かをお願いされるのって、嬉うれしいものよね？』

　意を決した蒼衣の抗議だったが、からかわれた。それでも一応は話を聞いてくれたのだと肯定的に解釈して、蒼衣は礼を言う。

「……ありがとう」

『どういたしまして』

　心の底から楽しそうな声で、応こたえる風乃。

　ごく普通のお礼のやり取りに、しかしえもいわれぬ邪じや悪あくな響きを感じて、蒼衣は自分の表情が僅わずかに引き攣つったのを感じた。

　雪乃が言った。

「用は終わった？」

　冷たい問いかけ。

「なら、消えて」

『つれないわね』

　肩を竦める風乃。しかし言葉とは裏うら腹はらに、その声も表情も、嬲なぶるように楽しげなまま。

『いいのかしら？　せっかく心躍おどる知らせを教えてあげようと思ったのに』

「……何よ」

『〈グランギニョルの索さく引いんひき〉は、見てあげなくて平気？』

　その瞬間、雪ゆき乃のが弾はじかれたように音を立てて椅い子すを蹴けり倒たおし、勢いよく立ち上がった。

「……!?」

　驚く蒼あお衣いの前で身を翻ひるがえし、雪乃は大急ぎで店の奥に向かった。蒼衣も慌あわてて立ち上がり雪乃を追いかけて、上がり口に靴を放り出し、中に駆かけ込んだ。

　廊ろう下かには電話を終えたらしい神か狩がり屋やが顔を出し、駆け抜ける雪乃を驚いた表情で避よけた。

　そして続いてその脇わきを通り抜けた蒼衣に、声をかける。

「な……何の騒ぎだい？」

　蒼衣は一瞬立ち止まり説明しようとして、しかし咄とつ嗟さの説明を思いつかなかった。蒼衣はもどかしい表情を一度だけ浮かべると結局説明を諦あきらめて、一言だけ声をかけて、再び先を行く雪乃の後を追った。

「夢ゆ見み子こちゃんを見てきます！」

「え？」

　神狩屋の反応を待たずに、蒼衣は先へ。

　風乃の言った〈グランギニョルの索引ひき〉が意味する、ただ一つの場所へ。

　そして、赤く薄うすい絨じゆう毯たんが敷かれた、木造の廊下の奥。

　そこにあるドアを、今まさに開けていた雪乃に追いついて、その後ろに蒼衣が立った、その時────




　ぎしっ、




　と軋きしむ音を聞いたと錯さつ覚かくするほどに、そこに満ちている空気の質が、凍こおりついたものへと変質した。




「…………………………！」

「…………………………！」




　その瞬間、蒼衣も雪乃も、そしてその周囲の空気さえもが、止まった。

　身が竦すくむような冷たい気配。それは雪乃の開けたその部屋の中から、漏もれ出すように広がった、恐怖の断片の気配そのものだった。

　あふれて広がる、皮ひ膚ふに触ふれるほどの、異質極まる空気。

　それは風乃の纏まとうそれを数段純化し、濃密にしたような、世界に含まれている恐怖と狂気を結晶化させたかのような、あまりにも透明で異様な大気。

　開いたドアの前で、ただ蒼衣と雪乃は、その空気に閉じ込められたように、凍こおりついた。

　目の前には『書庫』。ドアを除のぞく四方の壁が書しよ棚だなになった、絵本と童話ばかりが数百冊の単位で収められたその小さな『書庫』には、床ゆかに敷かれた絨じゆう毯たんの上に、書棚から出された本が乱雑に放り出されていた。

　そしてその部屋の中央に、大きくスカートを広げて座り込む、一人の少女の姿。

　ビスクドールのようなふわふわの服を着せられて、不思議の国のアリスに出てくるウサギのぬいぐるみを抱だきしめた、人形のように整った、そして人形のように表情の欠落した顔でこちらを見上げる幼おさない少女。

　夏なつ木き夢ゆ見み子こ。かつて〈泡ほう禍か〉に遭あったことで心が壊こわれ、そして〈断だん章しよう〉を宿した少女。

　その身の内に抱かかえ込むのは、どのような因いん果がか予言の形をとるがゆえに、〈残酷劇グランギニヨルの索さく引いんひき〉と名づけられた、過去に起こった悪夢の〈断章〉。

　彼女は座り込んだまま無表情な顔を上げて、ただ無言でこちらを見上げていた。

　しかしその見開かれた硝子ガラス玉だまのような瞳ひとみの中には、壊れた彼女の心の中に、唯一残った感情である〝恐怖〟が満々と湛たたえられていた。

　凍こおりついたように見返す蒼あお衣いと雪ゆき乃のの目が、床に吸い寄せられた。

　蒼衣たちと夢見子の間の床に、重厚な童話の本が、ちょうど差し出されているような形でぽつんと一冊置かれていた。

　そして、




　ずる、




　とそのページの隙すき間まから、芋いも虫むしのように白い指が突如として這はい出した。

　ページを押し割って本の中から這い出したその五本の女性の指は、もがく蛆うじ虫むしに似たひどくおぞましい動きをしながら、内側から指をかけるようにして這うようにゆっくりと本の表紙を摑つかんだ。

　息を吞のんで見下ろす蒼衣たちの前で、本の中から這い出した手は、そのままゆっくりと表紙を持ち上げ、開き始めた。そして本の中から生えた手に持ち上げられて、表紙が垂直になり、ぱたんとそれが倒れて開いた時には、真っ白な手は明めい瞭りような幻覚だったかのように消えてなくなっていた。




「…………………………」




　しん、と後には、嫌いやな沈黙が残った。

　その時、神か狩がり屋やが何も言わずに、蒼衣たちの後ろに立った。

　神狩屋は蒼衣たちをゆっくりと押し分けて『書庫』に入ると、人形のように動かない夢見子に歩み寄って抱だき上げた。無表情な夢ゆ見み子この小さな手が神か狩がり屋やの服の肩かたを、皺しわになるほどに、ぎゅっ、と強く強く摑つかんだ。

　会話は、なかった。

　必要なかった。ここにいる誰もが何が起こったのか、そしてそれが何を意味するのかを、理解していた。

　雪ゆき乃のはただ厳きびしい表情で、床ゆかに落ちている、『それ』を睨にらみつけていた。

　蒼あお衣いも雪乃の隣となりに並ぶ。そこに落ちている童話の本は、もはやぴくりとも動くことはなく、ただ柔やわらかい挿さし絵えと章題の描かれた、中なか扉とびらを広げていた。




『人魚姫』




　…………………………
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　　　二章　童話は夢と巡る







　　　　１




「理り不ふ尽じんだわ。個人の悪夢を希き釈しやくして『童話』の形になるほど大きな────〈グランギニョルの索さく引いんひき〉に予言されるほどの〈泡ほう禍か〉は、数年に一度のレアケースのはずよ」

『そうね。でも、それは大したことかしら？』

「いくらなんでも多すぎる。どういうこと？　偶ぐう然ぜんそういう巡めぐりあわせなだけ？」

『それは必然と同じことよ？　偶然は神の御み業わざ。だから〈神の悪夢〉は、偶然という名の最悪の必然を起こす。あなたも知ってるでしょう？』

「それとこれとが、同じ話には思えないわね」

『そうかしら？　じゃあ、こういう風ふうに考えることもできるわよ？』

「何？」

『蒼衣アリスと夢見子ウサギが出で逢あって、何の物語も始まらないなんてことは、あり得ないでしょう？』

「…………………………」




　　　　†




　　　　　アンデルセン童話『人魚姫』




　海のはるか沖おき、ガラスのように澄すんだ水が教会の塔とうをいくつも積み重ねたほど深く続いている海の底に、人魚たちは住んでいます。

　珍しい木や草がゆらゆらと水に揺れて、ありとあらゆる魚がその枝の間を泳いでいる海の底の、そのまた一番深いところに、人魚の王様のお城が建っていました。お城は珊さん瑚ごで築かれ、透すき通った琥こ珀はくで窓が作られています。屋根は貝かい殻がらで葺ふかれていましたが、水が動くにつれて開いたり閉じたりすると、その一つ一つに入っている立派な真しん珠じゆが、きらきらと光ります。

　このお城には何年もやもめ暮らしをしている王様と、お年寄りのお母かあ様が住んでいました。お母様は家の一切の世話をする賢い方でしたが、家柄が良いのが自じ慢まんの方で、他ほかの者はどんなに身分が高くても六つしかつけられない牡蠣かきを、尻尾しつぽに十二もつけていました。そしてそんなお二人に大事にされて、六人のお姫様たちが住んでいました。どれも綺き麗れいな方ばかりでしたが、末の姫はとりわけて綺き麗れいでした。

　この末の姫は物静かで考え深い、少し変わった娘むすめでした。お姉ねえさんたちが沈んだ船から持ってきた珍しいもので遊んでいるとき、この姫は白い透すき通るような大理石に彫った美しい少年の像を大事にしていました。

　姫たちの一番の楽しみは、海の外の人間の世界のお話を聞くことでした。お年寄りのお婆ばあ様は、船や街や人間や動物のことを、色々とお話しされて、言いました。

「お前たちが十五になったら、海の上を見に行くことを許してあげますよ」

　次の年には、一番上の姫が十五歳さいになります。他ほかの姫はそれぞれ一つずつ年が下なので、一番下のお姫様が海の上を見に行けるようになるにはそれから五年も待たなくてはいけませんでした。そしてよりによって、海の上に一番強い憧あこがれを持っていたのは、一番長く待たなくてはいけない、物静かな末のお姫様でした。

　それから一年、また一年と経たって、一番上のお姫様から順番に、海の上を見に行けるようになりました。許しを得たお姉さんたちはよく連れ立って海の上に浮かんで行きましたが、そんなとき末の姫は泣きたいような気持ちで見送りました。けれども人魚には涙なみだというものがないので、よりいっそう苦しい気持ちになります。そんな年月がしばらく続いていましたが、時は過ぎ、やがて末の姫も十五になって、海の上を見に行ってもよい歳としになりました。

「さあ、おまえもいよいよ一人前ですよ」

　お婆様は言いました。そして白しら百合ゆりの冠かんむりを姫の頭に載のせて、姫の立派な身分を表すために、大きな八つの牡蠣かきに姫の尻尾しつぽを挟はさませました。

　姫は痛がりましたが、「立派になるのだから我が慢まんしなくては」とお婆様は言いました。姫はこんな重くてけばけばしいものは振り捨てて行きたいと思いましたが、仕方ありません。「いってきます！」と言うと、水の中を泡あわのように上へ上へとのぼって行きました。

　姫が頭を水から出した時、海の上は夜でした。

　空気は穏おだやかで、海の向こうには三本マストの船が浮かんでいました。

　船からは歌と音楽が聞こえてきて、色とりどりのランプに明かりが点ともっていました。そして人魚姫が船室に近寄ると、窓の中に大勢の着飾った人々と、そしてひときわ目立って美しい、若い王子の姿が見えました。

　これは王子の、誕生日のお祝いでした。

　人魚姫はいつまでも、船と美しい王子から目を離すことができませんでした。

　そうして人魚姫が船を見ていると、気がついた時には波が高くうねり、大きな黒雲が押し寄せ、恐ろしい嵐あらしが近づいてきていました。海はみるみるうちに荒れ狂いはじめ、波は塔とうのように盛り上がり、船はきしんで真っ二つになり、海に沈んでしまいました。

　これはただごとではないと、人魚姫は気付きました。

　人間は水の中では生きられません。姫は若い王子の姿を探しました。

　そしてようやく海の中でぐったりとした王子を見つけると、王子の頭を水の上に支えて泳ぎ始めました。もし人魚姫がいなければ、王子は死んでしまっていたことでしょう。

　やがて、夜があけて、陸地が見えてきました。

　人魚姫は王子の濡ぬれた髪かみの毛をかき上げ、その額ひたいにキスをしました。姫には王子が、海の底で大事にしていた大理石の像に似ている気がしてなりませんでした。人魚姫は王子を抱だいて入いり江えまで泳いで行くと、暖かい陽ひの光に当たるように、砂の上に寝かせました。

　その時、海岸にある大きな建物の中で鐘が鳴りました。そして中から大勢の娘むすめたちが出て来たので、人魚姫は急いで海に泳ぎ戻り、海の泡あわをかぶって岩陰に隠かくれました。ほどなくして一人の若い娘がやって来て、王子に気がつきました。娘は急いで他ほかの人たちを呼んできて、そうするうちに王子は正気に返り、建物の中に運び込まれて行きました。

　姫はすっかり悲しい気持ちになって、海の底のお城へと帰って行きました。それから姫は塞ふさぎこむ日々を送るようになりました。姫は幾晩も王子と別れた浜辺に行きましたが、王子の姿を見ることはできませんでした。そしてとうとう姫がお姉ねえさんにそのことを打ち明けると、お姉さんの親しい友達の中に、その王子のことを知っている娘がいました。

　王子がどこの人で、その国がどこにあるのかが、知れたのです。

　こうして王子が住んでいる御ご殿てんが分かると、それからというもの末の姫は幾夜も幾夜も御殿の建つ海辺に浮かび上がり、立派なバルコニーに立つ若い王子の姿を隠れて見上げました。

　次第に姫は、人間をいとおしく思うようになりました。人間の中で暮らしたいと思うようになった姫は、賢いお婆ばあ様に、人間というものについて尋ねました。

「人間は、私たちよりもずっと短い一生です。私たちは三百年は生きるのですからね」

　とお婆様は言いました。

「そのかわり、私たちは一生が終わると水の上の泡になってしまいます。私たちには不ふ死しの魂たましい というものがないのです。人間には魂というものがあって、死んだ後でもそれはいつまでも生きていて、私たちには未知の、天国という美しい世界に上ってゆくのだそうです」

　人魚姫は悲しそうに言いました。

「私たちには、不死の魂は授さずからないのでしょうか？　たった一日でも人間になれて、死んで天国へ行けるのなら、何百年の命を捨てても惜しくはありません」

「無理ですよ。そんなことを考えるものじゃありません。ただ一つ、人間の誰かがお前を心から愛して、神父さんの前で誓ちかいを立てて下さるならば、お前にもその人の魂が分け与えられて人間の幸福にあずかることができるのだそうよ。でもそんなことは起こりようがありません。海の中では美しいおまえの尻尾しつぽも、陸の上では醜みにくいものと思われているのだからね。人間にはその使い道がわからないのだから」

　人魚姫は溜ため息いきをついて、自分の尻尾を見つめました。

　そして姫は、お城を抜け出して海の魔女のところへ向かいました。本当は恐ろしくて仕方がありませんでしたが、魔女ならばよい知恵を貸してくれるかもしれないと思ったからです。

　海の魔女の領地は渦うず巻まきの真ん中を通り抜け、花も海草もなく、熱く泡あわ立だつ泥どろの上を行かなければいけませんでした。そしてその先にある、半ば動物で半ば植物のヒドラでできた不気味な森の中の真ん中に、魔女の家があるのでした。

　人魚姫はこの森の恐ろしさに立ちすくみましたが、王子のことや人間の魂たましいのことを考えて、意を決して森の中を突き進みました。ヒドラたちは姫の方へと、うねうねとした腕うでを伸ばしました。見るとヒドラは、捕まえたものを何百という小さな腕で鉄のたがのように締め付けていました。船の櫂かいや箱。人間や陸の動物の骨。なかでも一番恐ろしかったのは、小さい人魚の娘むすめがつかまって絞め殺されていたことでした。

　やがて姫は、森の中のぬかるみの広場に出ました。広場の真ん中に、難破して死んだ人間の骨でできた、一軒の家が建っていました。その家では海の魔女が、ちょうど人間がカナリヤにお砂さ糖とうをなめさせるようにして、口移しで蟇がま蛙がえるに餌えさをやっているところでした。

「おまえが何の用事でここに来たか、わたしにはちゃんと分かってるよ」

　海の魔女は言いました。

「ちょうどいい時に来たね。明日あしたになって日が昇ったら、あと一年たたないと次の機会はないんだよ。飲み薬を作ってあげるから、それを持って日の昇らないうちに陸に行ってお飲み。すると尻尾しつぽが脚になる。ただしその時の痛みは鋭い剣で突き刺されるほどの痛みで、歩けばその一足ごとに鋭いナイフを踏むような思いをする。それでも我が慢まんできるかい？

　それに、一度人間の姿になったら、もう人魚には戻れないよ。そして王子が心の底からおまえを好きになって、神父の前で夫婦の誓ちかいをしなければいけない。もしも王子が他ほかの女と結婚するようなことになったら、あくる朝におまえの心臓は破裂して、海の泡になってしまうよ。それからわたしへのお礼のことも忘れちゃいけない。おまえの、この海の底で一番綺き麗れいなその声をわたしにくれるかい？　薬をよく効くようにするために、わたしは自分の血を混ぜるんだから。おまえも一番いいものをくれなければいけないよ」

　魔女の言葉に、人魚姫は答えました。

「どうぞ！」

　それを聞いた魔女は蛇へびで大おお鍋なべを磨いて火にかけ、自分の胸を引っかいて黒い血をその中に垂らしました。そしてたくさんの材料を鍋の中に入れて煮立てました。そうして、とうとう飲み薬ができあがりました。できあがった薬は、澄すんだきれいな水のように見えました。

「やれやれ、お待ちどうさま」

　魔女はそう言って、人魚姫の舌したを切り取りました。姫はもう歌も歌えず、話すこともできなくなってしまいました。姫は森や渦巻きの中を通り抜け、明かりの消えたお父とう様のお城に何度も投げキスをしました。そして青い海を、上へ上へと上っていきました。

　人魚姫が王子の御ご殿てんを仰あおぐ大理石の段についた時には、まだ日は昇っていませんでした。

　姫が燃えるような強い薬を飲み干すと、たちまち両りよう刃ばの剣が突き刺さったような痛みを感じて気を失い、その場に死んだように倒れてしまいました。しばらくして目を覚ますと、目の前にあの若く美しい王子が立っていました。姫が目を伏せると、自分の魚の尻尾しつぽが、人間の娘むすめのような白い脚に変わっているのが目に入りました。

　王子は「あなたは誰で、どうしてここに来たのか？」と訊たずねましたが、人魚姫は悲しそうに王子を見上げるだけでした。姫はもう口がきけなくなっていたからです。王子は姫の手を取って、御ご殿てんの中に連れていきました。一足歩くごとに魔女の言った通り、尖とがったナイフの上を歩くように痛みましたが、この苦しみを喜んで我が慢まんしました。

　御殿じゅうで人魚姫ほど美しい者はありませんでした。人々はみなうっとりと見とれ、とりわけ王子は姫が気に入って、「可愛かわいい拾いっ子さん」と呼びました。王子はいつまでも自分のそばにいるようにと姫に言い、王子の部屋の外にあるビロードのしとねで寝てもよいというお許しも出しました。

　姫は御殿の誰もが寝静まると、大理石の段を降りて、燃えるように痛む足を冷たい海の水に浸ひたしました。そうすると毎晩お姉ねえさんたちが海の上に出てきて、下では姫がいなくなったことをどれだけ悲しんでいるか、伝えるのでした。ある夜などは、もう何年も海の上に出たことがないお年寄りのお婆ばあ様と、王おう冠かんをかぶった人魚の王様の姿が見えました。二人は姫の方に手を伸ばしましたが、お姉さまたちのように陸に近寄ろうとはしませんでした。

　さて、王子は姫を愛していましたが、それは賢く可愛らしい子供を可愛がるように愛していたので、お妃きさきにしようなどとは思っていませんでした。あるとき王子は言いました。

「お前は、僕がいつか見たことのある娘さんによく似ているね。いつだか僕の乗っていた船が難破して浜辺に打ち上げられた時、その浜辺にあった立派な教会にお勤めしている娘さんが命を助けてくれたのだよ。僕がこの世で一番いとしいと思うのはその娘さんだけだ。お前はその娘さんにとてもよく似ている。その娘さんは教会に一生を捧ささげた人で二度と会うことはできないが、神様がきっとその代わりに、僕のところにお前をおよこしになったに違いないよ」

　ああ、王子様は私が命を助けてあげたことを知らないのだわ、と人魚姫は思いました。

　王子が目を覚ました時には姫は海の泡あわの陰に隠かくれていて、王子はその娘さんに助けられたのだと思い込んでいたのです。人魚姫は溜ため息いきをつきましたが、その娘さんはお寺に一生を捧げた人なのですから、もう世の中には出てこられません。人魚姫はこれからも毎日王子のお世話をして、お慕したいしていこうと心に決めました。

　ところが、そのうちに王子に縁えん談だんがやってきました。隣りん国ごくの王様の美しい姫君にお会いになるという話で、そのために素す晴ばらしく立派な船が仕立てられました。しかし人魚姫は、王子の心の中は誰よりも知っていたので、頭を振って微笑ほほえむばかりでした。王子は言いました。

「僕は美しい王女と会ってこなければいけなくなったよ。けれど父上と母上は、是ぜ非ひその人をお嫁よめさんにして連れ帰るようにとは言っていない。僕が、あの浜辺で見た娘さんではない人を愛するなんてことはあり得ない。もし僕がいつかお嫁よめさんを選ばなければならなくなったら、僕はいっそ、あの娘むすめさんにとてもよく似ている、お前を選ぶことにするよ」

　王子はそう言って、人魚姫の赤い唇くちびるにキスをしました。

　あくる朝、船は隣りん国ごくの都の港に入りました。お祝いと宴えん会かいが幾日も続いて、そしてようやく隣国の姫君が、姿を見せました。なるほど、これほど愛らしい方は見たことがないと思わないわけにはいかないほどの、美しい姫君でした。姫君はずっと遠くの教会で教育され、王女としての色々な徳を修めて、このたび帰って来たのでした。

「おお、あなたです！」

　王おう子じは叫びました。

「あなたです。僕が海岸で死にそうになっていた時に、助けてくださったのは！　ああ、僕はなんて幸福なんだろう。とても実現すまいと思っていたことが叶かなうなんて。お前も僕の幸福を喜んでくれるね？　誰よりも一番、僕のことを思ってくれるお前だもの」

　王子は人魚姫にそう言って、顔を赤らめている姫君を腕うでに抱だきしめました。人魚姫は王子の手にキスをしましたが、その胸は張り裂さけそうでした。王子の婚礼のあくる朝には、海の泡にならなければならない運命なのですから。

　教会の鐘という鐘が鳴り響き、花はな婿むこと花はな嫁よめは僧そう正じようの祝福を受けました。おごそかな式。そしてその日の夕方のうちに船に天幕が張られ、花嫁と花婿が過ごすための静かで涼しげな、この上もなく美しいしとねが設けられました。

　夜中すぎまで船の上でのお祝いは続き、人魚姫は心に死を思いながら、微笑を浮かべてそのお祝いの輪の中にいました。やがて王子は美しい花嫁にキスをし、花嫁は王子の黒くろ髪かみをなで、二人は手に手をとって、立派な天幕の中のしとねでお休みになりました。

　ひっそりとなった船の上で、姫はやがて赤らんでくる東の空を見つめていました。お日様の最初の光が出た時が終わりの時であると、姫はよく知っていました。その時、波の間にお姉ねえさんたちが浮かび上がって来るのが見えました。しかもお姉さんたちの美しい長い髪は、根元から切り落とされていました。

「私たちは髪の毛を魔女にやってしまったの。あなたを死なせないように、魔女に助けを借りに行ったのよ。魔女は私たちに短剣をくれたの。これで日の昇らないうちに王子の心臓を刺して、その血があなたの足にかかると脚は魚の尻尾しつぽに戻って、あなたは死なないですむのよ」

　人魚姫は短剣を手に、天幕のカーテンを引き開けました。中には美しい花嫁が、王子の胸に頭をもたれかけさせて眠ねむっていました。人魚姫は王子の美しい額ひたいにキスをしました。そして鋭い短剣をじっと見つめ────次の瞬間、短剣を海の中に投げ捨て、身を躍おどらせて海の中に飛び込みました。

　人魚姫は自分の体が溶とけて、泡あわになってゆくのを感じました。

　お日様が海の上に昇りました。その光は死のように冷たい海の泡を暖かく照らし、人魚姫は少しも死んだような気がしませんでした。お日様を仰あおぎ見ると、その中に透すき通った幾百もの美しい者たちが漂ただよっていました。人間には見えず声も聞こえない、魂たましいの世界の者たちです。

　人魚姫は自分の体が軽くなって、同じように上へと昇ってゆくのを感じました。

「私はどこへ行くのでしょう？」

「空気の娘むすめたちのところへですよ」

　姫の問いかけに、みんなが答えました。

「人魚の娘と同じように、私たち空気の娘も不ふ死しの魂は持っていません。でも良い行いをすれば、それを授かるのですよ。毒気で人が死ぬような熱い国へ行って涼しい風を吹かせ、花の香りを空中に振りまき、さわやかな気分を送ってあげるのです。そうして三百年もお勤めすれば、不ふ死しの魂を授かって人間と同じ永遠の幸福を得るのです。可哀かわい想そうな人魚さん。あなたは苦しさを忍び、心を尽くしてお勤めをしたので、空気の精の世界に昇ってきたのです。これから良い行いに勤めれば、不死の魂が授かりますよ」

　人魚姫はその時、初めて涙なみだというものを感じました。

　船の中が、騒がしくなりました。

　王おう子じが美しい花嫁と一緒に、人魚姫を探しているのが見えました。お二人は人魚姫が身を投げたのを知っているかのように、海の泡を悲しそうに見つめています。人魚姫は人の目に見えないように花嫁の額ひたいにキスをし、王子に微笑ほほえみかけると、空気の娘たちといっしょに、薔薇ばら色いろの雲の方へと昇って行きました。







　　　　２




　学校の最も寄より駅から、電車に乗って二時間ほどの行程。

　制服姿の時とき槻つき雪ゆき乃のは古めかしいデザインをした大きな旅行鞄かばんを提さげて、その海に程近いところに位置する町の、駅のホームに降り立った。

　小こ奇ぎ麗れいながらも鄙ひなびた印象の強い駅には、元来た町にはなかった風が強く吹き抜けていた。

　空気の匂においが違っていた。とはいえ海に近いと言っても潮風が匂うほどではなかったが、少なくともここが二時間前にいた場所とは明らかに違う土地なのだということを、その清せい浄じような空気は雪乃に再認識させた。

「……変わってないわね」

　風に乱される前まえ髪がみをかき上げて、雪乃は都市とは違う、妙みように広々と視界の通る駅周辺の景色を見回した。

　雪乃がここに来るのは初めてではない。雪乃が〈騎士団オーダー〉に出会った三年前から〈騎士〉のいない地域だったこの町は、これまでも何度か応援を必要として、地理的縁えん故こ的に近い神か狩がり屋やの〈ロッジ〉から過去に三度派は遣けんされて来たのだ。

　一度目は神狩屋と。

　二度目三度目は、ただ一人で。

　つまり人を伴って来たのは、かなり久しぶりということになる。そして大した違いがあるわけではないが、三人連れで来たのは、今日が初めてだった。

　神か狩がり屋やと、蒼あお衣い。

　いや、正確には、もう一人。

『田舎いなかは変わらないわね。でも、前とは全然違うわ』

　そのもう一人、ゴシックロリータの風かぜ乃のが、不意に雪乃のすぐ傍そば、視界の端はしに立った。

　髪かみと衣装とが風になびく。その姿を、景色が透すけた。

「……どういうこと？」

『〈泡ほう禍か〉の匂においがするわ』

　風乃の言葉を聞きとがめた雪ゆき乃のの問いに、風乃は答えた。

『町中に漏もれ出してる。もしかすると、〈潜有者インキユベーター〉は、もうとっくに〈異端ヒアテイ〉になってるかもしれないわよ？』

「……！」

　くすくすと楽しそうな風乃の声。対する雪乃は、厳しく眉まゆを寄せた。

　神の悪夢の〈泡あわ〉が精神に浮かび上がった人間である〈潜有者〉が発狂すると、〈異端〉と呼ばれ、狂気の赴おもむくまま無自覚に〈泡禍〉を撒まき散らす門となる。

　そうなれば殺すしかなくなる。雪乃にとって〈泡禍〉は憎にくむべき復ふく讐しゆうの対象だが、しかし被害者にして加害者である〈異端〉を殺すのは、〈悪夢〉が尽きるまで怪現象を焼く普通の〈泡禍〉との戦いとはわけが違う。〈異端〉は狂ってはいても意思を保った人間なのだ。

『少なくとも、もうこの町なら、どこで何が起こってもおかしくはないわ』

　そんな町から吹いてくる風を身に受けて陶とう酔すいしているかのような、風乃の笑み。

　眉まゆをしかめる雪乃。そうしているところへ蒼衣が遅れて、大荷物を抱かかえて、電車の乗降口から降りてきた。

　蒼衣は自分の荷物の他ほかに、神狩屋の鞄かばんと、そして大きくかさばる花束を抱えていた。この花束も持ち主は神狩屋で、話によると神狩屋には最初から〈泡禍〉の調査とは別の用事がこの町にあり、そのためのものだということだった。

　だから最初から、神狩屋は珍しく『同行者』という形で派は遣けんメンバーを募つのったのだ。

　その神狩屋は先方に電話をすると言って先に降り、ホームの向こうの公衆電話スペース近くで携帯を耳に当てている。

「よっ……と」

　蒼衣はホームに自分と神狩屋の鞄を降ろすと、地面に置くのがはばかられる花束だけを持って、駅を見回した。そしてすぐに雪ゆき乃のの方に目を留とめると、何か納得したような表情をして、何故なぜか眩まぶしいものを見るような表情で、目を細めた。

　その表情を訝いぶかしんで、雪乃は訊たずねた。

「……何？」

「あ、いや……その雪乃さんの鞄かばん、制服には浮いてるなって思ってたんだけど、そっちの服に合わせてあったんだなあ、って」

　雪乃は自分の提さげている鞄を見下ろした。革かわ張ばりの、古いヨーロッパの映画に出てくるマントを着た旅行者が提げているような、古風な趣味の旅行用トランク。

　蒼あお衣いは、それを風乃を透すかすようにして見ていた。

　確かにこれはゴシック趣味に合わせたものだ。だから今は制服姿をしている雪乃よりも、風かぜ乃のの隣となりにあった方が────ここが現代日本であるという事実を除けば────絵になるであろうことは間違いなかった。

　風乃が蒼衣を振り返り、風の中で目を細め、微笑ほほえんだ。

　雪乃は眉まゆを吊つり上げる。その蒼衣の危機感のない発言に、自分の感情が逆さか撫なでされるのを感じた。

「またこんな時にどうでもいいことを……！」

　低い声で、怒りを露あらわにする雪乃。

　人の意識に浮かび上がる神の悪夢である〈泡ほう禍か〉は、巨大なものになると個性が希き釈しやくされて物語の『元型アーキタイプ』、ひいては『童話』に近くなる。それを予言する夢ゆ見み子この〈グランギニョルの索引ひき〉が発現したということは、この町で起こっている〈泡禍〉の規模は、巨大で危険なものであるということなのだ。

　ここは、危険な戦場なのだ。

　それを分かりながらここに来ていて、そして雪乃はその規模が尋常でないものである可能性を風乃に示し唆さされたばかりなのだ。

　雪乃は、そこで鞄の話を平然とする蒼衣の太たい平へい楽らくさが、どうしても理解できなかった。

　忘れているわけではないはずだ。これまで童話の形を取る巨大な〈泡禍〉を二度も経験し、さらにここまでの電車の中で蒼衣はずっと、『人魚姫』のオリジナルの話を読んでいて、それについていくつか神狩屋と話をしていたばかりなのだ。

　ホームに置かれた蒼衣のバッグのポケットから、神狩屋から借りた完訳版アンデルセン童話の文庫本が覗のぞいている。

　雪乃も参考のために、電車の中で読んだ。

　子供の頃以来の『人魚姫』は、辛かろうじてハッピーエンドでないことは憶おぼえていたが、ここまで鬱うつ々うつとした話だということは憶えていなかった。それとも子供用の童話は表現が軟らかくしてあるという例のやつだろうか？　いずれにせよ今から相手にする〈泡禍〉がこの話を何がしかの形でなぞっているのだと考えると、それだけでもう雪ゆき乃のに言わせれば、この先は地じ獄ごくだと言われているようなものだった。

　それなのに、この緊張感のなさ。

　調子が狂う。これだけは、どうしても慣れようがない。

「……何度かあなたと一緒に〈泡ほう禍か〉と戦ったけど、何であなたがまだ無事に生きてるのか不思議だわ」

　雪乃は蒼あお衣いを睨にらんだ。

「あなたと組んでる私が生きてることもね。あなたといると調子が狂う」

「ごめん」

　あっさりと謝って見せる蒼衣。それがなおさら雪乃には腹立たしかった。雪乃は謝るのが嫌きらいだ。負けを認めた気になるからだ。

　負ければ、死ぬ。

　それが雪乃が自分の身を置くと定めた、〈泡禍〉との戦いの場での、非情にして当たり前の理ことわりだった。

　そんな苛か烈れつな世界に自ら身を置いている雪乃と、そんなことも分からない蒼衣。しかし蒼衣はそんな雪乃が密かに複雑な感情で羨うらやんでいるほどの、〈泡禍〉を致命的に害する〈効果〉を持つ、〈断だん章しよう〉を抱かかえているのだ。

　弱い蒼衣を保護しなければならない義務と、それに相反する〈断章〉。

　蒼衣が明け透すけに雪乃に向けてくる好意と、それに相容れない雪乃の志向。

　雪乃のそんな複雑な内心を知ってか知らずか、蒼衣はいつものように微笑した。

「でも、ちゃんとした服を着れば雪乃さんには似合うと思うよ。その鞄かばん」

「………………」

　まだ言うのか、と雪乃が心の中で拳こぶしを握り締めて罵ば倒とうの言葉を捜さがした時────ようやく神か狩がり屋やが電話を終えて、公衆電話スペースから雪乃たちのところへ戻って来た。

「群むら草くさ氏は現場で待たい機き中ちゆうだそうだ。予定通りこちらから出向こう」

　神狩屋は蒼衣に手を出して花束を受け取りながら、そう言った。

　やむなく昂たかぶった感情を吞のみ込む雪乃。群草というのはこの町の〈ロッジ〉の世話役で、『群草工芸』という木の細さい工く物ものを扱う工房をやっている、雪乃もここに来るたびに会っている初老の男性だった。

　職業柄だか理由は知らないが、神狩屋と懇こん意いらしいと聞いている。

　その辺はあまり雪乃は興味がない。雪乃にとって意味があることは群草が〈ロッジ〉の世話役という立場上、この近辺で唯一〈騎き士し〉的な活動に従事しているということと、彼が抱えている〈断章〉が、どうやら〈泡禍〉や死体を探知するらしいということだけだった。

「……」

　見事な白髪しらがをした群むら草くさの容姿を思い出していると、自分の鞄かばんを手にした神か狩がり屋やが、雪ゆき乃のたちへと声をかけた。

「じゃ、行こうか。駅前でタクシーを拾おう」

　そしてそう言うと、ホームと線路をまたぐ連絡通路の方へと歩き出した。

　雪乃はそれを呼び止める。

「あ、神狩屋さん」

「……うん？　何だい？」

「さっき、風かぜ乃のが」

「え!?」

　振り返った神狩屋に、先程の風乃の言葉を伝える雪乃。危うく蒼あお衣いのせいで忘れるところだった。本当にろくでもない話だと、雪乃は蒼衣のせいにする。

　まあいいのだ。とにかく、そんなことは。

　いま問題にすべきは、現状の〈泡ほう禍か〉の危険性についてだった。

　神狩屋は雪乃の話を聞くと、一度真剣に考え込む表情をして、それからホームから見渡せる駅周辺を困ったように見回した。そして持ち前のどこかとぼけた印象がつきまとう顔に最大限の真面まじ目めな表情を浮かべて、肩かたを叩たたくように花束を肩に乗せて、静かに言った。

「……困ったね。急ごう。それが本当なら、なおさらできるだけ被害を最小限にしなきゃいけない」

　覚かく悟ごとも困こん惑わくともつかない微び妙みような表情の、神狩屋。

　それだけ言うと神狩屋は再び、連絡通路の方へと歩き出した。

　今度は雪乃と蒼衣もその後に続き、歩き出す。今から行くのは今朝けさに被害者が出たばかりという、まさに〈泡禍〉が起こったらしい、その現場なのだった。

「事故の渋じゆう滞たいで修しゆう司じ────〈葬そう儀ぎ屋や〉がまだ着かないらしい。僕たちの方が先に着くかもしれない。その時は覚かく悟ごしておいて」

　神狩屋は先に立って歩きながら、そう言った。

　二ふた目めと見られない異常な状態になった〈泡禍〉の被害者の死体は、〈葬儀屋〉のような死体処理のできる〈騎き士し〉によって密かに処理される。

　その〈葬儀屋〉が呼ばれたということは遺い体たいはひどい有様になっているということで、それがまだ到着していないということは、現場にはまだ遺体が残っているということだ。

　さすがの蒼衣の表情にも影がさした。これでようやく少しは状況を理解したかと思ったが、ちら、と案じるような視線を雪乃に向けてきたのを考えるに、ひょっとしたら雪乃が被害者を目まの当たりにするのを案じたのかもしれない。

「……」

　追及するのも面倒なので放置することにした雪乃の隣となりで、蒼衣が言った。

「えーと……『人魚姫』ですよね？」

「そうだね。今回の〈泡ほう禍か〉はその可能性が高いというのが、偽いつわりなき現状だね」

　蒼あお衣いの問いに、神か狩がり屋やが特に振り向くことなく、そう答えた。

「ハンス・クリスチャン・アンデルセン。デンマーク生まれの童話作家。グリム兄弟と違ってアンデルセン童話の多くは古来からの民話を編へん纂さんしたものじゃなく、彼オリジナルのものだ。だが人魚伝説が大昔からあるように、アンデルセン童話にも民話の影響は皆かい無むじゃない。

　むしろ象徴的には、実に深い示し唆さを含んでいるくらいだね。象しよう徴ちよう学がくの知識か、さもなくば象徴への深い洞察を持っていたのかもしれない。そういえば〈神の悪夢の泡あわ〉の存在に気付いて『悪意ある物語マリシヤス・テイル』を著し、〈騎士団オーダー〉創設のきっかけを作ったジョン・デルタも童話作家だった。仮にアンデルセンが〈泡〉の存在に気付いていたのだとしても、僕ならそれほど驚かないかな。

　……まあその辺りは冗じよう談だんとして置いておくとしても、人魚伝説は充分に人類の『元型アーキタイプ』と呼ぶにふさわしい、古来から世界各地に存在する話だね。イギリスのマーメイドを筆頭に、アイルランドのメロー。ドイツのニクス。半人半魚の姿はいかにも異教的でキリスト教とは相性が悪そうだけど、リー・バンという洗礼を受けて天国に昇った人魚の伝説があって、実はキリスト教とも縁が深い。他ほかにもグァム、韓かん国こく。もちろん日本にも、人魚伝承は存在する」

　淡々と神狩屋は言う。神狩屋は博はく覧らん強きよう記きな衒げん学がく趣味の持ち主で、話そのものはいつもの調子だが、事情の緊迫のせいだろうか、何故なぜだか今日の神狩屋の言葉には自分の話を楽しむようないつもの響きが見られなかった。

　雪乃は少しだけ違和感を感じて、眉まゆを寄せた。

　蒼衣が言った。

「日本の人魚というと……あの、昨日きのうのミイラみたいな……？」

「ああ、そうだね。一般に美しい女性の上半身をしているというのが海外の人魚のイメージだけど、日本ではああした怪物的な姿をしているのがほとんどなんだ。『古こ今こん著ちよ聞もん集じゆう』なんかに記述があるね。あと八や百お比び丘く尼に伝説。人魚の肉を食べると不ふ老ろう不ふ死しになると言われてる」

　そして神狩屋は少しだけ、蒼衣を振り返った。

「まあ……ここまでくると夢ゆ見み子こ君の〝予言〟の範はん疇ちゆうからは外れそうだけど」

「……」

　こうして話す神狩屋の言葉は、やはりどこか歯切れが悪かった。

　この手の話に興味がない雪乃はもちろん何も言わなかったが、蒼衣も何となく会話が続けられなくなったようで、三人は言葉少なに連絡通路を渡って改札を抜けた。

　その際に蒼衣が、ちらと困ったような表情を雪乃に向ける。

　急に妙みような空気になったことに困こん惑わくしている表情。しかし雪乃も何も知らないので、ただ軽く面めん倒どう臭くさそうに、首を横に振って見せるしかなかった。

　そして、そんな二人の様子に、神か狩がり屋やが気付いた。

「……あ……ああ、ごめん。急に黙ってしまって」

　神狩屋はそう言って二人を振り返ると、申し訳なさそうに微笑して、立ち止まった。

「いや、何がどうしたというわけじゃないんだけど……実は昔、この町の近くに住んでたことがあってね」

　どこか言い訳がましく、神狩屋は言う。

「久しぶりでね、ちょっと考え事をしてたんだ」

「はあ……そうなんですか」

　蒼あお衣いが相あい槌づちを打った。ここの〈ロッジ〉の世話役である群むら草くさと仲が良いらしいというのも、その辺りに理由があるのだろうと、雪ゆき乃のも思った。

　まあ、あまり興味のあることでもない。

　神狩屋も別に詳くわしい話をするつもりはないらしく、いつも通りのどこかとぼけたような笑みをうかべて、雪乃たちを促うながした。

「じゃあ、行こうか」

　そして神狩屋が、駅の出口に向かって歩き出そうとした時だった。

　突然雪乃たち三人のいる横合いから、若い女性の声がかけられた。




「……ひょっとして、雅まさ孝たかにいさん？」

「！」




　神狩屋の名を呼んだ、声。

　驚いて振り返った。しかし三人のうち誰よりも驚いた表情をしていたのは、呼ばれた神狩屋本人だった。

　声をかけてきたのは地元の高校のものらしいセーラー服を着た、濡ぬれたように綺き麗れいな、少しだけ癖くせのある長い髪かみが印象的な一人の少女だった。振り返った神狩屋の表情は雪乃たちからは陰になっていたが、その垣かい間ま見みえただけでも、雪乃が見たこともないくらいに明らかに強こわ張ばっていた。
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　神狩屋が「少し待ってて」と言って雪乃たちの元を離れ、声をかけてきた髪の長い少女と立ち話をして、しばしの後。




「ごめん、少し用事ができた。場所は教えるから、君たちだけで先に行っててくれる？」

「…………はい」




　戻ってきた神か狩がり屋やからかけられたそんな言葉と共に、雪ゆき乃のと蒼あお衣いは駅前で拾ったタクシーに乗せられて、二人だけで目的地の現場へと向かっていた。

　雪乃と蒼衣はタクシーの後部座席に並んで、やや劣れつ化か気味と思われる道路からシートに伝わる振動を感じていた。目的地まではそれほど遠くない。ただ現場の目の前にタクシーをつけるわけにはいかないので、少しだけ離れた別の場所を、行き先として指定していた。

　雪乃も蒼衣も、言葉は少ない。

　いつものことと言えばその通りだ。だが蒼衣に限って言えば、先ほど別れた神狩屋のことを気にしているのは、その様子から見て明らかだった。

「……ねえ、雪乃さん」

　そして蒼衣はやがて、口を開いた。

「あの女の子は……えーと……〝僕ら〟の関係者？」

　一度言葉を選んで、そう訊たずねる。運転手に聞かれているのを意識して、〈騎士団オーダー〉という単語を使うのを避けたようだった。

「……さあ？　こっちの人は群むら草くささん以外、会ったことがないから」

「そっか」

　蒼衣は視線を考え深げに落とす。

「『にいさん』って呼ばれてたね」

「そうね。その割には驚いてたけど……どうでもいいわ。昔住んでたなら、知り合いくらいはいるんじゃない？」

　素そっ気け無く答える。

　実際、二人が既知の間柄なのは間違いないだろうと思ったが、それにしては神狩屋の驚きようと、少女が決して友好的とは言えない冷めた表情をしていたのは気になった。

　雪乃さえも気付いたのだ。他人に気を回す蒼衣もそれを気にしているのだろう。しかし神狩屋を含めて他人にあまり興味を持とうと思わない雪乃には、確実にどうでもいい、考えるだけ無む駄だなことだった。

「まあそうだろうけど……」

　蒼衣は口を濁にごす。

　妙みようにこだわるな……と雪乃は微かすかに眉まゆを寄せた。

　しかし雪乃としては奇行同然だと常々思っている蒼衣の言動に、あまり真面まじ目めに構う気はなかった。そうして沈黙した雪乃にそれ以上蒼衣も何も言うことはせず、タクシーの中には沈黙と、車を走らせる低い音だけが満ちる。

　………………
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　自転車を押しながら、少し前を行く少女が言った。

「……その花束見なかったら、声かけなかった」

「そうか……ならこっちで花を買わずに、同行者に文句言われながら持ってきた甲か斐いがあったのかな」

　答える神か狩がり屋や。

　二人が歩いているのは、駅からしばらく歩いた、閑かん静せいと言うよりも閑かん散さんとした雰囲気の住宅地だった。悪いと思いつつ蒼あお衣いと雪ゆき乃のの二人だけを現場に向かわせると、神狩屋はその髪かみの長い少女と共に、どこか気まずい空気を引きずりながら並んで道を歩いていた。

　都市部とは違って大きな敷地と塀へいを持つ家が多い、時折畑なども挟はさみながら続く広々とした住宅地。そんな道を重い沈黙に時折空々しい言葉を挟みながら向かっている先は、神狩屋も場所を知っている、その少女の自宅だった。

　彼女の名前は、海部あま野の千ち恵えといった。

　神狩屋の記き憶おくが確かならば、十八歳さい。制服を着ていることから判断すると、おそらく高校三年生だ。

　部活か何かの用事で学校に行った、その帰りと思われた。

　やや癖くせのある長い髪かみに、白い夏服のセーラー服。それだけ見ればどこにでもいそうな高校生だったが、艶つやのある綺き麗れいな長い髪にはややアンバランスさを感じるボーイッシュな雰囲気の口調。そしてこの暑くなってきた時期だというのに白い手袋をはめてハンドルを握っているのが、変わっていると言えば変わっていた。

「変わらないね。この景色は」

　この町も、千恵も、神狩屋にとってよく見知ったものだった。

　ただしそれはあくまで六年前の話で、この地区に来たのも六年ぶり、千恵とこうして会ったのも六年ぶりだった。

　千恵に会ったのも、ここをこうして歩いているのも、偶然に過ぎない。

　本当は会う気も来る気もなかったのだ。あくまでも自分の用件だけを済まして、これまでの六年間そうしてきたように、海部野の家には近寄らず、千恵たちにも誰にも会わずにこの町を立ち去るつもりだったのだ。

　だが、見つかってしまった。

　六年ぶりに、千恵と顔を合わせた。

「さすがに六年も経たつと、見違えたよ」

　神か狩がり屋やは千ち恵えの後ろ姿に、しみじみとそう言った。

　最後に彼女を見た時は十二歳さい。見違えたというよりも、もはや外見は別人に近かった。

　だが、それは千恵と顔を合わせても、誰だか分からなかったという意味ではなかった。

　分からないはずがない。神狩屋が先ほど千恵を見た時、あまりに似ているせいで、息を吞のむほど驚いたのだ。

「志し弦づるちゃん────お姉ねえさんにそっくりになってて、びっくりした」

　神狩屋は言った。

　その名前を口にする後ろめたさから、軽く目を伏せながらだ。

「昔は男の子みたいだったのに」

「にいさんは……全然変わってない」

　千恵は軽く神狩屋を振り返って、そう応じた。

「昔から老ふけてたけど、その時のまんま。顔も、服の趣味も」

「はは……」

「その笑い方も」

　冷めた声で淡々と、千恵は言葉で手足を切り落としてゆくように、神狩屋の全すべてを順々に切って捨てる。

「……」

　神狩屋は、それらを疲れたような笑みで甘あまんじて受ける。

　そして言った。

「それでも、僕を兄と呼んでくれるのかい？」

「……っ！」

　途と端たんに千恵は、自転車を押していた足を止めて神狩屋を振り返り、そして力を込めた目で神狩屋を睨にらみつけると、僅わずかに声を荒げて言い放った。

「姉ねえちゃんが悲しむと思うからだよ！　そうじゃなかったら、誰が！」

　低い、怒りの声。

　その声に神狩屋は目を伏せて、小さく溜ため息いきをついて、頷うなずいた。

「そうだろうね……」

　だが途と端たんに千恵も気まずそうに視線を外すと、そのまま再び歩き始めた。そして数秒してから小さな声で、ぽつりと、呟つぶやくように言った。

「…………ごめん、言いすぎた」

「いや、いいんだ」

「これだけは言っとく。ありがとう、姉ちゃんの七回忌きに来てくれて」

　神しん妙みような声で言う千恵。神狩屋もそれに対して歯切れの悪い言葉で、俯うつむき気味に応えた。

「いや……本当はお墓に花だけ置いて、誰にも会わずに帰るつもりだった」

「だと思った」

　振り返らずに、千ち恵え。

「でも、それは許さないからな。姉ねえちゃんは絶対、にいさんが明日あしたの法事に参加したら喜ぶはずだから、そのためだけに連れて行く」

　淡々と歩きながら、千恵は言う。

「だけど、あたしも父とうさんも母かあさんも親しん戚せきも、きっと誰もにいさんを歓迎しない」

「……」

「あたしたちはまだ姉ちゃんの死に縛しばられてる。きっと雰囲気最悪の法事になる」

「……だろうね」

「でも、来てもらう」

　淡々と、しかしきっぱりと、千恵は言った。

「姉ちゃんのために、どんな針のムシロでもにいさんには我が慢まんしてもらうから」

「……」

「姉ちゃんのためだからね」

「…………」

「これくらいはしてもらわないと、今度はあたしが許さないからね……！」

「………………うん……わかった」
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　雪ゆき乃のと蒼あお衣いの乗ったタクシーが、行き先として伝えていた観光物産会館に到着した。

　黒くろ瓦がわらに白壁の、蔵くらを意識した外観の建物の前に停まったタクシーから降りると、雪乃と蒼衣は会館には一歩も入らずに、その裏手に続いている、古い商家が軒のきを連ねた旧道へと足を踏み入れた。

　雪乃の足は、ほとんど走るような早足で、その後を蒼衣が続く。

　この通りにある『舟ふな木き』という家が目的の家で、雪乃たちはその家を探しながら歩くつもりだったのだが、その旧道への入口に当たる脇わき道みちをタクシーの中から流し見ただけで、その必要がなくなってしまったのだ。

　一いち目もく瞭りよう然ぜんで、その場所が知れた。

　何故なぜなら旧道に並んでいる民家のうちの一軒に、その入口にぴったり横付けして、見たことのある黒塗りのバンが停まっていたからだ。

　霊れい柩きゆう車しやと見まがうばかりの、大型で不気味な存在感のあるバン。

　家の前に停められたそのバンは、明らかに〈騎士団オーダー〉の死体処理係である、〈葬そう儀ぎ屋や〉の乗っている車だった。

「なんでこんな堂々と……！」

　雪ゆき乃のは口の中で呟つぶやいて、足を急がせる。

　急ぐのには訳があった。バンの停めてある通りには、普通に人通りがあったからだ。

　そして〈葬そう儀ぎ屋や〉の死体処理方法は、死体を鉈なたや鋸のこぎりで切り刻んでバケツに放り込み、バンに積み込むというやり方だった。こんな人目につく場所に堂々と駐ちゆう車しやしてあるのは、どう考えてもまともではない事態にしか思えなかったのだ。

　しかし……雪乃が通りを急ぎ、バンへと近づいたその瞬間。




「！」




　その軒のき先さきへと足を踏み込ませた瞬間に空気が全く別のものに変わり、見えないガラスの部屋にでも閉じ込められたかのような強烈な孤独感が肌はだから胸の中に一気に染み透り、肌という肌に鳥肌が立った。

「うわ……！」

　後から続いて来た蒼あお衣いも、一歩遅れて雪乃の後ろで悲鳴を上げた。

　慌あわてて雪乃が周りを見回すと、確かに周りには人通りがあったが……誰もこの家と車、そしてその近くにいる雪乃たちが目に入っていないように、全くこちらには視線を向けず、ただの一人とも目が合うことはなかった。

「雪乃さん、これ……」

「〈断だん章しよう〉の〈効果エフエクト〉かしらね」

　問いかけてきた蒼衣に、雪乃は答えた。

「そうじゃなければ、〈泡ほう禍か〉よ」

「……！」

　雪乃は表面上冷静に、玄関の上に取り付けられた『舟ふな木き』の表札を見上げた。

　多くの〈泡禍〉はその内側が〈悪夢〉という別の世界となるため、外の世界からの知覚的な〝隔かく離り〟が起こる。そのためその欠片かけらである〈断章〉にも、周囲からの隔離を起こすという副次〈効果〉を持つものが、比較的少なくないのだ。

　普通の人間は無意識にその〝隔離〟された空間の内側を避け、目にも耳にも入れなくなる。

　ただ〈断章〉を持つ〈保持者ホルダー〉だけは、人間の精神は複数の〈神の悪夢〉を受け入れるほどの器がないという理由で軽度の耐性を持つため、影響を受けづらい。

　ちょうど今、雪乃たちがそうであったように。

　すでにこの場所は、誰かの〈悪夢〉の中なのだ。

「……」

　そして、雪乃たちが中に入ることを一瞬躊ちゆう躇ちよしたその時。

　ガラスの嵌はまった古い玄関の引き戸が、からからと音を立てて、雪ゆき乃のたちの目の前で開いた。

　その音にぎょっとして振り返った雪乃の目に入ったのは、中から戸を開けて顔を出した、喪も服ふくを着た女性の顔だった。〈葬そう儀ぎ屋や〉の助手、戸と塚つか可か南な子こ。黒い喪服のスカートを穿はいて腰こしに太いベルトを巻き、そこに数本の鉈なたを手た挟ばさんだ異様な格好の可南子は、雪乃たちの姿を認めると優しげな微笑を浮かべて穏おだやかな声で挨あい拶さつした。

「ご苦労様」

　可南子はそう言うと玄関を大きく開き、中へと二人を招き入れた。

　外から見た通りの古い家は、玄関から入った途と端たんに土間があった。

　板張りの上がり口に、繕つくろい痕あとのある障しよう子じ戸ど。そんな木造の家の中には独特の匂においがする空気と、埃ほこりっぽい影が、うっすらと家の奥へと向けて広がっている。

「たったいま私たちの作業が終わったところよ。もう少ししたら撤てつ収しゆうするわ」

　説明する可南子。

　どうやら〈葬儀屋〉は間に合ったようだった。そんな可南子に蒼あお衣いが「お疲れ様です」と応じたところに、家の奥から二人の男がやって来た。

　一人は二メートル近い身長をした、影に溶とけ込むような喪服を着た大男。

　言わずと知れた〈葬儀屋〉。洋画に出てくる魁かい偉いな墓堀人のような彫りの深い容よう貌ぼうに、そこにいるだけで周囲の空気を喰い尽くしてゆくような、暗あん鬱うつで長大な葬そう列れつを一人の人間に押し固めたような、人間離れした強烈な気配。

　そして、その隣となりにいるもう一人は、対照的なほどに小さい男性だった。

　白いシャツと柿かき渋しぶ色いろのベストという神か狩がり屋やに似た格好をした、小柄な軀からだに真っ白な髪かみの、気難しげな皺しわを顔に刻んだ険しい雰囲気の老人。

　彼が群むら草くさ工芸〈ロッジ〉の世話役、群草宗そう平へいだ。

　群草はじろりと上がり口から雪乃と蒼衣を眺ながめると、その見た目にたがわぬ気難しそうな、低い声で、雪乃に向かって訊たずねた。

「嬢じよう。神狩屋はどうした？」

　小柄な身体からだに、威圧感のある眼めと声。

　蒼衣が一瞬気け圧おされた表情をした。しかし雪乃はそんな群草に、対たい峙じするように毅き然ぜんと立って、問いに答えた。

「駅で知り合いと会ったらしくて、そっちに行ったわ」

「知り合いだと？」

「それより〈泡ほう禍か〉はどうなってるの？　この隔かく離りは、群草さんの〈断だん章しよう〉？」

「ああ、そうだ」

　群草は頷うなずく。群草は見ての通り巌いわおのように頑がん固こで無ぶ愛あい想そうな人物だったが、その反面怒り出すこともなければ親切めかした干かん渉しようもせず、また雪乃のような小こ娘むすめでも対等に扱うため、雪乃にとっては付き合いやすい人物だった。

「嬢じようは、わしの〈断だん章しよう〉は知らんのだったな」

　群むら草くさは僅わずかに眉まゆを寄せて、問う。

「ええ」

「だろうな。こうして使うのも両手の指で余る程度だ。こいつはわしと死人とを、誰の助けも来ん場所に閉じ込めるだけのモノだ。わしがいずれ満足に動けなくなった時、こいつはわしを閉じ込めて緩ゆるやかにわしを殺すだろう」

　頷うなずいた雪ゆき乃のに説明すると、群草は据すわった眼めを静かに閉じた。

「神か狩がり屋やはこいつを、〈アンデルセンの棺ひつぎ〉と呼んでいる」

「……アンデルセン？」

「童話を書いたアンデルセンだ。そいつは寝ている間にまちがって生きたまま埋まい葬そうされることを恐れるあまり、眠ねむる時は『死んでいない』と書き置きを置いたそうだ」

　ふん、と鼻を鳴らす群草。

　夢ゆ見み子この〈グランギニョルの索さく引いんひき〉が予言したのがアンデルセンである今、その名前がここで出てくるのはひどく不吉な気がした。だが、それを聞いた瞬間に背後の蒼あお衣いが表情を変えたのを感じたので、雪乃はそれへの反発が先に立って、さっさと話を元に戻した。

「……被害者は？」

「上半身が溶とけていた。洗面所の前でだ」

　嫌いやそうに顔をしかめ、群草は言った。

　可か南な子こが付け足す。

「運び出すのに、半分は鉈なたじゃなくてスコップが必要になったわ」

「スコップ……」

「腐ふ乱らんが進んだ死体は肉が溶けて粘ねん土ど状じようになるけど、ちょうどそんな感じね。でも作業がそんな感じになったってだけで、状態は全然違うわ」

　自分の腕うでを抱いだくように、軽く腕組みをする可南子。

「わしが〈断章〉に呼ばれて、見つけた。最初は腐くさった磯いそと石せつ鹼けんが混じったような臭においが家の中に充満して、酷ひどいもんだった」

　引き取って、群草が言った。

「見た目は泡あわ立だった海苔のりの佃つくだ煮にだな。この家には婆ばあさんが一人で住んでいたらしいから、死んだのは多分その婆さんだろう。で、だ。他ほかにやる者がおらんから、わしがずっとここで見張っていた。知っての通りここには〈騎き士し〉がおらんからな。わしがやるしかない」

　そう言って、いかにも迷めい惑わくそうに口の端はを歪ゆがめる。

「全く面倒な話だ。この辺りで人死にが出るような〈泡ほう禍か〉が出たのは、六年ぶりだ」

　群草は、険けわしい表情でぼやいた。

　可か南な子こが言った。

「神か狩がり屋やさんのとき以来ですか」

「そうだ」

　頷うなずく群むら草くさ。雪ゆき乃のは訝いぶかしげに眉まゆを寄せた。初耳だった。

　神狩屋が〈断だん章しよう〉を抱かかえるきっかけになった〈泡ほう禍か〉については、内容など、ある程度は聞いていた。しかしこの町で起こったというのは、雪乃も知らなかった。

「……」

　気にはなったが、しかし雪乃がずっと周囲の一般人から距離を置くために作り上げてきた他人への無関心が、それについて訊たずねることを阻はばんだ。しかし、そうやって雪乃が問いを躊ちゆう躇ちよしたのとほぼ同時に、それまで周りの雰囲気についていけない風ふ情ぜいで黙っていた蒼あお衣いが、全く躊躇なしに群草たちへと質問した。

「あの……神狩屋さんのとき、っていうのは……？」

　蒼衣のそんな問いに可南子が振り返り、群草が初めてまともに蒼衣を認識したように、じろりと険しい目を向けた。

　雪乃は初めて群草と顔を合わせた時のことを思い出した。その時は神狩屋に同伴する形で会ったのだが、群草はもう素性は聞いているとばかりに何の挨あい拶さつも社交辞令も言わず、結果一番最初に交わした言葉が〈泡禍〉に関わる実務の話だった。

　そして今、蒼衣に対してもそれは同じだった。

「神狩屋の奴やつは話さなかったのか？」

「あ……はい……」

　簡潔な群草の問い。対する蒼衣は戸と惑まどい気味に、そう答えて頷うなずいた。

「昔、この辺に住んでたとしか……」

「そうか。だが話すと長い。察しろ」

　ふん、と鼻を鳴らす群草。

「わしが言えるのは、確かに奴はわしらの管かん轄かつになっているこの地域に住んでいたことと、そこで死人が出るほどの〈泡禍〉に巻き込まれて、〈断章〉などという因果を抱かかえる羽は目めになったことだけだ」

　後は本人に聞け、と無ぶ愛あい想そうに群草は言った。

　拒否されたようなものだ。だが群草の〈ロッジ〉と関わりが深かった理由が何となく知れたので、雪乃はとりあえずそれで納得し、元の無関心を取り戻そうとした。

　だが────




「……それ、『しづる』さんって人、関係ありますか？」




　その直後、唐とう突とつに蒼あお衣いが口にしたのは、雪ゆき乃のが全く知らない名前だった。

　雪乃が訝いぶかしげに蒼衣を振り返ったが、それを聞いた群むら草くさと可か南な子こは、明らかにその名前が蒼衣の口から出たことで、態度を軟化させた。

「なんだ、知っとるんじゃないか」

「ですね」

　頷うなずき合う二人。

　雪乃は眉まゆを寄せる。そして蒼衣にどういうことか、思わず訊たずねてしまった。

「……誰？　それ。あなたいつの間にそんなこと聞いたの？」

「え？　いや、えーと……」

　油断も隙すきもあったものではない。

　しかし蒼衣はそんな皆の反応に対して、困ったように頰ほおを人差し指で搔かきながら、雪乃や皆の思い込みをおずおずと否定した。

「いや、違うんだ。これ、駅で神か狩がり屋やさんが女の子と話してた時に聞こえたんだよ」

「駅……？」

　雪乃は軽く驚き、呆あきれる。

　よくあの状況で聞こえたものだ。いや、考えてみれば雪乃はそもそも関心がなかったので、二人の話に聞き耳など立てていなかった。

　その素直な耳みみ聡ざとさに、少しの羨うらやましさと、同時に屈折した不快感を感じた。

「おい、間違いなく神狩屋は『しづる』と言ったのか？」

　群草と、そして可南子の表情が、その蒼衣の話に食いついた。

「間違いないか？」

「はい……多分」

「相手は高校生くらいの娘むすめか？」

「あ、はい」

　群草の詰きつ問もん調の問い。それに蒼衣が歯切れ悪く答えると、可南子が後ろで影のように立っている〈葬そう儀ぎ屋や〉を仰あおぎ見て、その名を呼んだ。

「瀧たき……」

「……」

　影のように黙って一言も発していない〈葬儀屋〉は、やはり無言のままで可南子を見返し、重々しく頷いた。

「もしそうなら、神狩屋さんの手を煩わずらわせずに、こっちを片付けたいものね」

　可南子は言った。〈葬儀屋〉はそれに言葉では答えずに、大型犬を思わせる重々しい動作で険しい顔を彼方かなたに向けた。

　さすがの雪乃も問い返した。

「……どういうことです？」

　訊たずねる。

　困ったように可か南な子こは、〈葬そう儀ぎ屋や〉と群むら草くさとに顔を向ける。

「ええとね……」

　群草が面倒臭くさそうに、表情を歪ゆがめて言った。

「少しくらいならいいだろう。話してやれ」

「はい」

　それでも少し戸と惑まどうように、可南子は視線を下げる。

「ええと、『しづる』さんっていうのはね……」

　そして、言った。




「……海部あま野の志し弦づるさんっていうのはね、神狩屋さんに浮かび上がった〈泡ほう禍か〉のせいで六年前に亡くなった、神狩屋さんの婚約者さんの名前なのよ」
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　　　三章　亡者は死を呼ぶ







　　　　１




　雪ゆき乃のの携帯が鳴った。

　通知画面には『神か狩がり屋や（携帯）』。




「……もしもし？」

『ああ、雪乃君。取り込んでたかい？』

「別に」

『そうかい？』

「どうせ私たちの調査なんて、歩き回るだけでしょう？」

『それもそうだね。じゃあできれば、今から言う住所の家に来てくれないかな？』

「なに？」

『いま昔の知人の家にいるんだけども、泊まって行くことを勧められてね。でも同行者がいるからと断ったら、雪乃君たちも泊まっていけばいいと言われたんだ』

「…………本気？」

『ああ、違うんだ。別にこんなことをして、巻き込むかもしれない人間を無む駄だに増やそうってわけじゃない』

「……」

『僕は正気だよ。ちょっと困ったことにね…………この家、ちょっとおかしいんだ。調べる必要があると思う』

「………………」




　　　　†




　その家は、おおむね古風で敷地を大きく取っている家が多いこの地域の家の中でも、さらに古く大きな家だった。

　渋しぶ色いろをした日本家屋。同じ色をした透すきのある板張りの塀へいに囲われたその家の様子は、生まれてこのかた都市住まいの雪乃の目から見ると、異質とも言えるほどの年季と格式を感じさせる佇たたずまいをしていた。

　巨大ではないものの立派で落ち着いた印象の正門には、文字がかすれるほど変色した年代物の『海部あま野の』の表札。

　だがこの表札でさえ、この家そのものの持つ歴史の中では、比較的新しい一部を共有しているに過ぎないのだろうと、材質の年代が明らかに違ういくつもの修しゆう繕ぜん箇所があるのを見れば何となく察することができる。

　門は開け放たれ、そこから見える薄うす塀べいの向こうにあるのはやや荒れ気味の鬱うつ蒼そうとした庭木。

　だが、雪ゆき乃のと蒼あお衣いがその家の前に立った時、真っ先に顔を見合わせた異常は、それらとは全く関係がなかった。

　その家は、泡に囲まれていたのだ。

　雪乃たちが言うところの〈泡あわ〉ではない。家を囲む、板塀の足元にある小さな側そつ溝こうには家の排はい水すいが流れ込んでいたが、その側溝にはどういうわけか道路に溢あふれるほどの大量の白い泡が立って、盛り上がるように湧わき出し、表面の虹にじ色いろを光らせていたのだった。

　道路に、塀に、へばりつくようにして、白い泡はゆっくりと流れてゆく。

　それらは塀の角に至り、家の側面を流れる大きな用水路に流れ込んでいたが、その用水路さえもこの家からのものと思われる大量の泡が流れ込んだ結果、豊富な水量にもかかわらず澱よどみに泡を溜ため、側面に泡の名残なごりを張り付かせていた。

「………………」

「何だ、これ……？」

　無視するには異様過ぎるこの光景を前に、雪乃は無言で睨にらみ、蒼衣が呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　神か狩がり屋やの言った意味が一目で知れた。開いている正門からは、家の排水を側溝に流すための溝みぞが庭を横切っているのが見えたが、泡に覆おおわれているのは外の側溝だけでなく、中は外以上の大量の泡が完全に溝を覆い尽くして、支流を作って庭に流れ、土や芝しばや下草を一面泡で白く汚染していたのだった。

　うっすらと石せつ鹼けんの臭においが、門の外にいる雪乃たちのところにまで届いていた。

　僅わずかな風が吹くたびにその微かすかな臭いが流されて、また新たな石鹼の臭いが、うっすらと運ばれて来る。

　その風に乗って、あまりにも大量の泡からあぶれて流されたらしい、一つの小さなしゃぼん玉が、敷地の中を飛んでいた。

　豆粒ほどのしゃぼん玉は、ゆっくりと雪乃たちの見る景色の中をよぎってゆくと、歌に歌われているように屋根へと向かって上がってゆき、割れたか、それとも屋根を越えたか、空の色に溶とけ込んで、見えなくなってしまった。

「…………………………」

　言葉もなく、屋根を見上げる雪乃。

　雪ゆき乃のはこれまで概がい念ねん上じよう〈泡あわ〉と呼ばれるものと幾度も敵や恐怖として対たい峙じしてきたが、単なる本物の〝泡〟に対して、こんなにうそ寒い気分を味わったのは初めてだった。

　泡に侵食されかかったような屋敷を前に、雪乃も、蒼あお衣いも、しばし立ち尽くす。

　インターホンを押すのがためらわれた。しかしそうしているうちに門の奥にある玄関の戸が不意に開いて、家の中から一人の髪かみの長い少女が、表へと顔を出した。

「あ……」

　蒼衣が、小さく声を上げた。

　雪乃にも分かった。服装は制服ではなくシャツとジーンズ姿に変わっていたが、駅で神か狩がり屋やに声をかけてきた、あの少女に間違いなかった。

　誰かは想像がついた。

　というよりも可か南な子こから、「多分」という前置きで聞いていた。

　少女は最初から気付いて表に出てきたようで、真まっ直すぐに門まで歩いて来ると、雪乃たちの前に立った。そして二人をあまり友好的とは言い難い表情でじろじろと眺ながめると、その長く綺き麗れいな髪の持ち主にしては妙みように少年的な調子の言葉で、雪乃に話しかけてきた。

「……駅で見たよ。君ら、雅まさ孝たか義兄にいさんのツレだよね？」

「そうよ」

　雪乃は答えた。

「あっそ。話は聞いてる。あたしは海部あま野の千ち恵え。よろしく」

　そう言って自己紹介する少女。やはり彼女は思った通り、神狩屋の婚約者の妹、つまり義ぎ妹まいになるはずだった少女だった。

「君らは？　義兄さんがやってる店のバイトなんだって？」

　どうやら、そういうことになっているらしい。

　雪乃は答える。

「ええ、私は時とき槻つき雪乃。こっちは……」

「白しら野の蒼衣です。お世話になります」

　蒼衣も合わせて会え釈しやくする。千恵は「ん」と鷹おう揚ような調子で応こたえると、後ろの玄関を、親指で指差した。

「とりあえず玄関で待ってて。義兄さんと、父とうさんを呼んでくる」

　千恵はそう言うと雪乃たちの返事も待たずに背を向けて、大おお股またに玄関へと戻って行った。

　雪乃たちも鞄かばんを手に遅れて続く。正門から中に入ると、外でも感じた石せつ鹼けんの臭においが、少しだけ強くなった。

　さすがの雪乃も、この時には気になっていた。

　先程玄関を指差した千恵の手に、この熱いさなかだというのに、白い薄手の手袋が、しっかりとはめられていたことをだ。

「……雪ゆき乃のさん」

　微かすかに眉まゆを寄せていると、玄関へ向けて歩く雪乃に並びながら、蒼あお衣いが囁ささやくように言った。

「この泡あわ、ひょっとしてあの子のせいかな？」

「……は？」

　また唐とう突とつな話に、雪乃は蒼衣に目をやった。

「今度は何よ。どこで誰に何を聞いたの？」

「いや、そうじゃなくてさ……」

　蒼衣はやはり困ったように、言葉を先に続けた。

「あの子、手袋してただろ？　ひょっとして潔けつ癖ぺき症しようなんじゃないかと思って」

「……」

　思わず雪乃は立ち止まり、蒼衣の顔を見て────そして門の外から見るよりも遙はるかによく見てとれる、泡にまみれた敷地の光景を見回した。

　手袋から潔癖症を連想して、そしてこの石せつ鹼けんの泡を潔癖症に結びつける。

　筋は通っている気がする。もちろん単なる、飛躍した推測にも聞こえる。

　しかしこの手合いのものに対する蒼衣の観察力や発想が妙みように鋭いことは、雪乃も認めざるを得なかった。それが蒼衣自身の本質なのか、それとも蒼衣に刻まれた〈断だん章しよう〉の一部なのかは分からないが、とにかく蒼衣は『異常を理解する者』なのだ。不本意ながらも無視してよい意見とは思えなかった。

　蒼衣の理解する『異常』とは、すなわち〈泡ほう禍か〉も含まれるのだから。

　そして〈グランギニョルの索引ひき〉の予言を受けた雪乃たちは、必ずあの『人魚姫』をモチーフとした〈泡禍〉に出で遭あう運命なのだから。

　その時が、場所が、ここでないという保証はどこにもない。

「……」

　雪乃がそう思い、さらなる不本意な思いを理性で押し込めながら風かぜ乃のの名を呼ぼうとした、その時……




「お、おい、どうした!?」




　突然庭の向こうから、男性の悲鳴じみた声が聞こえてきた。

　その声のひどく切迫し、狼ろう狽ばいした響きに────雪乃と蒼衣はさっと緊張の走った顔を一瞬見合わせると、声のした裏庭の方へとほとんど同時に走り出した。







　　　　２




　荷物と泡あわに足を取られながら広い庭を走り、雪ゆき乃のが辿たどり着いた裏手。

　家の縁えん側がわを臨む、芝しばと庭木、そして小さな池のあるその裏庭は、すでに何人かの人が集まって、小規模ながらも騒そう然ぜんとした雰囲気になっていた。

　簡単なゴルフの練習ができるように作られたらしい芝地に隣りん接せつした池は、外の溝みぞがそうだったように洗濯槽そうのように泡立っている。しかしそこにいる四人ほどの男女はそんな池には目もくれずに、芝地の隅すみに据すえ置かれた犬小屋と、その前にしゃがみこんでいる男性を取り巻いていた。

　犬小屋にしゃがみ込んでいるのは、ワイシャツ姿の、もう初老と言っていい男性。

　その視線の先には一匹の柴しば犬いぬが横たわっていて、男性はその犬に手を伸ばして、その胴体をさすっていた。

　見れば犬は芝生しばふの上でうずくまるのではなく、完全に横倒しになっていた。

　そして遠目に見ても分かるほどの大量の血を吐はいていて、鳴き声とも血の絡からんだ息ともつかない音を口から漏もらしながら、小刻みに腹部を痙けい攣れんさせていた。

　明らかに、普通ではない状態だった。

「しっかりしろ！」

　男性はどうすればいいのか分からないといった様子で、ただ必死に犬へと声をかけていた。

　それを戸を開けた縁側や、そこから降りてきた大人おとなたちが、やはりどうしていいか分からない表情で見守っている。誰にもどうにもできない。そして、そうして皆が手をこまねいているうちに、




　げぼっ、




　と柴犬は濡ぬれた音を立てて、腹の中身を全すべて吐き出したのではないかと思うほどの、しかも異常に泡立った血液を、大量に口から吐き出した。

「お、おい！」

　そのまま柴犬は、空気が抜けるような細く長い音を立てて、やがて静かになった。

　もうぴくりとも、犬は動かなかった。

　肋ろつ骨こつに支えられていない腹の部分が、まるで中身が空っぽで毛皮だけになったかのように、ひどくへこんで、ひしゃげていた。男性は狼ろう狽ばいして、その犬の名を何度も叫んで、最初は恐る恐る、やがて激しく柴犬の体を揺すった。

「おい、タロ、タロ！」

　犬はただ、ごぼごぼと口から血ち泡あわを吐き出すだけだった。

　男性は自分の手が血に汚よごれるのも構わず犬の頭を抱だき上げると、あまりの状況にざわめく周りの人間を見回して、そして家へと向かって大声で呼びかけた。

「千ち恵え！　大変だ、獣じゆう医いの先生に電話してくれ！」

　庭に響き渡る、男性の必死な声。

　すると、先ほど雪ゆき乃のたちと別れたばかりの千恵が縁えん側がわから顔を出して、裏庭の様子を見て、驚いて訊たずねた。

「な……何？　父とうさん。何騒さわいでんの？」

　言った千恵は、しかしすぐに状況を見て取ると、さっと顔色を青くした。

　明らかに異常な状態で死んでいる飼かい犬と、その血に塗まみれて座り込んでいる父親。

　縁側から見下ろす千恵の驚いた視線と、裏庭から見上げる父親の必死な視線が、合う。

　場の空気が一瞬止まった。だが、そうして状況を把は握あくした千恵が次に取った行動は、思いもかけない────いや、ある意味において雪乃たちにとっては予想されていたものだった。




「な、何やってんの!?　汚きたないからやめろよ!!」




　縁側から千恵の放った言葉は反射的なものだったが、それゆえに純粋に驚きよう愕がくと、そして嫌けん悪おが入り混じった感情が露あらわだった。

「………………」

　蒼あお衣いがやるせなさげに、顔をしかめた。

　雪ゆき乃のも何とも言えない思いにかられて、思わず眉まゆを寄せた。

　だがそれ以上に愕がく然ぜんとした表情をしたのは、当然のことながら、それを言われた彼女の父親の方だった。

　彼はひどくショックを受けた様子で、目を見開いた。

　そしてその直後、すぐさま顔を真まっ赤かにして、眉まゆを吊つり上げて、それまで以上の大きな声で千恵を怒鳴りつけた。

「お……お前はなんてことを言うんだっ!!」

　激げつ昂こうしてそう叫ぶと、彼はもはや誰が見ても死し骸がいとなった飼かい犬を胸に抱き上げて、勢いよくその場に立ち上がった。死骸を抱いたワイシャツの胸と袖そでが、あっという間にどす黒い血を吸い込んで汚れたが、それでも彼は構わずに、娘むすめのいる縁側へ向かって、犬を抱いたまま大おお股またに近づいていった。

「タロはお前が子供の頃から一緒の犬だぞ！　家族なんだぞ！」

「持って来るなよ！」

　千恵が後ろに下がりながら、叫び返す。

「それとこれとは関係ないだろ？　どう見ても病気か何かじゃないか！　感染うつったらどうするんだよ、早く捨てろ！」

「す、捨てろだと!?」

　父親は娘むすめの言葉に、ほとんど悲鳴のような声を上げた。

「そうだよ、ただでさえ黴ばい菌きんだらけだろ、それ！」

「関係あるか！　自分の家の飼かい犬だぞ！　お前は家族のように暮らしてきたタロになんて言い草だ！　自分がどれだけ酷ひどいことを言ってるのか分かってるのか？」

　完全に平行線の怒鳴り合い。そのうちに父親は犬の死し骸がいを抱だいたまま縁えん側がわに上がりこもうと足を踏み出し、それを見た千ち恵えは悲鳴を上げて後ろに下がって、ガラスが割れるかと思うほどの勢いで縁側の窓を「ばしん！」と閉めた。

　家の奥に駆かけ込む千恵と、怒りが収まらない父親。

「待ちなさい！　千恵、こればかりは許さんぞ！」

　そして彼が血で汚よごれた手を窓にかけて開けようとするに至って、周りで呆ぼう然ぜんとしていた大人おとなたちが、ようやく彼をなだめるように口々に声をかけた。

「……ま、まあ少し落ち着いて、幸こう三ぞうさん」

「これが落ち着いていられますか！」

「いや、千恵ちゃんは確かに言い過ぎだし困ったもんだけどな、病気に気をつけなきゃいかんのは本当だよ。幸三さん血だらけじゃないか」

「構うもんですか、家族なんですよ！」

「ほ、ほら……それよりも獣じゆう医いさんが先でしょ。そっちの方を急がないと……」

「…………」

　そこでようやく彼は落ち着き、自分の腕うでの中で動かない飼い犬を見下ろした。

　そして顔を上げると縁側にいた彼と同じくらいの年代の女性に、何とも言えない悲しそうな目を向けて、うって変わって気の抜けたような声で、呆然と言った。

「……かあさん……獣医の先生に……電話を」

「あ……はい……」

　彼の妻つまなのだろう、その女性は答えると、慌あわてた様子で奥に引っ込んだ。

　それを見届けると、彼は「タロ……」と動かない犬の名前を呼びながら、とぼとぼと歩いて犬小屋へと歩み戻った。そして皆に見守られらながら犬小屋の中にあった毛布の上に、ぐんにゃりと力の抜けた犬の体を静かに横たえた。そのまま毛布にくるむ。よほど可愛かわいがっていたのだろう、眠ねむっている子供に毛布をかけるような優しい手つきだった。

「………………」

　誰も、言葉もなかった。

　雪乃たちもその光景の片かた隅すみで、何の言葉も行動も思いつかず、呆然と空気に吞のまれたように立ち尽くしていた。

　そんな二人の後ろに、不意に人の気配が立った。

「……」

「神か狩がり屋やさん……」

　雪ゆき乃のと蒼あお衣いが振り返り、そこに認めた人物の名を蒼衣が呟つぶやくように呼ぶと、神狩屋は何とも言えない表情で雪乃たちと同じ裏庭の光景を見つめながら、言葉が出てこない様子で、

「……うん」

　とただ一言、それだけ答えた。




　じわ、




　と微かすかな音を立てて、犬の吐はいた大量の泡あわを含んだ血が、できそこなった赤いメレンゲのように、ゆっくりと芝生しばふの上に広がってゆく。

　…………………………




　　　　†




「……どうやら、見苦しいところを見せてしまったようで」




　三時間ほど後の夕刻。海部あま野の家の客間の一つ。

　あの騒ぎからしばらく待たされた後、雪乃と蒼衣は神狩屋と共に、木もく目めも黒々とした立派なテーブルのある昔ながらの和室で、この家の主人である海部野幸こう三ぞうと対面していた。

　お茶と和わ菓が子しが用意された席に雪乃たちが揃そろうなり、幸三はまず最初に詫わびから始まる挨あい拶さつをした。柄がら物もののシャツに着替えた幸三の表情はどちらかというと浮かないもので、疲労か、さもなくば心労の色が強かった。

　神狩屋が訊たずねた。

「犬は……タロはどうでしたか」

　幸三は沈ちん鬱うつな表情で、首を横に振った。

「手遅れだった」

「そうですか……」

　溜ため息いきをつく神狩屋。

「何故なぜあんなことに？　獣じゆう医いさんは何て言ってました？」

「病気ではありえないそうだ。考えられる原因としては、何かは分からないが劇げき物ぶつでも飲んだのではないかと言われた」

「劇物？　まさか」

「おおかた千ち恵えが妙みような洗剤だか、消毒液だかを放り出しとったのだろう。そうでなければ池の水でも飲んだのかもしれん。千恵の奴やつが暇さえあれば洗剤で何か洗うもんだから、家の周りの水は見ての通りだ。ボウフラも湧わかん。潔けつ癖ぺき症しようだか何だか知らんが、ここまで来るともう消毒だか毒だかわからんな」

　深く溜ため息いきをつく幸こう三ぞう。そして一拍黙って、それからぽつりと言った。

「…………千恵に何か飲まされたのだとは、考えたくないな」

「それはいくらなんでも……」

　神か狩がり屋やも困った表情で応じる。

　雪ゆき乃のはそんな話を黙って聞きながら、神狩屋たちと待っていた間の、この数時間のことを思い返していた。

　当たり前だが、神狩屋は犬の死因が〈泡ほう禍か〉であると思っていた。その疑いは雪乃たちがここに来る前に、可か南な子こや群むら草くさが言っていた、あの舟ふな木きという家にあった死体を形容した『泡あわ立だった海苔のりの佃つくだ煮に』という言葉を聞いた時に、さらに強いものになったようだった。




〝泡立ち、溶解する死体〟




　状況や状態は全く違うが、そう言葉にしてみれば、それらの状況は共通していると言えないこともない。

『〈泡禍〉なんじゃない？』

　その折に姿を現した風かぜ乃のは、断言はしなかった。

「……分からないの？　それとも、からかってるの？」

『分からないのよ。この家、〈悪夢〉の気配が充満してるんだもの。あなた、毒ガスが充満してる中で毒を飲んだ人を見て、その人がどっちのせいで死んだか断言できる？』

　そう言って風乃はからかうような表情で、肩かたを竦すくめて見せた。

　そして、雪乃たちは状況の理解も進まないまま、こうして幸三と対面することになった。

　三人の前に現れた幸三は五十代の厳格そうな人物で、これまでの話からすると、神狩屋の義理の父に当たる。

　しかし雪乃としては、どうにもそれが信じがたかった。幸三が、ではない。幸三はともかくこの何につけても浮世離れした神狩屋が、かつて婚約までしていたということが、どうしても想像できなかったのだ。

　そして神狩屋も、幸三を父とは呼ばず、巧たくみに避けて言葉を選んでいるフシがあった。

　ただそれは積極的な拒否というのではなく、何と呼ぶべきか決めかねているような、もっと消極的なものに思えた。

　だがそれは幸三も同じで、どうも神狩屋を息子むすことしては扱いかねているようだった。

　とはいえ彼は厳格で公平な人物らしく、思惑おもわくはともかく彼なりの公平さに則のつとって神か狩がり屋やを扱おうとしているようで、結局それぞれの複雑な思うところが重なった結果、こうして普通の主人と客としてのやり取りに落ち着いているのが、このどこか空々しい雰囲気のある場の正体だった。

「……せっかく歳としの近いお客さんが来たんだからと千ち恵えも呼んだんだが、あいつめ黴ばい菌きんだらけのわしには近寄りたくないなどと言って部屋から出て来ない。すまんね」

　幸こう三ぞうは言った。

　そんな答えづらい微び妙みような話を振られて、蒼あお衣いが困ったように視線を泳がせて、頭をかきながら答えた。

「あ……いえ……」

「お二人は雅まさ孝たか君のやっているお店でアルバイトしているそうだね。若いのに、古こ物ぶつ屋やとは珍しい」

「そ、そうですか？」

「普通、若い者はそういう物に興味を示さんでしょう」

「はあ……そうですね。そうかもしれません」

　当たり障さわりのないやり取りをする蒼衣。雪ゆき乃のは何も言わない。どうせ雪乃が答えてもつっけんどんな受け答えしかできないので、無む駄だに心象を悪くすることもない。雪乃は行動面でも心情面でも、二重の意味で、嫌きらわれるのは得意だが好かれるのは苦手だった。

　雪乃の思惑おもわく通り、蒼衣は至し極ごく普通に幸三の相手をする。

「えーと……とにかく、お世話になります」

「ああ。いきなり呼びつけたような形になってしまったが、ゆっくりしていくといい」

　頷うなずく幸三。

「ただ明日あしたに法事があるので、親しん戚せきが集まっていて騒がしいのは勘かん弁べんしてくれ。あと、それまでは、悪いけど雅まさ孝たか君はうちで借りるよ」

「はい」

「せっかく千恵が見つけたんだ。この偶然は、きっと志し弦づるが望んだんだろう」

「……」

　その言葉に、神狩屋は微び妙みような表情をしていた。

　幸三はさらに言う。

「それから君たちも、よければ手を合わせて行ってくれると嬉うれしい」

「あ、はい……」

「同年代の友達はほとんどいなかったから、仏ほとけも喜ぶだろうと思う。あれが死んだ時はまだ十八だった。病弱で、ろくに学校に行けなかった」

「……」

　幸三の口から想像もしていなかった故人の年ねん齢れいが出てきて、これには蒼衣も目を丸くし、雪乃も内心驚いた。

　蒼あお衣いが言う。

「ずいぶん若かったんですね」

「そうかもね」

　言われた神か狩がり屋やは、複雑そうに目を細めた。

「いろいろ申し訳なかったけど、駆かけ落ちだった。もっともそれから彼女が死ぬまで、一年もなかったわけだけど」

「………………」

　その言葉にますます驚く蒼衣と、むっつりと黙り込む幸こう三ぞう。

「さっき、病弱って言ってましたね」

「そうだよ。だから急いで婚約した。籍せきは入れなかったけど」

　神狩屋が言う。そしてそこで話題の重さに耐えかねたのか、蒼衣も黙り、重い沈黙が畳たたみの匂においのする客間に落ちた。

　しばし、誰も何も言わなかった。

　そんな沈黙の中、幸三がおもむろに口を開き、ぼそりと言った。

「……その病気で死んだのなら、許せたのだろうがな」

「…………返す言葉もありません」

　神狩屋の表情が曇った。

　蒼衣の表情が緊張した。何やらあまり良くない方向に話が進んでいることを、雪ゆき乃のでさえも感じた。

　幸三が言った。

「あんな死に方でさえ、なければな」

「………………」

　そして、一言。




「自殺ではな」




　それ以上、言葉はなかった。







　　　　３




　結局、とてつもなく気まずい沈黙で、海部あま野の幸三との対面は終わった。

　あれから少し時間が過ぎ、すっかり陽ひが力を失った時じ刻こく。蒼衣は一人客間を出て、海部野家の廊ろう下かを、かなり暗くなった庭を見ながらうろついていた。

　蒼あお衣いは客間に居づらくなって、こうして一人、廊下に出てきたのだ。幸こう三ぞうが立ち去った後、落ち込むように言葉が少なくなった神か狩がり屋やに遠えん慮りよして、蒼衣は家人に失礼にならないかと頭の片かた隅すみで思いながらも、とにかくこの見知らぬ家の中を勝手に見回っていた。

　気を遣つかった結果、居場所がなくなったとも言う。

　蒼衣は縁えん側がわに通じる廊下を歩きながら、暗い庭の景色に自分の姿が重なるように映りこんでいる窓ガラスに、そっと手を当てて、窓の外を覗のぞいた。

　和風の趣が色濃く残っている家の中と違って、庭はすっかり生活感のある手が加えられていて、広さはあるものの単なる民家の庭になっていた。事件のあった芝生しばふがいい例だ。だがそれだけならばまだ普通の庭ということで済むのだが、本来は雨水を流す家の周りを囲む溝みぞが完全に泡あわで覆おおわれて、溢あふれ出している光景はとても普通とは呼べなかった。

　蒼衣はそれらを観察しながら、廊下を歩いていた。

　純粋な、あるいは下げ世せ話わな興味。

　だがその間にも、時折親しん戚せきの人と思われる年配の人物と行き会って、会え釈しやくや挨あい拶さつをしながら通り過ぎるのは、普通程度には社交性があることを自認している蒼衣にとっても少なからず冷や汗ものだった。

　自分が場違いな客である感覚は、どうにも否いなめなかった。

「ちょっと一人は心細いかな……」

　何人もの客が談笑しているのが聞こえる部屋の障しよう子じ戸どの前をこっそりと通り過ぎた後、蒼衣は小さく苦笑混じりに、そうぽつりと独り言を呟つぶやいた。

　初めて来た他人の、しかも初対面同然の人の家で一人無断で歩き回るのは、思いのほかに度胸を消費する行為だった。雪乃と一緒ならば少しは違ったと思うのだが、その雪乃は幸三がいなくなると、関わる気はないとでも言わんばかりに、雪乃用に割り当てられた隣りん室しつを閉め切ってしまった。

　そうなのだ。幸三は神狩屋と蒼衣に割り当てた客間とは別に、その部屋と一続きになっている、もう一間を雪乃のために当てていた。

　外から見てさえひときわ大きく見えた海部あま野のの家は、その内側も、外観にたがわぬ広さをしていた。

　法事のために遠方からの親しん戚せきが何人も泊まりに来ているにもかかわらず、突発の客である蒼衣たちに対して一続きの二間を提供できる部屋数。それがまず蒼衣の狭せまい常識からは外れていた。ざっと見積もっても、二十部屋はあるのではないだろうか。

　聞けば海部野家というのは昔この土地の網あみ元もとをやっていたこともある家らしく、今は見る影もなく普通の家庭になったものの、昔からこの土地に立っているこの家は広かった。

　先代までは、それを利用して民宿もやっていたらしかった。

　なるほど、道理で中を歩いた時、旅館を連想するはずだ。蒼あお衣いは古い印象の割にはしっかりと手が入り、廊ろう下かもほとんど軋きしんだりしない家を歩いて、そう思ったのだ。

　今も民宿を続けていれば、きっと庭も綺き麗れいだったに違いない。

　窓に顔を近づけてガラスを透すかし、夜よ闇やみの落ちかかった庭を眺ながめて、今はほとんど手が入っていないために伸び放題になった、かつての庭の名残なごりと思われる鬱うつ蒼そうとした庭木を見ながら蒼衣はそんなことをふと考えた。

　そして目に入る、家から漏もれる明かりに白く浮かび上がる、泡あわ。

　いや、どちらにせよこの泡だらけの有様では営業は無理か、と思い直して、蒼衣は小さく溜ため息いきをつき、窓から顔を離す。

　純粋に、もったいないと思った。

　蒼衣の平凡な感性からすると、広い庭は憧あこがれだ。

　だが、それは憧れだけに留とどめておくべきかな、とも思う。広い庭に憧れることは普通だが、それを実現してしまうのは、あまり普通ではないからだ。

「……」

　そうして、そんなことを思いながら蒼衣が再び廊下を歩き出して、角に差し掛かった時。




　────ざーっ、




　と不意に廊下の向こうから、シャワーを流すような、くぐもった水の音が聞こえてきた。

　見ると曲がった先の廊下にある戸の一つが開け放たれ、そこから電球に特有の黄色っぽい光が、煌こう々こうと溢あふれ出していた。そして聞こえている水の音はその戸の奥から、人の気配と共に、廊下へと漏れ出していた。

　そして離れていても分かるほどの、強い洗剤の匂におい。

「……ああ」

　中にいる人間が誰なのか、すぐに予想できた。

　近づくと、そこが風呂場の脱衣所兼洗面所であることがすぐに分かった。開いた戸からは三面鏡のある洗面台が覗のぞき、そこに取り付けられた電でん灯とうの明かりの下で、見たことのある印象的な黒くろ髪かみを流したジーンズ姿の背中が、覗き込むようにして水道を使っていた。

　間違いない。千ち恵えだ。

　シャワー口から出る水が洗面台を叩たたく音を、擦こすり合わせる手が乱す。

　蒼衣はその様子を見るため、開け放たれた戸へと近づいていった。千恵の手元が見えた。洗面台についた切り替え式の蛇じや口ぐちからは水が出しっ放しにされていて、その水が流れ込む流し台には、離れて見てもそれと分かるほどの大量の泡が膨ふくらんでいた。

　怒っているようにも見える、ひどく真剣な横顔。

　手元には、見たこともない名前をした本格的な薬用ソープのボトル。

　どうやら肘ひじまで手を洗っては、何度も気に入らずにやり直しているようだった。そのたびにボトルから出される液体石せつ鹼けんが大量の泡あわに変えられ、流し台に流されて、そして外の排はい水すい溝こうをさらなる泡で覆おおってゆくのだろう。

　そしてまた、千ち恵えが手を覆った泡をシャワーの水で荒い流す。

　こういうものは病気なので、止めても仕方がない。

　そう思って蒼あお衣いは何も言わないつもりでいたが、泡を洗い流した千恵の手にうっすらと血が滲にじんでいるのを見て、さすがに声をかけないわけにはいかなくなった。

　手の洗い過ぎで血が滲にじむ自分の手を睨にらみつけ、それでもなお満足できずに親の敵かたきのように洗い続ける千恵の背中に、しかし何と言ったらよいものか決めかねたまま、それでも蒼衣はおずおずと声をかけた。




「あの……」




　蒼衣が声をかけた瞬間、千恵は見られていたことに気付いていなかったらしく、あからさまにぎょっとした表情で蒼衣を振り返った。

「っ！」

「あ、えーと……ごめんなさい。驚かしました？」

「……ちょっとね」

　千恵は気まずそうにそう言うと、洗面台に寄りかかるように、蒼衣の方を向いた。

　そして両手を後ろに回す。その動作は考えすぎかもしれないが、まるで両手と泡だらけの洗面台を背中に隠かくしたようにも、蒼衣には見えた。

「君は……」

「あ、白しら野のです」

「だったよね」

　千恵は頷うなずく。

「で、あたしに何か用？」

　そう問われて蒼衣は少し言葉に迷い、そしてふと思いついて、千恵に問いを口にした。

「えーと……その潔けつ癖ぺき症しようって、何かきっかけがあったりするんですか？」

「え？」

　その問いを聞いた千恵は、一瞬きょとんとした表情をして、そして小さく吹き出した。

　自分でもこの質問は少し唐とう突とつだと思った蒼衣も、照れ笑いのような笑みを浮かべて、くすくすと笑う千恵に追従した。

「……ごめんなさい。唐突でした」

「いや。君、あの綺き麗れいな子の横にいたから影薄うすかったけど、話してみると面白いね」

　千ち恵えはその笑いを苦笑じみたものにして、そう言った。

「みんな私がこうやってるのを見たら、最初は『やめろ』とか『やり過ぎだ』とか、分かりきったこと言うのに。身構えてたら笑っちゃった。変わってるね、君」

「え……」

　変わっている、と言われて、蒼あお衣いは少しショックを受ける。

「いや……でもやっぱり僕も、やり過ぎだと思います」

「まあね」

　一応みんなと同じように蒼衣も思うところを言ったが、特に千恵は気分を害するような様子もなく、軽い溜ため息いきと共に後ろ手で出しっぱなしの水道を止めた。

　そして言う。

「解わかってはいるんだけどねー。こればっかりはどうしようもないんだ。それにそもそも、潔けつ癖ぺき症しようを抜きにしても、父とうさんはそういうのに構わな過ぎだと思うし」

　千恵はそう言うと微かすかに不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆを寄せ、この脱衣場と同じく開けっ放しにされている風呂場の方に目をやって、低く落とした声で言った。

「……あいつ、タロの血をいきなり風呂場で流したんだよ。どんな病原菌があるかも分からないのに。まずは外の水道で洗うべきだろ？」

「え……」

「それから血だらけのシャツを濯すすぎもしないで洗濯機に放り込みやがった。どっちも汚染が怖いから、今までずっと洗ってたんだ」

「……」

　自分も両方やりそうだ、と蒼衣は思い、内心で冷や汗が出た。

　だが千恵は、そんな蒼衣の内心を敏感に察したようで、深く溜息をつく。そして洗面台に寄りかかって背中を反そらすように天てん井じようを仰あおぐと、眉まゆを寄せて呟つぶやいた。

「まったく、どいつもこいつも……」

「……ごめん」

「別にいいよ。どうせ私の方が異常だってのは分かってますとも」

「いや、まあ……」

「でもやっぱり気持ち悪いものは気持ち悪い。どうしようもないわけ。お医者だって食べ物屋だって、作業の前には手を洗って殺菌するわけだろ？　どう考えても平気なわけがないだろうと、あたしは思うわけだ」

「……」

　千恵はそこまで言うと天井を見上げたまま、しばし言葉を切って、そしてぽつりと呟くように言った。

「…………最初の質問、答えようか？」

「え？」

「きっかけ」

「あ……是ぜ非ひ」

　蒼あお衣いが答えると、千ち恵えは見上げていた視線を下ろした。

「あたしの場合は、きっかけはハッキリしてる。あたしが小学生の頃、姉ねえちゃんが手術をして入院した時にだ。アメリカでやった心臓手術で、薬で抵抗力がものすごく落ちて、何重にも扉がある病室に入ってた。そこに面会に行って、あたしが早く姉ちゃんに会いたくて手も洗わずに奥へ行こうとしたら……外人のお医者さんにめちゃくちゃ怒られた。でっかい外人さんだから、怖くて大泣きした。

　それで、その日のあたしは面会できずに病院からハイさよなら。その時は英語だから何を言われてるのか全然分からなかったけど、あとで『姉ちゃんを殺す気なのか』って言われてたんだって教えられた。次の日、改めて姉ちゃんに会ってさ、それが全然大おお袈げ裟さな話じゃなかったって分かって。それがトラウマになった。それからだね。姉ちゃんを死なせたくない一心で、子供の私は必死で手洗いしたよ。

　家でも、学校でも。姉ちゃんが集中治療室を出て、必要なくなってからも。でもって姉ちゃんが死んでからも、止まらなくなった。いつの間にか姉ちゃんを死なせるかもしれない不安から、自分が耐えられない不安に変わってたんだね」

　ははっ、と千恵は自じ嘲ちよう的てきに笑った。

「まあ……そんなわけで、それからあたしは立派な潔けつ癖ぺき症しようってわけ」

「……なるほど」

「あたしたち家族はみんな、多かれ少なかれ、姉ちゃんが死んだことに縛しばられてる。姉ちゃんの病気が見つかってからあたしたちは大変で、ものすごく重荷だったけど、あの時ほど家族が一つだったことはなかったね。みんなで姉ちゃんを支えてたんだ。もちろん私もちょっと歳としが離れてて、優しい姉ちゃんが好きだったよ。

　子供のあたしにできることはそんなに無かったから、外に出られなくなった姉ちゃんの代わりに、私が外で見てきたものを姉ちゃんに話してた。姉ちゃんは山とか海とか花とか虫とかそんな話が好きで、あたしは姉ちゃんが喜ぶ顔が見たくて、男の子みたいに色んな所を駆かけ回った。今はもう潔癖症のせいでそんな所にはもう行けないし、花にも虫にもさわれない。姉ちゃんが死んでから、色んなものが変わった」

　目を閉じて、千恵は言う。

「もう、戻れない」

　どこか、懐なつかしげに。

「戻って来ない」

　だがそう言った千ち恵えの声が、そこで不意に、トーンを下げた。




「そう。過ぎた時も、死んだ人間も、もう戻って来ない。でも、もし──────もしもその戻って来ないはずのモノが戻って来てるとしたら、君はどう思う？」




「え……？」

　ぎょっとして蒼あお衣いは千恵の顔を見た。対する千恵は、それまで何かを思い出すように閉じていた目を開けて、ふと視線を外すと、廊ろう下かの方へと目をやった。

「義兄にいさんも、ひょっとして〝呼ばれた〟のかな……」

「え？」

「そうだね……ちょうど誰かに一度話しておきたくて、どうしようかと思ってたんだ」

　突然言い出す千恵。蒼衣は戸と惑まどうばかりだったが、千恵はそんな蒼衣に構わずに視線を戻すと、まるで覗のぞき込むように顔を近づけて囁ささやいた。

「君は面白いから、あたしだけが知ってる秘密の話を教えたげる」

「……！」

　蒼衣は思わず、身を引きそうになった。

「実はね、この家には今、姉ちゃんが帰って来てるんだ」

「な……!?」

　そして千恵が口にした言葉に、蒼衣は思わず絶句した。

「あたし、見たんだ。姉ちゃんの顔が、泡あわの中から覗いてるのを」

「………………！」

「きっと幽ゆう霊れいなんだろうね。義兄にいさん────雅まさ孝たかさんにも、気をつけるように言った方がいいかもよ」

　そう言った途と端たんに千恵の口元が、急激に深い笑みの形に歪ゆがんだ。

　思わず、ぞっ、と背筋に寒いものを感じて、蒼衣は一歩後ろに下がりかけた。だがその下がりかけた蒼衣の肩かたを、千恵は突然後ろに回していた両手を伸ばして、激しく摑つかんで、動けないように引き止めた。

「痛つっ……！」

　制服であるカッターシャツの生地越しに、いや、生地を通してさえ、ひどく荒れた手の皮ひ膚ふの感かん触しよくが伝わった。手のひらを瘡かさ蓋ぶたで覆おおい尽くしたような、同年代の少女のものではあり得ない皮膚の感触。

　肩に食い込む、油ゆ脂しを失って変形した、正常のものではない歪ゆがんだ形の爪つめ。

　それは例えるなら────童話に出てくる、〝魔女の手〟の感触。

「聞いて」

　千ち恵えは蒼あお衣いの肩かたを摑つかんだまま、大きく目を見開いて、吐と息いきを感じるほどの近くで言った。

「もしかすると姉ねえちゃんは、六年経たった今日帰って来て、大好きだったものをみんな連れて行く気かもしれない」

「な…………!?」

　何を言っているんだ!?　と蒼衣は思ったが、言葉にならなかった。

「タロが泡あわを吐はいて死んだのも、きっとそれだと思う。タロはもともと、姉ちゃんが元気だった時に飼かってた犬だから」

「…………」

「姉ちゃんは、この家が好きだった。この家が、庭が、家族が、タロが、好きだった。それで家が泡に覆おおわれて、タロが泡に連れて行かれた」

「う……」

　もう、声も出ない蒼衣。

「じゃあ次は何？　それとも誰？」

　千恵の声が微かすかに震えた。

「それとも……この家にいる全員？」

　そう言うと、千恵は蒼衣の目を、ずい、と覗のぞき込んだ。

「君も、気をつけた方がいいかもよ？」

　蒼衣は引き攣つった表情で、その目を、見返した。

　恐ろしく張り詰めた沈黙の中で空気が止まり、そして自分の心臓の音が聞こえるほどの、沈黙が落ちた。

　すう、と息を吸い込む、千恵。

　そして千恵は、口を開いた。




「────なーんて言ったら、君は信じる？」




「え……？」

「冗じよう談だんだよ、冗談。君があんまり面白いから、からかってみたくなっただけ」

　ぽかん、とする蒼衣。千恵は蒼衣から身を離し、ははっ、と笑うと、そのまま洗面台の上にあった薬用ソープのボトルを摑んで蒼衣の横をすり抜けた。

「悪かったね、本気にしないで」

　千恵は蒼衣に背中を向けたままそう言って、「じゃ」と片手を上げた。

　そしてそのまま千恵は、蒼衣の方を振り向くことなく、見ようによっては逃げるようにさっさと廊ろう下かの向こうへと歩み去って行った。

「あ………………」

　石せつ鹼けんの匂においが強く残る脱だつ衣い場じように、蒼あお衣いは一人、ぽつんと取り残された。

　彼女の消えていった廊ろう下かを見つめながら、蒼衣はしばし、身動き一つしなかった。

　蒼衣の心の中には、そのとき一つの『確信』と、そして同時に一つの『思い』が湧わき上がっていた。

　まず『確信』の方は、千ち恵えの話が冗じよう談だんなどではないということで──────そしてもう一つの『思い』の方は、このまま千恵のことを放ってはおけないという、ちょっと心を病んだ女の子がどうしても気にかかってしまう、蒼衣が抱かかえている例の〝病気〟だった。

　あの肩かたを摑つかんだ『手』が、蒼衣には何故なぜかＳＯＳに感じたのだ。

「……」

　そうして蒼衣が廊下に立ち尽くしていると、不意に後ろに人の気配を感じた。

　振り返ると、蒼衣がやって来た廊下の角に、厳しい表情をした雪ゆき乃のが立っていた。

　途と端たんに蒼衣は狼ろう狽ばいした。冷静に考えればこんなことで誤解を招くわけがないのだが、蒼衣の中に湧わいた例の〝病気〟による千恵への義務感めいた感情が、後ろめたさとなって蒼衣にその判断をさせなかった。

「ゆ、雪乃さん……」

「何？」

　むす、とした表情で応こたえる、雪乃。

　今の話を雪乃は聞いていたのだろうかと、蒼衣は迷った。

「……今の、聞いてた？」

「ええ」

　蒼衣はその答えを聞いて、ほっとした。

「えーと……どうしよう？」

「さあ？　決め付けるにはまだ早いんじゃない？」

　蒼衣の問いに、雪乃は腰こしに片手を当てて立ち、何故なぜだかいつもよりも不ふ機き嫌げんな調子で、蒼衣の後ろの廊下を睨にらむように見つめながら言った。

「う、うん……そうだね」

　頷うなずく蒼衣。

「まあ限りなく、怪しいけど」

「うん……」

「どっちにせよ、何かあった時には彼女も守らなきゃいけないのには変わりがない」

「そうだね」

「だからどっちにしても、私には興味ないわ」

　そう言うと雪乃は、ふい、ときびすを返し、元来た廊下へと戻っていった。

　蒼衣はその背中を、慌あわてて追いかけた。やはり何だか分からないが、どうも雪乃は怒っているような気がした。

　追いかけながら、訊たずねた。

「……何だか、怒ってる？」

「別に」

　雪ゆき乃のはやはり、いつもとは違う種類の素そっ気けなさで答える。

「そうは見えないけど……」

「あのね」

　蒼あお衣いが言うと、雪乃はそう低く言うやいなや素早く振り返り、刃はの出ていない赤い柄つかのカッターナイフを、蒼衣の目の前に突きつけた。

「！」

「私が怒ってるとしたらね、あなたのその不用意さよ」

　雪乃は言った。

「あなた、何かに襲おそわれたらひとたまりもないでしょう？」

「え……」

「あなた今までの話、ちゃんと聞いてた？　いつどこで何が起こっても不思議じゃない状況なのよ？」

「………………」

「ここは敵てき地ちで、いつ目の前のものに殺されても、不思議じゃない状況なのよ？　それなのにあなたはいつもいつも、一人でうろうろと……」

　雪乃はカッターナイフを突きつけたまま、蒼衣を真正面から睨にらみつけて言う。

　普通に考えるならば、雪乃はこうすることで蒼衣を脅おどして、余計なことを蒼衣にさせないように警告しているのだろう。

　だが蒼衣は、そうではなく、別の感想を持った。

　雪乃がカッターナイフを握っている手は、よく見ると僅わずかに垣かい間ま見みえる手のひら側が、微かすかに汗ばんでいたのだ。それと、そこについた柄の痕あと。どうやら雪乃はそれなりの時間、蒼衣と千ち恵えの話を立ち聞きしながら、ずっとカッターを握り締めていたらしい。

　蒼衣の視線の先で、雪乃の黒いレースのリボンが、不ふ機き嫌げんに揺れていた。

　雪乃の〈悪夢〉と〈断だん章しよう〉を象徴する衣装の一部。そのリボンと、そして赤い柄のカッターナイフ。

　鋭い視線。

　戦闘態勢。

　蒼衣は言った。

「……ひょっとして、心配してくれてた？」

「殺すわよ！」
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　　　四章　寡人は屍を語る
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　自分の部屋がある二階の、トイレ脇わきの洗面台。

　海部あま野の千ち恵えは、そこで愛用している殺菌成分入りソープを使って、手を洗っていた。

　出しっぱなしの水道の水は流しで渦うずを巻いて排水口へ流れ込み、その流れに浮かんだ泡あわの塊かたまり がくるくると回っている。その真上で、千恵は念入りに泡立てた手を念入りに擦こすり合わせて、洗い過ぎでひび割れた手の皺しわをなぞり、もう細菌が隠かくれている場所がないかと何度も確認しながら黙々と手を動かしていた。

　一度泡を流しては、気に入らず、また繰り返す。

　それをもう何度も何度も、千恵は繰り返していた。

　それは先ほど、蒼あお衣いの肩かたに触さわった手だった。他人に触ふれたのは久しぶりだ。あれからしばらく千恵の手には、べったりと手のひらを覆おおう、まるで皮ひ膚ふを雑菌に侵しん食しよくされているような、根深い不快感が残っていた。

　清潔感のある線の細い男の子なのでまだ抵抗は少なかったが、それでもこの有様だ。

　自分の学校のクラスにいる男子などには、それこそ爪つめの先ほども触れる気になれなかった。

　要するにそれは見た目の問題で、それだけでもこの潔けつ癖ぺき症しようが心因性のものでしかないことが知れる。だが逆に心の問題であるがゆえに、つい悪乗りが過ぎてそんな気になったとはいえ、我ながら思い切ったことをしたものだと、千恵は未だに治まらない動どう悸きを感じながら、執しつ拗ように手を洗い続けていた。

　千恵の動悸の原因は、二種類あった。

　一つは言うまでもなく、他人の体に触れたことへの、拒否反応。

　そしてもう一つは、ずっと黙っておくしかないと思っていたことを、今日出会ったばかりの人間に告白した、その緊張のせいだった。千恵は自分の潔癖症を自覚した時から他人に変な人間だと思われることに比較的慣れていたが、それでもこういった霊れい感かんじみたこととなると、また話が違っていた。




　どっ、どっ、どっ、




　と自分の胸の中で、心臓が音を立てていた。

　後悔していた。何であんな話をしてしまったのだろうと、自分の正気を疑った。

　勢いで言ってしまってから、蒼あお衣いの引き攣つった表情と、沈黙とに耐えかねた。冗じよう談だんだ、からかってみただけだと言ってはみたが、ほぼ間違いなく、蒼衣にはおかしい人間だと思われただろう。

　時間の経過が、怖かった。

　こうしているうちに、蒼衣がこのことを皆に話しているのではないかと、怖かった。

　不安のせいで、いつまでも動どう悸きが収まらない。いや、それが蒼衣の同行者に話しているのなら、大して問題はないのだ。

　むしろ、だからこそ、衝しよう動どう的てきにとはいえ打ち明ける相手として彼を選んだのだ。

　だが、よくよく考えれてみれば、話が伝わる相手がそれで終わるとは限らなかった。

　そのまま千ち恵えの父親のところに苦情という形で話をされれば、今後どれだけ気まずいことになるか想像もできなかった。父は、姉あねの志し弦づるに関するそんな悪質な冗談を────それが本当は冗談なのではないのだとしても、決して許しはしないだろう。




「…………」




　悪質な、冗談。

　そう、悪質だ。だが千恵は、確かに見ていたのだ。

　それは数日前、志弦の七回忌きのため、父が新しい塔とう婆ばをお寺からもらって来た日のことだ。千恵は学校から帰ってきて、いつものように何十分もかけて手を洗っていたが、その時にそれを、千恵は見てしまったのだ。

　はっきりと、憶おぼえている。

　その日も、ちょうどこんな風ふうに、ここで手を洗っていたのだ。

　いつものように三十分近い格闘の後、満足はいかないまでも妥協して、千恵は手を洗うのをやめた。これもいつも通り。だがこの日、いつものように出してきたばかりの新しいタオルで手を拭ふきながら振り返った時────千恵の前に、いつもとは違う光景があったのだ。




　ふわ、




　と、夕刻の、窓を開け放した二階の廊ろう下かに、一粒のしゃぼん玉が浮かんでいた。

「あ…………」

　ようやく日差しが落ちかけ、気持ちの良い柔やわらかな風が吹き通る廊下の真ん中に、小さなしゃぼん玉が、ちょうど目線の高さの辺りに、ふうわりと浮かんでいたのだ。

　落ち着いた陽ひの光が差し込む廊ろう下かに浮かぶ、透明で虹にじ色いろの、小さな玉。

　思わず立ち止まった。そしてその光景を、思わずぼんやりと、千ち恵えは見つめた。

　もう何年もこの家を泡あわだらけにしてきたが、その泡からこんなものが浮かぶのを見るのは初めてだった。そして何年もの間、誰よりも大量の石せつ鹼けんを消費してきた千恵だったが……いや、おそらくそれゆえにだろう、石鹼がしゃぼん玉も作れるものだということを、すっかり忘れていた自分に気がついた。




　ふわ、




　としゃぼん玉は、廊下に浮かんでいる。

「……」

　何だか石鹼に申し訳ない気分になった、誰よりも石鹼を使っていながら、千恵にとって石鹼は、しゃぼん玉というイメージすら湧わかないほどの、あまりにも殺さつ伐ばつとした物品になっていたのだ。

「ひさしぶりだなあ……」

　こんな光景を見るのは。

「本当にひさしぶりだな……」

　そして、こんな気持ちになるのは。

「そういえば姉ねえちゃんも、しゃぼん玉、好きだったっけ……」

　忘れかけていた。

　もう長時間出歩くこともできなくなった頃の志し弦づるは、病院の屋上で、時々しゃぼん玉を吹いていたものだった。

　懐なつかしく思った。そして寂しく思った。

　見ているものが儚はかなく消える運命にあるしゃぼん玉であることも、千恵のその気分を、さらに強いものにしていた。

　久しく見ていなかった、しゃぼん玉。

「……」

　千恵は、廊下に浮かぶしゃぼん玉に、そっと足音を忍ばせるようにして、近づいた。

　毎日何度も見ている泡から生まれた、しかし確実に、その泡とは違うもの。その光景と、その感かん慨がいに、千恵は魂たましいを吸われるような感傷を覚えて、まるで無心な子供のように、自然と足が前に出たのだ。




　ふわ、




　としゃぼん玉は、まるで千ち恵えを待っているかのように、ゆったりと高さを保っている。

「……」

　それに誘いざなわれるように千恵はその小さなしゃぼん玉に近づいて、下から優しく掬すくうように、ゆっくりと両手を差し出した。

　飛んでしまわないように、息を止めて。

　落ちてしまわないように、下からゆっくりと掬い上げながら。




　ふわ、




　しゃぼん玉は、浮かんでいた。

　夕方の日差しを受けて、真しん珠じゆのような虹にじ色いろの輝きが、薄うす膜まくでできたしゃぼん玉の表面を、うっすらと拭ぬぐう。

　千恵がゆっくりと近寄る、たったそれだけでできる微かすかな空気の動きにさえ、しゃぼん玉はその動きを乱す。ふわりと浮かぶしゃぼん玉の動きに、そんな乱れが出るのを見て、千恵は子供の頃を思い出しながら、注意深く近づいていった。

　豆粒ほどのしゃぼん玉が、ようやくはっきりと見えた。




　しゃぼん玉の中に、志弦が座っていた。




「あっ……」

　ぎょっとして思わず小さな声を上げたその瞬間、しゃぼん玉は、その微かな吐と息いきにさえ吹き飛ばされた。

「あ！」

　今度こそ本当に声を上げた千恵の目の前で、しゃぼん玉は窓の外へと飛んで出て行ってしまった。後悔しても追いかけても無む駄だだった。慌あわてて千恵は窓に駆かけ寄ったが、小さなしゃぼん玉は、もうどこに行ったのかさえ分からなくなっていた。

　あの、一瞬。

　千恵は確かに、志弦の姿を見たのだ。

　小さなしゃぼん玉の中に座る、白いゆったりとした服を着た、今の千恵とよく似た長い髪かみをした少女。まるで子供のおとぎ話にでも出てくるようなそんな不思議なものを、千恵は確かにその瞬間、はっきりと見た気がしたのだ。

　呆ぼう然ぜんとした。

　もちろん、目の錯さつ覚かくか幻覚だと思った。

　誰かに話して、信じてもらえるとは思えなかった。そもそも見た当人である自分でも信じられていないわけで、そのうえ仮に家族に話したとなれば、テレビでたまたま心しん霊れい関係の番組に行き当たっただけでも「くだらん」「不ふ謹きん慎しんだ」と機き嫌げんを悪くする父親などはきっと激怒するに違いなかった。

　自分の見たものをどう解釈すればいいのか、どうすればいいのか、分からなかった。

　しかし、七回忌きを前に志し弦づるが帰って来たのかもしれないと思っておくのは、決して千ち恵えにとって、悪い気のする考えではなかった。

　結論は出さずに心にしまっておいて、何年かしてから母親にだけでもこっそり話せばいい。

　そう思った。そして千恵はその日に見たその不思議なものを、ただそういうものを見たというただの記き憶おくとして、今日まで胸にしまっていたのだった。

　そう、今日、この日。

　再び、〝それ〟を見るまでは。

　それは昼過ぎ、蒼あお衣いたちがこの家を訪ねて来たのを見つけて、それを表に出た千恵が迎えようとした時だった。

　千恵が玄げん関かんを開けかけた、その時、目の前の玄関の戸の隙すき間まを、一つの小さなしゃぼん玉が、すう、と風に乗って屋根の方へと上がっていったのだった。

　刹せつ那な、しゃぼん玉と、目が合った。

「！」

　小さなしゃぼん玉の中に垣かい間ま見えた、白い人影。

　屋根へと上がってゆく、しゃぼん玉。慌あわてて見上げ、それを確認したかったが、すでに門の前にいる二人の客から自分の姿は丸見えで、それを放ってしゃぼん玉を追うことは千恵の歳としではためらわれた。

　しゃぼん玉以上に、客の一人である、えらく綺き麗れいな女の子が目を引いたこともある。

　とにかく、その時の千恵はしゃぼん玉を追うことを後ろ髪がみを引かれながらも諦あきらめて、二人の来客の相手をした。

　そして待っていたお客がやって来たことを告げるために、家に入って、まずは義兄あにのいる客間に行こうと千恵が足を向けた時だ。家の裏手から妙みように騒がしい気配がしていたかと思うと、昨日きのうから泊まっていた親しん戚せきのおじいさんの、父親を呼ぶ声が聞こえた。

「おい、幸こう三ぞうさん！　犬の様子がおかしいぞ！」

　聞こえたが、あまり気にしなかった。

　もうそれなりの年寄り犬であるタロは最近めっきり調子が悪く、軽い体調不良を起こすことはしょっちゅうで、しかも潔けつ癖ぺき症しようになってからの千恵はタロには一切触ふれておらず、裏庭にさえほとんど近寄らない状態が続いていたのだ。

　今の千恵には、タロにはほとんど思い入れがなかった。

　とりあえず後で裏庭に行けば、父がいるのだろうという程度の認識。

　なので、まず千ち恵えは当初の目的通り客間に行って、義兄あにに連れが来たことを伝えた。そして続いて父に来客を伝えるために裏庭に行こうとした時────大声で呼ばれたのだ。裏庭にいる、その父から。

「千恵！　大変だ、獣じゆう医いの先生に電話してくれ！」

　必死な、父の声。

　またか、と思った。こういうことは、もう何度もあった。

　その割には裏庭の雰囲気が騒そう然ぜんとしていたが、せいぜい慣れてない親しん戚せきがいるからだろうと思った。あるいは本当にもうタロが危あぶないのかもしれないが、仮にそうだったとしても、今の千恵にとっては、もうそれほどの感かん慨がいはなかった。

　とにかく、裏庭へと向かった。

　家の奥へと廊下を歩いて行って、縁えん側がわに出た。

　縁側と裏庭には、いま家に来ている親戚のほとんどが集まっていた。

　思わず言った。




「な……何？　父さん。何騒さわいでんの？」




　言いながら縁側に出た瞬間、千恵と〝それ〟は、目が合った。

　血ち塗まみれでタロを抱かかえる、父。

　それを騒然と見つめる、親戚たち。

　だが、目が合ったのは、そのどちらでもない。

　千恵と目が合ったのは、血塗れの父の肩かた越ごしに見えた──────異様な泡あわ立だち方をして芝生しばふに広がっているタロの血の中から、ふわ、と一つ浮かび上がった、小さなしゃぼん玉だったのだ。

「………………!!」

　目を見開いた。時間が、止まった。

　しゃぼん玉の中に立つ、確かな白い、小さな人影。

　白い服を着て、両手を腰こしの後ろに回した、姉が元気だった頃によくそうしていた、印象的な立ち方。

　ほとんど細部も分からない遠目だったが、しかし千恵は確かに〝それ〟と目が合って、そして〝それ〟はにっこりと優しく千恵へと微笑ほほえみかけると、次の瞬間ぱちんと割れて、人影を宿したしゃぼん玉は跡あと形かたもなく消えてなくなったのだ。

「あ……」

　途と端たんに、時間が止まったような空気は消えて失うせた。

　その後に残ったのは、押し寄せるような悲ひ惨さんな光景だった。

　犬と芝生しばふと庭木と、そして洗剤と血の臭においの充満した裏庭。そしてそこに大量の血にまみれて、もはや死し骸がいにしか見えないタロを抱だいたまま、千ち恵えを見上げる父の姿。

「…………っ!!」

　背筋が凍こおるほど、身震いした。

　それは雑ざつ菌きんどころか、病原菌の巣そう窟くつにしか見えなかった。

　父の抱いたタロの死骸の口から、魚卵のような泡あわが混じった、よだれのような粘ねん液えきと混合された血が糸を引いて滴したたり落ちた。

「な、何やってんの!?　汚きたないからやめろよ!!」

　反射的に叫んだ。全くの本心から、出た言葉だった。

　その直後の父の呆ぼう然ぜんとした表情を見た瞬間に「しまった」と思ったが、すぐに撤てつ回かいする気はないと腹をくくった。

　間違ったことを言っているつもりは、毛もう頭とうなかった。

「お……お前はなんてことを言うんだっ!!」

　そして当然父は怒り出し、それに怒鳴り返して、千恵は思い切り窓を閉めると、家の奥へと逃げ込んだ。だがそれは、ただ父から逃げたわけではなかった。

　────千恵は自分の〝見てしまったもの〟を、怖おそれたのだ。

　血の泡から浮かび上がった、しゃぼん玉。それをどう解釈すればいいのか千恵は必死で考えたが、どれだけ考えて思い込もうとしても、自分がその〝しゃぼん玉〟を見た瞬間に直感的に思ったことを覆くつがえすことはできなかった。




　志弦が、タロを殺した。




　死んだ姉がしゃぼん玉の中に見えたという、目の錯さつ覚かくかもしれない優しい記き憶おくは、この時を境にして、とても人には話せない忌いまわしいものと成り果てた。

　千恵は、志し弦づるがしゃぼん玉の中に入って帰ってきたということを、何となく感覚的に納得していた。千恵にとって姉は『手を洗わずには会うことができなかった人』。外の世界では生きられないほど弱かった姉が、雑菌を消し去る石せつ鹼けんの泡の中にいるというイメージは、千恵にとって容易に納得できるものだったのだ。

　そして無意識にしゃぼん玉と志弦の繫つながりを納得していただけに、タロを殺した泡という恐怖との繫がりも、容易には拭ぬぐえないほど強くなっていた。

　タロは血の泡を吐はいて、死んでいた。

　落ち着かなかった。これ以上考えることが、怖かった。

　そして怖れにかられた千恵は手を洗い始め、そしてその後は父が使った風呂場や脱衣場の殺菌を始めた。この時、泡を恐れていた千恵だったが、潔けつ癖ぺき症しようの千恵が落ち着くための手段は、やはり石せつ鹼けんの泡あわしかなかったのだ。




「…………」




　そして千ち恵えは、今に至る。

　千恵は自分の見たモノと、それに伴う思考と想像とを恐れて、それから逃げ出そうとして逃げ切れず、ちょうどそこにやって来た蒼あお衣いにそれを打ち明けてしまって、こうして今に至っていた。

　とにかく千恵は、恐れていた。

　周りからは強気な人間だと思われがちな千恵だが、当の千恵自身は、自分ほど臆おく病びような人間はそうはいないと思っていた。

　千恵の行動原理には、とにかく〝恐れ〟が付きまとうのだ。

　幼おさない頃に医師に叱しかられた恐怖を根にして洗せん浄じよう強きよう迫はくに陥おちいり、そしてそれが汚よごれへの恐怖にシフトして潔けつ癖ぺき症しように陥った。千恵は父親が苦手で少々反抗気味だと思われているが、本心を言ってみれば父親を恐れていた。反抗はその裏返しなのだ。

　挙句、自分の見た〝しゃぼん玉〟を恐おそれるあまりに、たまたま話しかけてきただけの部外者である蒼衣を脅おどかした。

　そして今は、それが知れ渡って父親の耳に入ることを恐れている。

　自分は何をやっているのだろうと、考えれば考えるほど情けなくなってくる。

　昔からそうだ。子供の頃の千恵は男の子のような格好をして遊びまわっていたが、本当は友達がほとんどいなかったのが理由なのだ。今から考えると噴ふん飯ぱんものだが同性の友達がいないことにすれば両親や姉に対して誤ご魔ま化かせると思っていたのだ。

「……」

　どうしよう。

　少しでも落ち着こう、安心を得ようと執しつ拗ように手を洗いながら、千恵は必死で思った。




「ねえ、千恵……」

「！」




　そんな時に突然後ろから声をかけられて、千恵は飛び上がった。

　振り返るとそこには母親の牧まき子こが立っていて、驚いた千恵を、驚いた表情で見ていた。

「な、何だよ、いきなり声かけて……！」

「いきなりって……足音くらい聞こえないわけないでしょ」

　心臓が破は裂れつしそうになりながら抗議する千恵に、牧子は至し極ごく真まっ当とうな反論をして眉まゆをひそめた。考えるまでもなくその通りだ。単に恐れにかられて考え事をしていたために、気がつかなかっただけだ。

「うるさいなあ。で、何？」

「あのね、佐さ江え子こおばあちゃんが今日の晩ばん御ご飯はんの支し度たくの手伝いに来るはずなのに、まだ来ないのよ」

　とうとう蒼あお衣いが家族に話をしたのだろうかと恐れながら訊たずねた千ち恵えだったが、牧まき子こはそれとは全く関係のない話をして、困ったように首をかしげた。

「佐江子ばあちゃん？」

「そうなのよ。電話しても出ないし。何かあったら心配だから、ちょっと様子見て来てくれない？　私は晩御飯の用意で、手が離せないから」

　どうやら蒼衣はまだ話をしていないらしいと、とりあえず千恵は安心した。

　千恵は訊ねる。

「父さんは？」

「……タロの傍そば」

　困った表情で、牧子。

　千恵は顔をしかめた。父親がタロを動物病院に運んで行って、死んだことを確認してもらった後にタオルでくるんで持ち帰ったまでは知っていたが、その後で来客の相手をしているのだと思っていたら、ずっとタロの死し骸がいと一緒にいるらしい。

　まあ姉が死んでから、タロを一番可愛かわいがっていたのは父親だ。

　姉が遺のこしたものを守っているつもりなのだというのも、一度聞いたことがある。

「……どうすんの？　タロは」

「明日あしたの法事が終わったら、埋うめに行くみたいだけど」

「ふうん」

「そんなことより、佐江子おばあちゃんの様子よ。行くの？　行かないの？」

　強く問われて、千恵は眉まゆを寄せた。初めから行く気でいたが、そういう言い方をされると行く気が一気になくなる。

「……行けばいいんでしょ」

「頼んだわよ」

　そう言うと、牧子はさっさと階段を降りて、台所に戻って行った。

　親しん戚せきに加えて三人も不ふ慮りよの客が増え、しかも手伝いに来る予定だったおばあちゃんが来ないので、忙しいらしい。

　佐江子ばあちゃんというのは、千恵の大おお叔母おばに当たる人だ。

　あまり好きな人ではないが、お使いに行くこと自体は、気が紛まぎれるだろうと思った。

　このままじっとしていると、恐れで気が狂いそうだ。しかし千恵はそんな内心などおくびにも出さないクールな表情のままタオルで手を拭ふくと、手袋をはめながら、外に出る用意をするために自分の部屋へと歩いて向かって行った。







　　　　２




　神か狩がり屋やこと鹿か狩がり雅まさ孝たかにとって、その結論は自明だった。




「志し弦づるが帰って来る？　まさか！　それはあり得ない」




　つい先ほど、蒼あお衣いが千ち恵えに聞かされたという奇き妙みような話。客間へと戻って来た蒼衣と雪ゆき乃のにそれを聞かされると、雅孝はすぐさま一言の元に、その内容を否定した。

「……」

　その言葉を聞いた蒼衣と雪乃は、思わず疑うように眉まゆを寄せて、一瞬不可解そうに顔を見合わせた。雅孝は常々『〈泡ほう禍か〉はどのような形も可能性もあり得るものだ』と言っている人間なので、そのため普段の主張と明らかに矛む盾じゆんする言葉に、疑いを抱いだいているのだろうことは間違いなかった。

「あー、いや、そうじゃなくてね……」

　足を崩くずして、テーブルに手を置いて座る雅孝は、とにかく二人を前にして困ったように寝ね癖ぐせ頭をかき回す。

　その前に並んで座布団に座る二人は、不審そうにそれぞれの眉を寄せる。

　自分の婚約者の話なので、雅孝が客観視できなくなっているのではないかと二人は疑っている。それを証明するように、雪乃は雅孝の表情を観察するかのように眺ながめると、冷たく目を細めて、あっさりとこう言い放った。

「……悪いけど、冷静？　役に立たないようなら、言ってくれれば当てにしないけど」

「あー、違うんだ」

　雅孝は、慌あわてて言い添えた。

「僕は千恵ちゃんが見たという、〝そんなふうに見える現象〟の存在そのものを否定するつもりはないんだよ」

「ふうん？」

「でも、それは絶対に志弦じゃない。それはあり得ない」

「……」

　当然、雪乃の不信の表情は解けない。

　自分でも失敗したと思う。雅孝はどう説明したものか言葉が思いつかず、大いに困って、腕うで組ぐみした。

「えーと……とりあえず……千ち恵えちゃんが見たという〝しゃぼん玉〟が、何らかの〈泡ほう禍か〉である可能性は、充分だと思う」

　雅まさ孝たかは言った。

　蒼あお衣いが受けた。

「『人魚姫』ですよね？」

「そうだね。符ふ合ごうの可能性は高い」

　頷うなずく。

　雪ゆき乃のの表情は相変わらず懐かい疑ぎ的てきだが、こういう〈泡禍〉の分析という話題に雪乃が懐疑的なのはいつものことではある。とにかく雅孝はそうして、今の話と『人魚姫』についての考察を始める。

「えーと……そうだね。まず、千恵ちゃんが見たというモノは、言ってみれば死んだ人間をしゃぼん玉に見立てたものだね」

　雅孝は、言った。

「死んでしゃぼん玉になった、とでも言えばいいのかな？　人魚姫も死ぬと、泡になる。そしてしゃぼん玉もつまり泡だから、両者は細部に違いはあるけれども符合は成立する。まあ人魚には魂たましいはないということだから、全く同じだと言ってしまうと語ご弊へいが出るけれど」

　そう言ったところで、蒼衣が軽く手を上げた。

「……あの、ちょっと気になることが」

「なんだい？」

「人魚には魂はない、って書いてますけど、最後とか空気の娘むすめとか、あれ魂にしか思えないんですけど……」

「ああ、なるほどね」

　その蒼衣の疑問に、雅孝は答えた。

「それは日本と西洋の、死後に対する認識の違いだね。日本では死者の魂も自然の精せい霊れいも神様も同じ延長線上にあるような認識だけれど、キリスト教の認識ではそれらは交わりようもないほど完かん璧ぺきに別物なんだ。不滅の魂というのは、死後天国で永遠に幸せに暮らしてゆける人間の魂のことだけを言うんだと思うよ。人間は神様が自分の似姿として創つくった、特別な生き物なんだ」

「はあ」

　その答えに、蒼衣は分かったような分からないような表情を作る。

「……まあ確かに、僕も日本で生まれ育ったからピンと来ない部分はあるね」

　雅孝はその蒼衣の表情に同意して、口元に笑みを浮かべる。

「それよりも泡あわを魂とした方が、しっくり来るのは確かだね。童どう謡ように〝しゃぼん玉飛んだ〟という歌があるけど、あれは作詞をした野の口ぐち雨う情じようが、幼おさなくして死んだ自分の娘むすめのことを歌った歌らしい。

　こういうことを考えても、泡あわは魂たましいと考えた方が僕らのような日本人の感覚に合うのは間違いないと思う。ただ、西洋ではどうだったかな……？」

　首をかしげる雅まさ孝たか。そして、記き憶おくを辿たどった。

「……ああ、『創造』か」

「創造？」

「うん、泡というのは突然に生まれて、突然に破は裂れつして跡あと形かたもなくなるだろう？　だから象徴的には『小さな創造』と解釈されるんだ。一瞬生まれて消える、神の業わざだね」

「一瞬だけの創造ですか……」

「たしか錬れん金きん術じゆつの考え方だったかな？　とにかく泡というのは、オカルトではそんな感じの意味になる。どちらかというとこれは〈泡ほう禍か〉で言う泡の意味に近いかな。浮かんでは消える、神の夢という小さくて、しかし人間にとっては致命的な創造だ」

　雅孝は自分の解釈を述べた。しかしそれを聞いた蒼あお衣いはふと考え込んだ表情をすると、ぽつりと口を開いた。

「でもそれ、やっぱり人間の魂だと解釈しても、同じですよね？」

　蒼衣は言った。

　雅孝は眉まゆを寄せる。

「……どういうことだい？」

「いや、神話的には、人間は神様が作ったんですよね？　だとすると生まれては消えるたくさんの泡は、人間の事だとしても意味は通じるかな、と……」

「なるほど」

　半ば感心して雅孝は頷うなずく。確かに人間の人生を浮かんでは消える泡と表現することは、ままある話だ。

「確かに、そうだね」

　つくづく、蒼衣は良い生徒だと思う。

　雅孝には知識はあるが、こういう発想はない。

　何より〈騎士団オーダー〉の世話役などという役目をしていると、『泡』と言われると真っ先に〈泡ほう禍か〉をイメージしてしまう。なのでいま蒼衣が言ったような解釈は、かえって雅孝にとって、盲点になっていた。

「いい発想だね」

　雅孝は、素直に褒ほめる。

「あ、いえ……」

「じゃあ、仮に志し弦づるがしゃぼん玉になって帰って来たのだとしたら、一体それは何を意味するんだと思う？」

　そして恐縮する蒼あお衣いに、雅まさ孝たかは訊たずねた。

「さ、さすがにそこまでは考えてませんけど…………えーと、ここで言う『泡あわ』は『人魚姫』の物語に出てくる泡なわけですから、人魚が死んだ後の泡ですよね？」

「うん、そういうことになるかな」

「じゃあその人魚の方は、何かの象徴だったりするんですか？」

「人魚か……」

　しばし考えて、雅孝は答えた。

「そうだね……西洋の人魚というのは、おおむね『水の精』としての描写がされていることが多いね」

　雅孝は言う。

「言ってみれば海の美しさと恐ろしさを併せ持っているのが、〝水の精としての人魚〟の本質なんだ。だから人魚は美しい面と、残ざん酷こくで荒々しい面の両方を持っていることが多い。例えばイギリスを初めとするヨーロッパの各地で、女の人魚は美しい容姿と歌声を持っていると言われているけれど、同時に海の男を誘ゆう惑わくして水の中に引きずり込み、中には溺おぼれさせて貪むさぼり喰うとまで言う伝承もある。

　それに人魚の出現は多くの文化圏で、嵐あらしや災さい厄やくの前触ぶれだと言われていることが多い。イギリスの伝承では女の人魚であるマーメイドと対になるマーマンという男の人魚がいて、これは容よう貌ぼうは醜みにくく、腹が減ると自分の子供すら食べてしまうほど気性が荒い。そしてこのマーマンは仲間のマーメイドが傷つけられると、怒って嵐を起こし船を沈めるんだそうだ。これは二重の面を持つ人魚の役割を、男女という形で分担しているとも言えるね。

　……まあともかく、西洋の人魚というのは、大体いま挙げたような感じのものが有名どころかな。実は人魚伝説というのはとにかく数が多くて、その内容も意外と多た岐きにわたって一いち概がいに説明するのは難しいんだ。同じヨーロッパでも、ケルトの古い記録には、浜に打ち上げられた身の丈たけが五十メートル近い巨大な人魚の記述が残ってたりするらしいよ。人魚もここまでくるともう、伝承というよりは怪獣とかＵＭＡの世界だね」

　苦笑い気味の雅孝。だが〈泡ほう禍か〉は、それが〈潜せん有ゆう者しや〉にとっての恐怖を再現するために必要ならば、身の丈五十メートルだろうが百メートルだろうが、瞬またたきする間にこの世界に作り出すだろう。

「二面性のある、海の象徴ですか……」

　蒼衣は眉まゆを寄せて、しばし考え込んだ。

「……うーん、ちょっと分からないですね。すいません」

「いや、いいんだ。僕も少し性急なことを言った」

　さすがに考えてみると、情報が少なすぎた。

「じゃあ、こういう話はどうだろう？　泡あわと死者の魂たましいで思い出したんだけど、人魚姫の世界である海というのは、古来より非常に重要な象徴として扱われているんだ。世界中の多くの文化圏の宗教で、海は神の国か、あるいは死者の国ということになっているんだよ。

　海は言うなれば彼ひ岸がんで、あの世というのは海の底、あるいは海の向こう側にあるとされている。当然ながらこれは海と接した地域、特に島国などに顕けん著ちよに見られて、日本もこれに含まれている。『普ふ陀だ洛らく浄じよう土ど』などと言って海の向こうに浄土があるという思想だね。沖おき縄なわの伝承にある『ニライカナイ』もそれで、海にあるという神の国は、同時に死者の行く国でもある。北米のイヌイットの神話にはセドナという海の女め神がみがいるけれど、これは海の底にいる死者の国を管理している死の女神でもある。こういった話を前提にすると、人魚姫の住む世界は死者の国だとも考えられる」

「ははあ……海が死者の住むところなら、〝海の泡〟っていうのは意味深しんですね」

「……さすがに白しら野の君は面白いところに気付くね。あと、これは〈騎士団オーダー〉的な話になってしまうけど、海というのは心理学的には人間の意識の奥底にある『無意識』の象徴で、同時に神学的には『神の敵てき意い』のシンボルなんだ。

　ノアの箱舟の話は知っているだろう？　あれは堕だ落らくした人間の世界を、神が全すべてを海の底に沈めて滅ぼしたエピソードだ。それからモーセのエジプト脱出。モーセは祈りによって海を割って人々を逃がし、それを追ったエジプトの軍は、海に吞のみ込まれた。聖書に出てくる預言者エゼキエルは、神の怒りが近づいていることを『深しん淵えんが上昇してくる』と表現した。また黙もく示し録ろくでは、最後の審判が終わって作られる新しい世界を、『もはや海の存在しない世界』と謳うたっている。神が怒ると、海によってその敵は滅ぼされる。つまり海は神の敵意の象徴で、同時に僕ら人間の無意識の象徴だとすると────僕らの意識の深層から現れる〈神の悪夢〉というのは、非常に象徴的なものに思えてこないかい？」

「……」

　蒼あお衣いは押し黙る。これは雅まさ孝たかが〈泡ほう禍か〉に襲われて〈断だん章しよう〉を宿し、そして〈騎士団〉の接せつ触しよくを受けて『マリシャス・テイル』と〈泡〉の記述に出で逢あってから、あるとき不意に思いついて、それからずっと頭について離れなかった符合だった。

　蒼衣が、口を開いた。

「……〈泡禍〉は、神様が人間を滅ぼそうとしているってことですか？」

「そこまで言うつもりはないけどね」

　雅孝は肩かたを竦すくめた。

「そもそも僕は、どちらかというと無神論に近い見解を持っている方だしね。僕は純粋に学術的興味でたくさんの神の御み業わざとされている事象を調べて知っているけれども、それを見る限り神様のやることは実に気まぐれで、実に意味も脈絡もない。神様は確かに平等だと思うよ。あまりにも平等すぎて、ランダムと言っていい。〝完かん璧ぺきにランダム〟ということはね、〝存在しない〟ということと同じことだ。少なくとも僕は、そう思うよ」

　そこまで言ったところで、雅まさ孝たかの胸の中に突如として黒くて灼しやく熱ねつした巨大な感情の塊かたまりが膨ふくれ上がって、その塊に肺を押し潰つぶされるように、雅孝の声が低くなった。




「だって、もし〝それ〟に人格があるなら……僕はおそらくそれを憎むあまりに、狂ってしまうかもしれないからね」




　その言葉が、雅孝の声を押し潰したものと同じ胸の中の塊に押し出されるようにして、思わず喉のどの奥から漏もれた。その途と端たん、ぱきっ、とテーブルの上に置いた手元で音がして、たまたま飲み口を覆おおうように持っていた湯飲み茶ちや碗わんの口が、雅孝の手の中で折りたたまれるようにして割れていた。

「…………………………」

　空気が凍こおったような沈黙が、部屋の中に広がっていた。

　蒼あお衣いは強こわ張ばった無表情で、雪ゆき乃のは厳しく眉まゆを寄せて、それぞれの目が沈黙の中、雅孝の手元に向いていた。

　上半分がもぎ取られたようになった湯飲みと、思い切り手の中に握り込まれた〝上半分だったもの〟。二人が見つめる中、雅孝はそんな状態の自分の手をゆっくりと目の高さまで持ち上げて、どうやら湯飲みの破片が突き刺さってしまったらしい手のひらから、真まっ赤かな血が手首へと伝って流れ始めているのを見た。

「………………おっと」

　一拍遅れて、普通に呟つぶやいた。

　いや、一拍どころではない気もしたが、そんなことはどうでもよかった。

　白い磁じ器きの大きな破片が思い切り手のひらの肉を突き破って入り込み、ゆっくりと指を開くと、破片は下に落ちずにぶら下がった。手のひらの中央から熱い痛みが広がり、さらに力を入れすぎた前ぜん腕わん部ぶの筋肉が鈍どん痛つうを発したが、どちらも徐々に引いていき、すぐに血も止まってしまった。

　破片は、刺さったまま。

　破片を残して傷だけが塞ふさがった。雅孝の断だん章しよう〈黄泉戸契ヨモツヘグリ〉。雅孝は黙ってその手のひらに埋うまった破片を、一つ一つ引き抜いていった。

　引き抜くたびに、傷の塞がった皮ひ膚ふが引っ張られた。割れた磁器の断面にある細かい凹おう凸とつに入り込むように肉が再生しているので、それを無理矢理に引き剝はがし、半ば引き千切るように破片を外さなければならなかった。

　無表情にみちみちと破片を肉から引き剝がし、取り除く。

　そのたびに指先が微かすかに震え、おぞましい痛みが手の隅すみ々ずみを冒おかすように広がり、新たな傷が肉の色をした口を覗のぞかせ、赤い血が滲にじみ出して盛り上がった。

　しかし見る間に、その内側の肉は塞ふさがり、痛みも消えていった。

　雅まさ孝たかはそんな自分の手のひらの様子を見ながら、この〈断だん章しよう〉のきっかけになった、全すべての始まりである、自分の婚約者だった志し弦づるとの出で逢あいを思い出していた。




　…………………………







　　　　３




　民俗学専攻の大学院生だった鹿か狩がり雅孝は、漁師に伝わる昔話を調べるためにフィールドワークとしてこの町に来て、いきなりトラックに轢ひかれて病院に運び込まれた。七年前、二十五歳さいの時だ。

　来訪五分で何もしないうちに見知らぬ町の病院に入院する羽は目めになった雅孝をはるばる見舞いに来た友人は、ギプスに固められた右手と左足を吊つってベッドに横たわっている雅孝を見て、開口一番呆あきれた表情で「漫画かお前は」と感想を述べた。

　当時の雅孝に対する周囲の評価は、ぼーっとした善人で、運と間の悪い、めげない男。

　それにいくばくかの稚ち気き。一つの場所にじっとしていられない性格だった雅孝は全く動くことのできなかった四日間を過ぎると、安静にしていろと言われているにもかかわらず、病室の景色に飽あきて松葉杖づえをついてせっせと病院内を歩き回った。

　どうせどこへ行っても本を読むだけなので病室にいても変わらないはずだが、とにかく病室は息が詰まる気がして、ことあるごとに病室を抜け出した。

　そしてナースに怒られては懲こりずにまた抜け出すという幾度かの繰り返しの後、雅孝はナースの目に触ふれづらい避ひ難なん先として、時折物干しに使われる以外にはあまり人のやって来ない病院の屋上へと辿たどり着いた。

　元来、とてもではないが書しよ斎さい派はとはいえない性質をしていた雅孝は、病室にいるよりは屋上の日陰に座り込んで、空の下で本を読む方を好んだ。

　そしてもちろん、雅孝が屋上に入いり浸びたり始めたのはすぐに病院スタッフの知るところになったが、どうせいくら言っても聞かないのならば、その辺りをうろつかれるよりは屋上の方がマシだと初日のうちに黙認されることになった。




　……そして雅孝は、その屋上で、海部あま野の志し弦づると出逢ったのだ。




　雅孝が屋上に入り浸り始めて二日目。その日、雅孝が屋上のドアがある壁に背を預けて本を読んでいると、不意にそのドアが開けられて、車椅い子すを押したナースが現れた。

「あー、鹿か狩がりさんはまたこんな所に……」

　この頃にはすでに病院スタッフの中では有名になっていた雅まさ孝たかを見るなり、その若いナースはそう言って軽く眉まゆを吊つり上げた。

「出歩くのは程々にして下さい。骨がくっつくのが遅れて困るのは、鹿狩さんですよ」

「はは……いやあ、どうも病室は苦手で」

　曖あい昧まいに笑う雅孝の態度にナースは軽く溜ため息いきをつくと、車椅子を雅孝の座る隣となりの日陰に押しやって、そして言った。

「そんなに元気なら、この子を見ててあげて下さいよ」

「はい？」

　見上げると車椅子に座っている一人の少女と、目が合った。

　長い闘病を示す病的に白い肌はだと、そしてやや癖くせのある、濡ぬれたような綺き麗れいな黒くろ髪かみ。

　歩行がつらいほどに瘦やせ細った足首に、生せい気きの欠けた表情。高校生くらいに見えるその少女の表情は、しかしその年代の女の子が持つ情動ではなく、明らかに死を意識した、『諦あきらめ』を根にした穏おだやかさが広がっていた。

「……」

　そんな少女は雅孝と目が合ってからしばし戸と惑まどった表情をしていたが、やがておずおずと、筋力の衰えのためか力弱い声で話しかけた。




「……えーと……難しそうな本、読んでらっしゃるんですね」




　か細い声。

　それを聞いた雅孝は少女に笑って見せると、逆に訊きき返した。

「君は、本は読まない人かい？」

「えっ……？　そんなことないですけど……」

「そう、それなら君も知ってるはずだよ。本は難しいかどうかは重要じゃない。面白いかどうかだ。違うかい？」

「……」

　それが当時十七歳さいだった志し弦づるとの、最初の出で逢あいだった。

　それから雅孝と志弦の、病院の屋上での対話の時間が始まった。

　志弦は毎日ナースの介かい添ぞえによって屋上まで上がって来て、そのまま二時間ほどを過ごし、病室に戻るのが日課だった。

　話によると彼女は元々身体からだの弱い子供だったが、十三歳の時に急激に身体を壊こわして、その時に生まれつき心臓に欠損を抱かかえていたことが発覚したという患かん者じやだった。その欠損は目立たないものだったが発見された時には重症化していて、二年後に移植手術に踏み切ったものの、その経過が芳かんばしくなく今では階段の上り下りもできないほど弱ってしまっているという、そんな身の上の少女だった。

　すでに高校に行っていてもいい歳としだが、当然このような状態では進学はままならず、中学校にもほとんど通学できていなかったという状態だった。

　もちろん同年代の友達などほとんど皆かい無むで、話し相手と言えばナースか、週に二度ほどやって来る家族の誰か────その中でも主となるのは千ち恵えという名前の六歳さい年下の妹────だけだった。

　そのためか、それとも元々そういう性格なのか、志し弦づるは新しい話し相手である雅まさ孝たかを「先生」と呼んで積極的に慕したった。そして満足に学校に行けなかったことの裏返しなのだろうか、普通の人ならば鬱うつ陶とうしがることが多い雅孝の浮世離れした話を、志弦は非常に喜んで聞いた。

　そんな時の二人は、言うなれば屋上の家庭教師と、その教え子だった。

　根っからの文系である雅孝が教えられるのは何がしかの物語についての話ばかりだったが、一時は寝たきりに近かったらしい生活を読書で慰なぐさめてきた志弦は、そういったものへの素養がかなり深かった。

　最初はただの話し相手のつもりだった雅孝も、つい身を入れて講義をしてしまうほど、志弦は理想的な生徒だった。最初は軽い同情だった。だがそれはすぐに、こうして話をすることへの純粋な楽しみに変わり、そのうちに屋上に志弦がやって来るのが楽しみになるほどの、教える喜びにも移り変わった。

　ある時は、こんな話をした。




「……先生は、何でこんな町に来たんですか？」

「僕はね、いま『人魚』の研究をしてるんだ」

「人魚？　人魚姫ですか？」

「いや、童話の『人魚姫』はデンマークの作家が作ったお話だよ。僕の研究は、日本の人魚の話だよ」

「へー、日本にも人魚姫がいたんですか？」

「残念だけど、姫という感じじゃない。そのうちの一部は猿さるのような、あるいはもっと怪物じみた姿をしていたと言われてる」

「怪物ですか」

「意外かい？」

「うーん、意外なような、言われてみたら人魚って確かに怪物な気もするような……」

「日本の伝説では、人魚の肉を食べると不ふ老ろう不ふ死しになると言われてるんだ」

「た、食べるんですか？」

「日本海側を中心に伝わる『八や百お比び丘く尼に伝でん説せつ』といってね、ある村で漁師の網にかかった人魚を知らずに食べてしまった娘むすめが、歳としを取らなくなってしまった。そしてずっと若いままの姿で何百年も生きた。だがやがて、周りのみんなはどんどん死んでゆくのに、自分だけが生き続けることを悲しんで、尼あまになって旅に出るという話だ」

「死なないんですか……」

「……あ……ごめん。君に話すのはちょっと配はい慮りよが足りなかったかな」

「いえ。いいんです。でもやっぱりわたしは、童話の人魚姫の方が共感できるかな……」

「そっか。でも、僕もそうだよ」

「そうなんですか？」

「だって不ふ老ろう不ふ死しの人なんか、現実にはいないからね。死なない人間はいない。八百比丘尼に共感できる人間は、長生きの人の晩年くらいのもので、そんなにたくさんはいないよ」

「言われてみればそうですね」

「だろ？」




　こうした講義は、雅まさ孝たかにとってずいぶんと楽しいものだった。

　それからは昼下がりの屋上での、数時間が楽しみなものになった。

　自分でも気がついていなかったが、どうやら雅孝には教師的な志向があったらしかった。夜になって病室に戻り、寝るまでの時間に、明日あしたは何の話をしようかと考え、アイデアをまとめる時間も楽しかった。

　入院生活の中で、たまたま行き会った穏おだやかな楽しみ。

　今やそれを、どうすれば長引かせられるか、考えるまでになった。

　退院すればお別れになる。手紙を書こうか？　それとも時々、会いに来ようか？

　わざと怪け我がでもすれば入院期間が延びるだろうとも、冗じよう談だんながらも考えたりもした。

　だが────その時は気付いていなかった。

　それらの考えは、大いに無意味なものだったのだ。

　雅孝は、気付いていなかった。その楽しみは雅孝の退院まで待つ必要もなく、いつ失われるかも知れないほどの危ういものであると、その時はまだ、気付いていなかったのだ。

　そしてすぐにそれに、気付く羽は目めになった。

　その屋上での講義を始めて、四日目のことだった。

　いつもなら志し弦づるがやって来るはずの時間に、彼女はやって来なかった。不思議に思った雅孝が洗濯物の取り込みにやって来たナースに訊たずねると、彼女は少し困ったような表情をして、言葉を濁にごして答えた。

「ああ……海部あま野のさんは……今朝けさ方がたに胸が痛いって、今は精密検査中です」

「え？」

　思わず、そんな声が出た。

　そして彼女の状態を伝えたナースの表情を見た時に、雅まさ孝たかはそれが決して楽観できないものであることと、今までにも幾度となくこういったことが繰り返されているのだということを、一度に悟さとった。

「……っ!!」

　悟った瞬間、目の前が暗くなるほど慄りつ然ぜんとした。

　彼女がいつ死んでもおかしくない患かん者じやであることを、雅孝は間抜けなことに、この時に初めてはっきりと認識したのだった。

　いや、それは頭では分かっていることだった。

　彼女が回復の見込みのない病人であることは、本人から話としても聞いていたし、この目で見て充分に知っていた。

　ただ雅孝は、無意識のうちにそれを考えないようにしていたのだ。

　雅孝にはトラウマがあった。雅孝には幼よう稚ち園えんの頃からの親友がいたのだが、その親友は雅孝の高校時代に、一切のそぶりも原因も見せずに、唐とう突とつに自宅のマンションから飛び降り自殺をしたのだ。

　即死だった。

　そして遺い書しよも相談もなかった。雅孝を初めとした周りから見ると、彼はただ理由もなく、ただ突然に、唐突に死んだ。

　まるで『死』という理り不ふ尽じんを純粋に体現したかのような、本当に唐突な死だった。

　何かあったのだろうかとか、悩みがあるなら相談してくれたら良かったのにとか、気付いてやれなくて済まなかったとか…………そんな風ふうに悔くいることさえも許されないほど、何の理由も痕こん跡せきも見出せない自殺だった。

　何の相談もなく、置いていかれた気がした。

　この最も近しかった親友の死の記き憶おくは、雅孝に理り不ふ尽じんで不条理な、悲しみや怒りなどを遙はるかに超えた空くう虚きよな感情だけを遺のこした。

　雅孝はその記憶に未だ一切の折り合いをつけられず、可能な限り考えないようにして、ずっと生きてきた。つまり『死』は、雅孝にとってそれを自覚することすらしたくないほどの、最上級のタブーだったのだ。

　そしてそれ以来、雅孝はその記憶を振り切ろうとするかのように、趣味と学問とに没頭して生きてきたのだ。

　死ぬということについての思考を、雅孝はほとんど無意識のうちに封じ込んできた。

　たとえ誰かの死をニュースで見ようとも、死について何かの拍子に話題に出ようとも、その思考は意識の表面だけをすべって、それ以上の思考になることを頭が拒絶した。

　あれからというもの雅孝は、誰かが、そして自分や親しい人間がいつか死ぬのだということを、頭ではなく心で感じたことが一度もなかった。あれからというもの雅まさ孝たかにとって、死はどこまでも、カタログ上の知識でしかなかった。

　だが、志し弦づるの病状を知らされ、その深刻さを肌はだで感じたその瞬間、今まで封じていたその黒い記き憶おくの蓋ふたが開いたのだ。

　肌で死を思った。そのとき黒く深い思考の淵ふちから見えたのは、心の水面に圧倒的な存在感でよぎった、巨大な鮫さめの影のような黒々とした恐怖と不安だった。

　長い間封じ込めてきた、死への恐怖。

　人間がいなくなってしまうという、実感と事実に基づいた、その想像。

　そこに当たり前のようにいた存在が、ぽっかり無くなってしまうという虚うつろで形のない、しかしとてつもなく巨大な恐怖と絶望。

　それらが一気に蘇よみがえった。しかもそれは志弦にとっては、目の前に毎日感じている、確実にやって来る、不ふ可か避ひの現実に過ぎないのだ。




　何故、あの子が死ななければいけない？




　たった数日話し相手になっただけの、学びの喜びに目を輝かせていた少女が、その死という暗くら闇やみの中に消えてゆくことが、とてつもなく理り不ふ尽じんで悲劇的なものに思えた。

　今まで知らなかった『教える喜び』は、想像以上の短期間で、雅孝の中で彼女の存在を非常に大きなものにしていた。

　それは彼女が望むように学ぶことさえできないのだという事実と、彼女がいつ消えてしまうかも分からないという事実を、とてつもなく大きく重大なものとして、雅孝の目の前に突きつけた。

　まさに、目の前が暗くなるような思いがした。

　そして不意に、思い出した。




『人魚姫の方が共感できるかな……』




　少し前にさらりと話したばかりの、その志弦の言葉。

　その時は意識しなかった────あるいは意識できなかったその言葉に含まれていた、恐ろしいほど深い『諦あきらめ』に、いまさら気が付いて、雅孝の胸にこれ以上ないほどの絶望的な思いが胸に満ちた。

　すぐにでも、彼女の所に駆かけつけたかった。

　だが何もできない雅孝には、それをする資格はないと思われた。

　その日は、眠ねむれなかった。

　夜の闇やみの中、病室のベッドに横たわる雅まさ孝たかの胸の中に、次から次へと暗いものが湧わき上がって、それらの情動に吐はきそうなほど胸を圧迫されて眠ねむることができなかった。

　死を初めて理解した子供のように、雅孝はベッドの中で震えた。

　その翌日、彼女の病室を訪ねようとして、面会謝絶を伝えられた。

　翌々日も彼女は現れず、雅孝は屋上でただ待つことしかできなかった。

　そしてそのさらに翌日、ようやく状態が落ち着いて屋上に現れた志し弦づるを見た瞬間────雅孝は自分が怪け我が人にんであることも忘れて弾はじかれたように立ち上がり、車椅い子すの彼女を胸に抱だきしめて、ナースが見ているのも構わずに、ぼろぼろと涙なみだを流したのだ。




「…………心配した……！」




　それ以上、言葉にならなかった。

「…………」

　志弦は最初驚いていたが、しばらくして悲しげに微笑ほほえむと、雅孝の背中へと、手を回した。

　じっとそのまましばらく無言の時間が、続いた。そしてそんな、とてつもなく長く感じる沈黙の後、志弦はぽつりと、やがて口を開いた。

「先生、わたしね、先生のこと好きだよ」

　そして雅孝の背中をあやすように抱だいたまま、志弦は突然、そう告白した。

「先生のお話が好きだったけど、だんだんそれだけじゃないことに気付いた。出で逢あってから一週間も経たってないのに、変だよね」

「………………」

　ゆっくりと、自分の言葉を嚙かみ締めるように、志弦は言った。

「わたし、先生のちょっと気弱な、優しい笑い方が好きかな。わたし、先生に色んなことを教えてもらって、ずっと憧あこがれてた大学生活とか、想像してた。先生と一緒に大学生活ができればいいな、なんて思ってた。先生と一緒に歩けたらな、なんて。だんだん好きになっていく先生のこと考えると、楽しかった。その間だけは、普通に恋なんかしてる普通の女の子になれた気がしてた」

　そう言って志弦は、異様に体温の低い身体からだで、雅孝を抱きしめる。

「今まで言わなかったけど、わたし、先生が好きだよ」

「……」

「でも…………ごめんなさい。そんなことしちゃ、いけなかったね」

　そして言った。突然何を言い出したのか理解できずに顔を上げた雅孝に、志弦は訥とつ々とつと、想像もしていなかった胸の内を語り始めた。

「やっぱりわたし、そんな普通の幸せに憧れちゃ駄だ目めだったんだね」

「……!?」

「手を伸ばしちゃ、駄だ目めだったんだね。私がただ憧あこがれてるだけでいれば、誰も悲しませなくてよかったのにね」

　志し弦づるは言いながら、目を閉じていた。

「ごめんなさい、先生」

「……」

　謝る、志弦。

「ごめんなさい、わたし、あと何年も生きられないのに」

「………………!!」

「もうすぐ、わたし、死んじゃうのに……」

　志弦の声が、とうとう悲しみで決けつ壊かいしたように、ひび割れた。




「死んじゃうのに……もうすぐわたし、いなくなっちゃうのに……なのにそんなわたしを好きになっちゃったら、先生は一体どうすればいいの…………!?」

「………………………………………………っ!!」




　志弦の血を吐はくような叫び。それを聞いた雅まさ孝たかの奥歯が強く強く嚙かみ締められて、今にも折れそうな軋きしむ音を立てた。

「…………………………!!」

　心臓を締め上げる滅め茶ちや苦く茶ちやな激情に、ただ彼女の細い肩かたを抱だく手が、ぶるぶると震えた。

　何も言葉にならなかった。目を固く閉じ、歯を食いしばって、今にも消えてしまいそうなあまりにか細い志弦の感かん触しよくを、逃がさないようにしているかのように、必死の思いで胸の中に抱きしめた。

　腕うでの中で、志弦の華きや奢しやな身体が震えた。後には嗚お咽えつしかなかった。死にゆく相手を思って、自分が死んで残される相手を思って、そしてそれらを恐怖して、二人でただ震えて泣いた。

　言葉のない、時間が過ぎた。

　二人の慟どう哭こくが収まるまでには長い時間を要し、そしてそれ以上の長い時間を、ただ無言で抱き合った。

　お互いの体温だけを、感じる時間。

　そして慟哭の波が去り、泣き疲れたような重く沈んだ沈黙が続いた後……志弦がぽつんと、雅孝の胸に顔を埋うずめたまま言葉を口にした。

「…………ねえ、先生」

　ひどく落ち着いた、強い諦あきらめを含んだ声だった。

「先生……もう私たち、会うの……やめよう？」

　ぽつり、ぽつりと、言葉を重ねるように、志し弦づるは言った。

「もう遠くないうちに、先生は退院でしょ？　東京に帰るんでしょ？　もうお互いのこと、忘れよう？　今まで通りに生きていこう？」

「…………」

「わたしたちが出会う前の、今まで通りに」

「………………」

「それが一番、きっと幸せな方法だよ。わたしに関われば関わるほど、先生はきっとつらい思いをするよ」

　志弦はそう言うと、雅まさ孝たかの胸から顔を離した。

　顔を上げた志弦は、微笑ほほえんでいた。泣きはらした目で、精一杯。

「わたしは、先生がつらいのは、いや」

「……わかった」

　頷うなずいた。

「僕はひどい男だ。僕はこれから、僕がつらい思いをしないために、君をいやな目に遭あわせることになる」

　そう、答えた。

「君の命が尽きるまで、僕は君をいやな目に遭わせることにするよ」

　そう宣言した数日の後、雅孝は病院から退院した。

　そしてまだギプスが嵌はまったままのその足で、すぐさま学校を辞やめる手続きを取ると、それまで住んでいた住居をも引き払って、新たにこの町にアパートを借りて再び志弦の前に現れたのだった。




　　　　†




　鹿か狩がり雅孝と海部あま野の志弦が、反対する父親の目を盗ぬすみ、主治医の三み木き目め源げん医師を巻き込んで駆かけ落ち同然の退院をしたのは、それから二ヵ月後のことになる。
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　　　五章　災禍は現に浮ぶ







　　　　１




「まあ、とにかく……いま千ち恵えちゃんは、〈泡ほう禍か〉を宿した〈潜有者インキユベーター〉の可能性が出てきたということになるのかな」

「そうね」

「では仮にこの家が〈泡禍〉の中心点だとすると、困ったことに人が多すぎる。何かあったときに目撃者が多いと、収拾がつけられなくなる」

「ええ」

「群むら草くささんなら条件さえ合えば人の行き来を防ふせいでしまえるけど、さすがにそれじゃあ心もとない。店と夢ゆ見み子こ君のことは誰か新しい留守番役を頼んで、颯さつ姫き君に来てもらうことを考えた方がいいかもしれないね」

「…………そうね」




　　　　†




　神か狩がり屋やや雪ゆき乃のたちが、海部あま野の家の客間でそんな相談をしていた頃。

　話題にされている当の千恵はその家にはおらず、夜よ闇やみが落ちつつある、薄うす墨ずみがかかったような田舎いなか町まちの景色の中を、一人で自転車で走っていた。

　田畑と民家が入り混じった景色の中を、走る自転車。

　ハンドルを握る手には、当然しっかりと、白い布の手袋。

　外の空気は夕闇を過ごして心地よい涼しさに変わり、だんだんと強くなってきた植物の匂においと共に、自転車の周りを通り過ぎていた。

　その風にシャツが空気を含み、伸ばした髪かみが乱れる。

　母親に言われて、大おお叔母おばである佐さ江え子この様子を見に行く途と中ちゆうなのだ。だが、大叔母の家へと向かう千恵の表情はあまり気乗りしない様子で、どちらかと言うと無表情に近い、面倒臭くさげな表情をしていた。

「……」

　この佐江子大叔母には、千恵は複雑な感情を持っていた。

　二言目には「私は海の町の女だからね」が口くち癖ぐせである矍かく鑠しやくとしたこの大おお叔母おばは、唯一親族で千ち恵えの潔けつ癖ぺき症しようを擁よう護ごしてくれる人だったが、同時にこの人は姉の志し弦づるを悪あし様ざまに言う唯一の親族でもあった。

　今の言葉で言うなら根っからの体育会系である佐さ江え子こは、子供は元気で健康で潑はつ剌らつであるのが最上で、大人おとなしい子供は弱いからだ、というのが持論の人物だった。そのため佐江子は男の子のようだった千恵のことは大変に可愛かわいがったが、逆に病弱で穏おだやかで頭の良かった志弦のことは「小こ理り屈くつばかり達者で可愛くない子だ」と言い放っていた。

　今から考えると、学のある人間にコンプレックスでもあるのかもしれない。

　とにかく佐江子大叔母は何かにつけて千恵には良くしてくれた記き憶おくがあるが、志弦の扱いはひどいもので、志弦に見つかった心臓の欠けつ陥かんに対しても鬼おにのようなコメントを残しているほどだった。

「海部あま野のの血統からできそこないが生まれるなんてねえ……」

　あろうことか、佐江子はそう言ったのだ。

　挙句、心臓移植をすることが決まった志弦に対して、

「死人の肉を食べて生きるようなもんじゃないか。恐ろしい」

　などというとんでもないことさえも、志弦本人と千恵の前で口走ったのだ。

　父の幸こう三ぞうに知れれば間違いなく激怒ものの発言だが、このことは両親はおろか、千恵と志弦の他ほかは誰も知らないことだった。

　佐江子は千恵と志弦以外の前ではこのようなことは一言も言わなかったし、しかも何故なぜかこんなひどいことを言われている志弦自身が妙みように大叔母に懐なついていたため、誰も佐江子がそんなことを言っているなどということを、それこそ疑ってさえいないのだった。

　志弦に対するこれらの発言も、志弦自身が千恵に口止めした。

「お父とうさんもお母かあさんも怒るから、絶対に言っちゃ駄だ目め」

　以来ずっと、千恵はこの口止めを守っている。

　千恵の潔癖症への唯一の応援者がこれなので、千恵は複雑だ。

　正直、千恵は大叔母が好きではない。しかしこの大叔母を嫌きらうことは間違いなく志弦を悲しませることだと思うので、千恵は複雑な感情を抱いだきながらも、できるだけ普通に大叔母と接しているのだ。

　潔癖症への応援は、感謝しているのだが。

　長く食品加工の仕事をしていたため手洗いや除菌には詳くわしく、様々なアドバイスをしてくれたり、たくさんの石せつ鹼けんや洗剤を譲ゆずってくれたりしてくれることには感謝しているのだが。

　そんなことを思いながら、千恵は国道に出てからしばらく進み、そこから分かれる旧道へと入って、その両側に軒のきを連ねる家の、一つの前に自転車を停めた。

　大叔母の、家。

　件くだんの大おお叔母おば────舟ふな木き佐さ江え子この、家の前にだ。




「……佐江子ばあちゃん？」




　からからから、と音を立てて玄げん関かんの戸を開け、千ち恵えは家の中へと呼びかけた。

　鍵は開いていた。中を覗のぞき込むとまず最初に土間があり、古い木と土と埃ほこりによる特有の匂においがする暗くて広い空間が、高い天てん井じようと共に、がらん、と広がっていた。

　家の中は暗く、玄関の戸の上に取り付けられた玄関灯とうの光が、千恵の開けた戸から射し込んでいた。戸の隙すき間まから一直線に土間へと射し込む光の中には、玄関に立つ千恵自身の、歪ゆがんだ輪りん郭かくをかたどった影が、ぼんやりと伸びていた。

　しん、と静まり返った、家。

　日本家屋特有の吞のみ込まれそうな雰囲気をした深い闇やみが、千恵の覗のぞく家の中にはただ静かに広がっている。

「佐江子ばあちゃーん！　いないの？」

　千恵は大声で、家の奥へと呼びかけた。

　しかし声は家の中の闇に吸い込まれたかのように、余よ韻いんすら残さず、ただ消えてなくなっただけだった。

「………………」

　返事は、なかった。

　まだ耳も遠くなっていない佐江子なので、いつもならばこれで返事が返ってくる。

　家にいるならば……あるいは、返事ができる状況ならば。どれだけ元気と言っても佐江子は老人で、いつ何が起こってもおかしくない年ねん齢れいなのだと、さすがの千恵も思い出さずにはいられなかった。

　万が一の想像が、頭をよぎった。

「……入るよー？」

　とりあえずそんな呼びかけをしながら、千恵は玄関に足を踏み入れた。

　後ろ手に玄関の戸を閉めると玄関灯の光が磨すりガラス越しに弱まり、暗さが増した。しかし直接の光が遮さえぎられてコントラストが弱まったため、かえって土間の暗闇は広く、そして深く、その奥を見通せるようになった。




　しん、




　と玄関を閉じた家の中に、深い暗闇がわだかまり、空気が停止している様子が見えた。

　こんな風ふうに明かりの落ちた大叔母の家を見るのは子供の頃以来だが、千恵が生せい来らい持っている臆おく病びようさは、子供の頃と変わらぬ重い不安感をこの空間に対して感じさせた。

　しかしこの歳としにもなって、しかもこんな状況で、そんなことを言うわけにもいかなかった。

　千ち恵えはまるで皮ひ膚ふにまとわりつく臆病を振り払うように、必要以上に力を込めた足取りで、土間へと踏み込んで上がり口近くの壁にある電灯のスイッチを押した。

　ぱちん、

　と古めかしい音を立ててスイッチが入り、蛍光灯が瞬またたいた後、埃ほこりっぽい色の明かりが土間を照らした。

　露あらわになる上がり口。そして繕つくろい痕あとのある障しよう子じ戸どと、奥へと続く暗い廊ろう下か。

　千恵は手袋をしたままの手で靴くつを脱ぬぐと、上がり口から家へと上がった。そしてまず開けたのは最初の障子戸。そこは普段、大おお叔母おばが生活していることが多い、居間として使われているはずの、この家の中でも最も大叔母がいる可能性が高い部屋だった。

　戸を開けて中を見ると、暗く影が落ちた部屋に、テーブルと戸と棚だなと、型の古いテレビがぼんやりと見えた。

　テーブルに据すえてある座椅い子すには誰の姿もなく、居間は全くの無人だった。

　千恵はとりあえず居間の明かりを点つけ、襖ふすまを開けて奥に向かった。そしてそのまま仏ぶつ間まに台所と、次々と明かりを点けながら検あらためていったが、大叔母の姿はどこにもなく、家には無人の静けさが広がっているばかりだった。

　それどころか、人の動いた痕こん跡せきもなかった。

　今日、この日、朝から人が生活していたという形けい跡せきが、居間にも台所にも、どこにも見当たらなかったのだ。

　昨日きのうの夜に寝て、そのまま起きなかったという最悪の想像が浮かんだ。

　布団の中で冷たくなっている大叔母。そんな想像に、胸の辺りに嫌いやなものを感じながら、知恵は僅わずかな軋きしみの音を立てる廊下を進んで、大叔母の寝室の襖ふすまの前に立った。

「……」

　襖に手をかけて、ごく、と息を吞のんだ。

　襖の向こうの物音と気配を探ろうとしたが、ただ静寂しか感じなかった。

　呼吸を整えて、意を決して、思い切り襖を引いた。しゅ、という摩ま擦さつ音おんと共に襖が開いて部屋の中が露わになると、千恵は思わずぎょっとして、息を吞んだ。

　寝室の真ん中に、布団が敷いてあった。

　布団には、ふくらみがあった。

　しかし生きた人間の体温や息いき遣づかいは、この寝室からは感じられなかった。

「……ばあちゃん？」

　そう口にしたが、その呼びかけの声は、音という音を吸い込んでしまうような和室の静寂の中に、ひどく白々しく響いただけだった。

　もちろん、返事はない。

　口の中に溜たまった唾つばを、ごろりと吞のみ込む。

　そんなしばらくの無言の後、千ち恵えはゆっくりと足を前に出し、和室の中へと進んだ。靴くつ下したを履はいた足が畳たたみを踏み、そうして部屋に入ると畳と布ふ団とんの匂においがして、その寝室に満ちる澱よどんで冷え切った空気が、しばらくこの部屋が閉め切られていたことを想像させた。

　布団に、近寄る。

　手を伸ばす。

「っ！」

　剝はぎ取るように、掛け布団をめくった。

　空っぽだった。何もない。ただそれは、中にいた人間が抜け出した後の、たまたま形を保っていただけの、単なる冷え切った布団に過ぎなかった。

　抜け殻がらのような、布団。

　そして大おお叔母おばの姿は、ない。

　佐さ江え子こはどこに？　あと家の中で考えられるのは、今は誰も使う者がない二階と、そして風ふ呂ろ場ばとトイレだけ。確か母親が近所の人としていた世間話の中で、風呂やトイレで事切れる独居老人は多いらしいと、聞いたことがある気がした。

　想像すると、寝室以上に嫌いやな気分になった。

　廊ろう下かの明かりが鈍にぶく差し込む薄うす暗ぐらい寝室で、布団を見下ろして、すぐに検あらために行く気になれずに、しばらく立ち尽くした。

　誰か同行者がいれば、その後ろに隠かくれたい、そんな心理状態。

　しかしここには千恵以外、誰も調べに来た人間はいない。

「……」

　このまま、帰ってしまおうか？

　それとも、恥を忍んで誰かを呼ぶべきだろうか？

　決めあぐねて立ち尽くしていた、その時だった。周囲に満ち、千恵の聴覚をも満たすこの異様な静寂の中から、不意に微かすかで不ぶ気き味みな音が、遠く聞こえてきたのだった。




　ごぼっ……




　濡ぬれた音。

「………………っ!!」

　一瞬で顔が強こわ張ばった。その音は遠く微かなものだったが、とてつもなく静かなこの家の空気の中では、あまりにもはっきりとした印象をもって聞こえた。

　ひどく不気味なその音は、しかし同時に、千恵にとって非常によく知った音だった。それは千ち恵えが水を流している時に排水管が時折立てる、空気が逆流する、喉のどが絡からんだようなあの音に極めてよく似ていた。

　おそらく聞こえてきたのは、廊ろう下かのさらに奥。

　奥にあるのは風ふ呂ろ場ばではない。寝室よりも向こうにあるのは、小さな裏庭に面する廊下と、そして突き当たりにあるトイレだけだ。

　ここにきて初めての、千恵以外が立てる物音。

　しかしとてもではないが、大おお叔母おばが無事でいるのかもしれないなどと、無む邪じや気きに思うことなどできはしなかった。

「………………」

　思わず、耳をそばだてた。

　自分の聴覚が、過敏になっているのを感じた。

　意識が、この小さな家に満ちている広大にさえ感じる静寂から、その音の正体を聞きだそうとしていた。自分の中の怯おびえが、周りに広がっている静けさに意識の全すべてを向けて、少しでも〝何か〟が混じっていはしないかと、息さえ止めて探っていた。




　────静寂。




　聞こえるのは、ただひたすらの静寂。

　しかしやがて、耳はその中にある小さな〝音〟に、ふと気が付いた。

　それは静寂に紛まぎれてしまうほどの、もはや音とも呼べないほどの、とても小さく、そしてとても細い〝音〟だった。




　ひゅーっ、




　という甲かん高だかい笛のような微かすかな音が、寝室に届く廊下の空気の中に、人間の耳が拾うことのできる限界寸前の僅わずかな量、混じっていたのだ。

　よほど注意しなければ、気付かないほどの、小さく周波の高い〝音〟。

　しかしそれに一度気付いてしまうと、空気に混じり続けるその高い〝音〟は、常に聴覚に触ふれて、妙みように不安感を煽あおった。ゆっくりと背後を振り返ると、寝室から見た廊下はすぐに曲がり角になっていて、その向こうは家に満ちる、あの霞かすむような埃ほこりっぽい闇やみが、茫ぼう、と満ちて、広がっていた。

　空気に満ちる細い〝音〟は、確かにその向こうから聞こえている。

　……何の音だろう？

　すでに怯えは、心臓が張り裂さけそうなまでに高まっていた。

　しかしもう何度も頭をよぎっていた「帰りたい」という考えは、とてもではないが実行できるものではなかった。自分はここに、大おお叔母おばが無事でいるか、調べに来ているのだ。

　もし何かあった場合、手遅れになったら、それは自分のせいだ。

　もしも大叔母が何か危険な状態になっていて、ありもしない想像に怯おびえて逃げ出して手遅れになったら、自分が殺したようなものではないか？

　そしてそんな原因を作った後、今まで通りに家族の中で生活して行けるだろうか？

　絶対に無理だ。いや、できるできないの問題ではなく、その状況を想像すること自体に、すでに心が耐えられなかった。

　……見に行かなければ。

　　　見に行くしか、ない。

　小心な責任感に、背中を押された。

　押され、引きずられるようにして、ぼんやりとした暗くら闇やみが待つ廊ろう下かへと、一歩足を踏み出した。靴くつ下したを履はいた足が廊下を踏み、体重を乗せると、ぎ、と床ゆか板いたが、小さく軋きしんだ。

　千ち恵えは、曲がり角の暗闇、その今にも何か恐ろしいものが顔を覗のぞかせそうな暗闇を見ながら、たった一人、廊下に立った。

　自分の心臓の音が、聞こえた。

　ひゅーっ、と空気に混じるあの周波の高い〝音〟が、耳鳴りのように、耳と神経に障さわる。

　そんな中で、千恵はとうとう、




　ぎ、




　と一歩、足を前に進めた。

　もう、戻れなかった。怯えが反動になったような、呪じゆ縛ばくじみた勢いがついていた。

　ぎ、ぎ、とゆっくりと床板を軋きしませながら、廊下の曲がり角へと近づいていった。進むごとに闇が少しずつ濃くなっていき、あの耳鳴りのような〝音〟が、この世のものではない歌が聞こえているかのように、徐じよ々じよに密度を増していった。

　近づくにつれ、曲がり角の先の暗闇につつまれた廊下が、露あらわになってゆく。

　その暗さは見るだけで不安になる。だが角まで行けば、壁にその先を照らす電でん灯とうのスイッチがある。

　それを目指して、足を進める。

　廊下の先の暗闇を、じっと、見つめながら。

　この暗闇を見つめるのは恐怖以外の何物でもなかったが、かえって恐怖ゆえに、目を離すことができなかった。

　見ることよりも、見ないことの方が不安で、恐ろしかった。

　暗くら闇やみから目を離した隙すきに、そこから何かが現れそうな、拭ぬぐいがたい不安。そんな不安に心を蝕むしばまれながら、奥に広がる真っ暗闇の通路に、じっと目を固定している。

　そして、




　ぎ、




　と音を立てて、曲がり角に、たどり着いた。

　奥の廊ろう下かは裏庭に接しているはずだったが、しっかりと雨戸の締められた廊下は完全に闇に包まれて、塗りつぶしたかのように、奥を見通すことができなかった。

　中に入れば喰われてしまいそうなその暗闇に目を向けたまま、壁のスイッチに手を伸ばす。

　これを押せば、この廊下を照らす電気が点つく。

「………………」




　ぱちん。




　古いスイッチの音と共に、廊下の奥に明かりが点ともった。

　それほど長くはない廊下の奥に、古い電球のくすんだ明かりが点り、突き当たりのトイレの戸とその脇わきに据すえつけられた洗面台が、ぼおっ、と闇の中に浮かび上がった。

　期待していたよりも遙はるかに弱くて濁にごった明かりに、思わず一瞬、立ち竦すくんだ。廊下の突き当たりにぼんやりと浮かび上がるトイレの戸と古びた手洗い場は、まさに何かが待ち構えていそうな、セピア色に退色した写真に似た不気味な光景だった。

　だが、行かないわけにはいかない。

　大叔母が倒れていないか、確認しなければ、帰れない。

　ひゅーっ、と続いている、耳鳴りのような、空気に満ちるあの〝音〟。

　そこで不意に気がついた。その先ほどから聞こえる〝音〟の正体は、奥に見えている手洗い場の、古い水道の蛇じや口ぐちが、立てている音だったのだ。

　緩ゆるんでいるのか、それとも壊こわれているのか、糸のように細く、蛇口から水が漏もれていた。

　そしてそれに伴って、蛇口は笛のような、微かすかな音を立てていた。

　一つ原因が分かったことに、少しだけ、安あん堵どした。

　先に聞こえた排水管が鳴るような音も、きっとこれだろう。

　水道か、それとも、排水口の方か。とにかく千恵は様子を見るために、ぼんやりと輝く濁にごった光の中へと、足を踏み入れていった。

　ぎ、と廊下を踏み、突き当りへと進んでいった。

　そして手洗い場へと近づいて、蛇口から漏れる細い水と、それが落ちる流しを────




「…………………………っ!!」




　ごぼっ、と音を立てて、泡が蠢いた。

　息を吞のんだ。そこには異様な────しかし千ち恵えにとっては見慣れていると言ってもいい、しかしここにあってはならない光景が、洗面台の中にあった。

　洗面台には、泡が満たされていたのだ。

　白い大量の泡あわが、小さな手洗い場の流しをなみなみと満たして、そしてそれはまるで排水管の中から湧わき出してでもいるかのように、ごぼり、と時折底の方から、盛り上がるようにしてその嵩かさを増していたのだ。

　細く漏もれる水は、その泡の中へと消えていた。

　ひゅーっ、と心を蝕むしばむように歌う、黒く錆さびの浮いた水道の蛇じや口ぐち。

　魅み入いられたように、近づいた。どうしてここにこんなものがあるのか、何故なぜこのようなことになっているのか、頭の中を巡めぐったが、もちろん答えは出なかった。

　ごぼ、

　と目の前で、ただ排水管が鳴いた。

　じわ、と泡が嵩を増して、洗面台の縁ふちにじわりと達した。

　そうするうちに、ごぼ、ごぼ、と再び、三たび、排水管が音を立てた。

　泡は千恵が台の前に立つのを待っていたかのように、突然に嵩を増やす頻ひん度どを上げ、そして焦あせる千恵の前でみるみる流しの縁を溢あふれて、ぼたぼたと床ゆか板いたへと流れ落ち始めた。

「え……？」

　為なす術すべもなく、見つめた。

　泡はごぼごぼと溢れ出し、どろどろと縁を越えて、床に流れて広がっていった。

　それはあっという間に洗面台の足元を覆おおい尽くし、粘ねん性せいをもった泉のように、廊下へと広がった。表面の泡が無数に割れる、ぴちぴちという小さな音を立てながら、白い泉は瞬またたく間に、じわじわと足元にまで広がって来た。

「…………」

　言葉もなく、自分の足元へと迫ってくる泡を、見下ろした。

　理解不能な事態に、思考が停止した。

　しばし、時間が止まった。

　だが────




「…………………………」




　千ち恵えはそこで動きを止めて、顔を上げることができなくなった。

　視線を感じたのだ。

　足元を見下ろす自分の頭の────




　ほんのすぐ、近くにだ。




「…………………………!!」

　ぞわ、と悪お寒かんが走り、息が止まった。

　見られていた。足元を見下ろすことによって視界から外れている、ちょうど目を上げれば見ることができる、洗面台の辺りから。

　ちょうど死角になった、たった今まで自分の目の前だった、その場所から。

　触ふれそうなほど近くから、視線と、そして、異様な気配。




『………………………………………………』




　目の前に、今まで感じたこともない、生きた人間のものではあり得ない異様な気配が、じいっ、と自分の額ひたいの辺りに視線を注いでいた。

　明らかに肉ある者の生なま々なましい気配。しかし決して生きている者ではあり得ない、体温も息いき遣づかいも感じられない、それでもなお肉あるものだと分かるおぞましい気配。

　屍し肉にくの塊かたまりのような気配が、ちょうど視界から外れた、額のすぐ前にあった。

　そして、じっ、とこちらへと、視線を注いでいる。

「………………」

　少し目線を上げれば、すぐに〝それ〟を見ることができた。

　すでに視界の上の端はしには、洗面台の縁ふちが見えている。

　もう少し目を上げれば、見える。

　そこにいる。しかし、そこにあるのは泡あわに満たされた洗面台と、正面に取り付けられた曇った鏡と、壁だけ。

　だが、そこにいる。

　気配を、感じる。

　目線を上げれば、見える。

　だが、上げられるわけがない。見てしまえば取り返しのつかないことになると、切れそうなほどに張り詰めた怯おびえと緊張の中で、本能が叫んでいた。

　すでに皮ひ膚ふは、悪寒と鳥とり肌はだに覆おおわれていた。

　聞こえるのは自分の呼吸の音と、そして、ひゅーっ、というあの蛇じや口ぐちから聞こえる、この世のものではない歌のような〝音〟。

　その高く細い〝音〟は空気そのものに満ち、聴覚を一杯に満たしていた。

　空気に満ちるその〝音〟は耳鳴りのように耳の中を満たして、脳へと染み込んで、徐じよ々じよに精神を発狂しそうなほどに追い詰めた。

　このまま耐えることが、できなくなった。

　体の芯しんから震えるほどの恐怖と、発狂しそうな耳鳴り。そしていつまで続くかも分からない凍こおったような時間。このままじっとしていても、すぐに気が狂いそうだった。

　すでに限界を超えそうな緊張を恐怖が、体を芯しんから満たしていた。

　恐怖に焼けて暗転しそうな意識と、痛みさえ感じるほど強こわ張ばった身体からだ。もういつまでも、このまま耐えられはしなかった。

　ならば。

　それならば────見てしまった方が、楽になるのではないか？

　何でもないものの前で、臆おく病びような自分がありもしないものに怯おびえているだけではないか？

　見てしまえば、終わるのではないか？

　見て、しまえば。

　目線を、上げれば。

　終わる。楽になる。

　顔を足元に向けたまま、目だけを──────




　上げた瞬間、洗面台の泡あわの中から生えた、上半分の女の頭の、真っ黒な目と目が合った。




　瞬間、

「────────────────────────────────っ!!」

　声にならないほどの絶ぜつ叫きようが、口から迸ほとばしった。洗面台の泡の中から長い髪かみをした女の頭部が上半分だけ浮かび上がって、大きく見開いた目の、異様に巨大な黒い瞳ひとみをぎょろりとこちらに向けていた。

　濡ぬれた長い黒髪を泡に浸ひたして、真っ白な顔をした女の頭部は、薄うす膜まくがかかったように濁にごった死んだ目を見開いて、泡の中から生はえていた。死んだ、しかし明らかに意思を持った異様な眼球と目を合わせたまま、顎あごを、背筋を、身体を痙けい攣れんするように硬こう直ちよくさせて、金かな縛しばりにあったように動けないまま、絶叫した。




　ごぼり、




　と泡が洗面台の底から湧わき出して嵩かさを増し、それに押された女の頭が浮かんだ卵のように、泡あわの中でぐるりと傾かしいだ。

　片方の目を半分泡に浸ひたしながら、それでも魚のように濁にごった目は、じっとこちらの顔を見上げていた。

　死人の肌はだの色をしたその顔は、姉に似ていた。

　そして同時に、視界に入っている曇った鏡にぼんやりと映っている、目を見開いて絶ぜつ叫きようしている自分の顔ともよく似ていた。




　ごぼっ、




　とさらに泡が溢あふれて、そして冷たい濡ぬれた感かん触しよくが、靴くつ下したを履はいたつま先に染み込んだ。

　洗面台を溢れて床ゆかに広がっていた泡が、とうとう足にまで到達した。

　だが、それを感じたその瞬間、つま先が鷲摑みにされた。

「……!!」

　びくん、と弾はじかれたように足を引いた。そして見た。足元には、確かに広がりつつ泡が到達していて、その泡の中から冷たく細く白い指が、異様な海生生物のように、ぐにゃぐにゃと蠢うごめきながら異様な角度で出で鱈たら目めに生はえていたのだった。

　そして引いたつま先からは、血が。

　靴下の先がいつの間にか真まっ赤かに染まっていて、そして先ほど足を摑つかんだ泡の先せん端たんからつま先まで、刷毛はけで引いたように床板に血の跡あとが続いていた。

「………………!!」

　気付かなかった。しかし気付いたあと一瞬の間を置いて、熱湯をかけられたような焼ける痛みがつま先を覆おおった。足の指の皮を剝はがされたような激痛。しかしそれに対して何かを思う余よ裕ゆうは、もうなかった。

　血を含んで赤みの混じった泡の先端が、刷毛で引いたような血をたどって足へと向けて流れ込んで来たのだ。それに伴って泡から出鱈目に生えた指も、血の匂においを追いかける白魚か線虫のように蠢きながら、泡の中を泳ぐようにして、血を流すつま先へと近づいてきたのだ。

　そして、広がる泡の表面が、一斉に蠢いた。

　もはや泡だけのものとも知れないぴちぴちという音を立てながら、広がる泡という泡全すべての底から、何かが蠢きながら這はい出して来た。

　粘ねばつく腐ふ汁じゆうの中で音を立てて蠢く、無数の蛆うじ虫むしのように。

　いや、それは広がる一面の泡いっぱいに、真っ白な人間の指が、手が、足が、目玉が、髪かみの毛が──────まるで餌えさを求めて浮かび上がった飽和状態の魚の群れのように、無数に這はい出して来てその表面をびっしりと覆おおい尽くしたのだった。




　………………………………………………







　　　　２




　来るはずだった手伝いが来なかったので、かなり遅れて準備ができた夕食。

　しかしその準備が整って、一部の食事が済んでなお、千ち恵えは家に戻って来なかった。

　そのことを雪ゆき乃のたちが知ったのは、客間で雪乃たちだけの食事を済ませて、しばらくしてからのことだった。一度席を立ち、今後の〈泡ほう禍か〉への対策を手配するために電話をしに行った神か狩がり屋やが、入れ違いに晩ばん酌しやく用として奥さんが置いていったビールを「下げ戸こなんだ」と台所に返しに行った、その後のことだった。




「……千恵ちゃんが出かけて行ったまま、帰って来ないらしい」




　客間に帰って来るなり、神狩屋がそう言ったのだ。

「！」

「まさか……」

　聞いた雪乃と蒼あお衣いにさっと緊張が走った。今、雪乃たちがそれを聞いて連想するのは、事故でも事件でもなく、千恵が〈泡禍〉に巻き込まれたという危き惧ぐだった。

「さっき台所で、そんな話をしてるのをたまたま聞いたんだ」

　神狩屋は言った。

「今日、君たちに行ってもらった舟ふな木きという家はここの親しん戚せきで、あの家の被害者は千恵ちゃんの大おお叔母おばさんだそうだ」

「！　それじゃあ……」

「うん、いま彼女はその家に行っているらしい」

　雪乃の脳裏に、今日見たばかりの、あの陰いん鬱うつな家の雰囲気が思い返された。

「とっさに話に割り込んで、僕が見てくると提案した。今から出かけよう」

「……」

　それだけ聞くと、雪乃は立ち上がった。迷うことなど一つもなかった。

「わかったわ。行きましょう」

　雪乃は言った。

　そしてスカートのポケットから赤い柄えのカッターナイフを取り出して、一度刃やいばを出して検あらためると、銃じゆうを収めるガンマンのように、再びそれをポケットに収めた。

　急いだ方がいいだろう。

　神か狩がり屋やも自分の荷物から財さい布ふや鍵束を取り出し、ポケットに入れている。

　雪ゆき乃のはそんな神狩屋の準備を待って立っていたが、ふと視線を感じて横を見ると、蒼あお衣いがテーブルに座ったまま雪乃を見上げていた。

　不思議そうな表情。

　準備をする様子もない。

「……何してるの？　行かないの？」

　思わず雪乃は問いかけた。

　蒼衣は言った。

「雪乃さん、服はいいの？」

「……？」

　一瞬、何を言われているのか、分からなかった。

　だが蒼衣が言っているのが、雪乃が〈泡ほう禍か〉との戦いに赴おもむく時に着る服のことを言っているのだと、一瞬考えて気がついた。少なからぬ〈断章保持者ホルダー〉にある傾向だが、かつて自分が遭そう遇ぐうした〈泡禍〉にまつわる服や小物や道具に執しゆう着ちやくすることで、自分の中にある〈泡禍〉の欠片かけらである〈断だん章しよう〉を制せい御ぎよしやすくする者がいる。

　制服のように気分を切り替える道具にすることで、より〈断章〉を呼び起こしやすい精神状態を誘導し、そして普段それを身に着けないことで日常での暴発を防ぎやすくする。

　雪乃もそうだ。雪乃の場合は全すべての元げん凶きようであった姉が好んで着ていた────そして両親を惨ざん殺さつして家に火を放った最後の事件の時にも着ていた、ゴシックロリータの服。

　しかし普段からその一部であるリボンを身につけている雪乃は、その区別を意図的に曖あい昧まいにしていると言える。

　必要なわけではない。

　ナイフがあれば十分だ。

　だから言った。

「必要ないわ。第一、そんな暇ひまはない」

「……」

　だが雪乃がそう言うと、蒼衣は困った顔をして、じっと雪乃を、見上げてきた。

　どうやら形式を踏まないことで、雪乃の身に何か起こったりしないか案じているらしい。

　蒼衣に限らず誰であれ、心配されるのは鬱うつ陶とうしかった。

　しかし無視してもやんわりと食い下がられそうで、それはもっと面倒だった。

　雪乃は無言で襖ふすまを開けて、そして部屋の隅すみに置いてあった革かわ製せいの旅行鞄かばんを開けると、自分の持ってきた〝衣い装しよう〟を引き出して、その前合わせのワンピースを大きく翻ひるがえしてコートのように学校の制服の上から羽は織おった。

「！」

　漆しつ黒こくのレースに彩いろどられ、制服の胸の赤いリボンが、途と端たんに全く別の印象のものに変わった。

　合あい間まから覗のぞく合あい服ふくの白が退廃を彩る色に変わり、そして異物であった髪かみをまとめる黒いレースのリボンが、本来の居場所を取り戻したかのように溶とけ込んだ。




「……これで文句ないでしょ」




　雪ゆき乃のは言った。

「行くわよ」

　そう言って立った雪乃を、蒼あお衣いは一瞬呆ぼう然ぜんと見上げて、気け圧おされたような表情で、こくんとひとつ、頷うなずいた。




　　　　†




　今日、雪乃がこの家の前に立つのは二度目になる。

　通りに面した玄げん関かん。掲げられた、『舟ふな木き』の表札。

　それは昼間来た時と間違いなく同じものだったが、すっかり落ちた陽ひは、この玄関の光景を別の印象に変えていた。

　夜よ闇やみに沈むように建つ日本家屋。

　玄関の戸の磨すりガラスから漏もれて来る、黄色い古びた落ち着いた明かり。

　違いは他ほかにもある。最初に来た時に玄関を塞ふさがんばかりに停まっていた霊れい柩きゆう車しやじみた黒塗りのバンの姿がなく、そして代わりに家の前に停まっているのが、ポップな白色をした女物の自転車だった。

　千ち恵えの自転車だ。間違いなく彼女がここに来ているのだという、証しよう拠こ。

　こうして見ると、この家の住人は在宅で、千恵は大おお叔母ばばさんに引き止められているのではないかとも思える。しかしそうではない可能性が高いのは、今まで何度もこの家に電話をかけたにもかかわらず、一度として出ていないという事実が、傍ぼう証しよう的てきに示していた。

　彼女の両親は、彼女がどこか夜遊びに出かけてしまったか、あるいは事故か事件に遭あったのではないかと心配している。

　だが自転車はここにある。すでに雪乃は、彼女の身に起こったことをほぼ確信していた。

「……〈泡ほう禍か〉」

「そうだね。可能性は高い。気をつけて」

　雪乃の呟つぶやきに、神か狩がり屋やがそう言って応じた。

　分かりきったその台詞せりふを無視して、雪乃はカッターナイフを握る。しかし仮にも義妹いもうとになりかかった娘むすめの危機を前にしている割に、神狩屋があまりいつもと変わらない平静さなのが、多少だが気になった。

　神か狩がり屋やは人並みに緊張したり恐れたり悲しんだり心配したりするが、長く付き合ってくるとそれがどうも上うわっ面つらだけのものに見えてくることがある。

　今もそうだ。だが今はそれどころではないし、今でなくてもどうでもいいことだ。

「……入りましょう」

　雪ゆき乃のは言うと、玄げん関かんの戸を開けた。

　だが、




「！」




　途と端たんに雪乃は思わず口を押さえた。玄関を開けた途と端たん、家の中には吐はき気を催もよおすような、胃の腑ふを鷲わし摑づかみにする猛もう烈れつな臭においが、溢あふれそうなほど濃密に満ちていたのだ。

　それは例えるなら、腐くさった海草と魚の血と、そして石せつ鹼けんを煮詰めたような臭いだった。

　猛烈に腐ふ敗はいした磯いそと血と石鹼の臭い。それは吸い込んだ肺よりも、まず最初に胃袋を侵す、そんな種類の臭い。

「うっ……」

　雪乃に並んだ蒼あお衣いが、同じように口を押さえた。

「これ…………雪乃さん、平気？」

「……馬鹿にしないで」

　蒼衣の問いかけを聞いて覚かく悟ごが据すわった。蒼衣などに心配される謂いわれはなかった。

　反発と対抗意識が、雪乃を支えた。蒼衣と違ってとっくにこの身の全すべてを〈悪夢〉との戦いに捧ささげた自分が、この程度で怯ひるむわけにはいかなかった。雪乃には、これしかないのだ。

　雪乃は口を押さえていた手を下ろし、玄関に踏み込んだ。見えるのは黄色く照らされた土間と、そして上がり口に放置されている、千ち恵えの靴くつ。

　これほどの不快な臭いが満ちていながら、空気は冷たい。

　海の空気に似ていた。正確には、海岸が侵食されてできた、洞どう窟くつの空気。

　そして洞窟のように、ぽつん、と薄暗く電でん灯とうに照らされながら奥へと伸びている廊ろう下か。

　しん、と静まり返っている。玄関が開いているにも関わらず外の音は妙みように遠く、この家が外界と隔かく絶ぜつしていることを、まず最初に聴覚が実感した。

「……」

　背後で、神狩屋が玄関の戸を閉めた。

　遠く聞こえていた外の音が、完全に途と絶ぜつした。

　雪乃は一度振り返り、神狩屋や蒼衣と頷うなずき合った。そして上がり口に歩み寄ると、そのまま土足で上がり口に足を乗せ、家の中へと上がり込んだ。




　ぎ、




　と板の間と廊ろう下かが、軋きしんだ。

　カッターを持った雪ゆき乃のの右手は、すでに左腕うでに巻かれた包ほう帯たいにかかっていた。

　この臭におい、そして空気は、すでにここが何が潜ひそんでいるかも分からない危険な汚染地帯であることを伝えていた。明かりがあってなお薄暗い廊下は、黄色く退色した古い写真のような、陰いん鬱うつな光景をしていた。

　吐はき気を催もよおす濃度の高い悪あく臭しゆうは緊張と混じって徐じよ々じよに雪乃の気を遠くさせ、空気が冷え切っているにも関わらず、額ひたいに冷たい嫌いやな汗が浮かんだ。

　ともすれば視界が歪ゆがみそうな、五感を圧迫する密度の高い空間。

「………………」

　しばし、そこで誰も動けなかった。

　身体からだが、進むのを嫌がった。しかし雪乃は無理矢理に深呼吸して嘔おう吐と感かんに耐えながら歯を食いしばると、不安も緊張も吐き気も全すべてを踏み越えるかのように、強引に足を前へと進めて奥へと続く廊下の前に立った。

　そして蒼あお衣いと神か狩がり屋やが我に返ったように追いついて来た、その時。

　その全ては、動き出した。




　────ぎ、




　と廊下を行こうとした雪乃の足が、止まった。

　その時、雪乃が睨にらみつけるように目を向けている廊下の奥の曲がり角から──────突然千ち恵えが亡ぼう霊れいのような足取りで現れて、雪乃たちの視線の先に立ったのだった。




「…………………………」




　沈黙の中で、刹せつ那な、時間が止まった。

　彼女を捜そう索さくに来たはずの雪乃たちは、しかしその姿を見た瞬間、何もできなかった。

　ぎい、廊下を軋ませて角から出てきた千恵は、片足を引きずりながら、ゆっくりと身体をこちらへ向けた。顔は深く俯うつむき、横合いからぼんやりと届く光で影になっていて、その表情も何も、遠目には窺うかがうことはできなかった。

　ただ見えるのは、微かすかに開き、引き攣つった口元。

　そして幽ゆう鬼きのような雰囲気。それは茫ぼう然ぜん自失と言っていい状態だったが、全身の雰囲気は、それに至るまでの恐怖や悲嘆の感情を、残らず引きずっていた。

　それは泣きはらした後の、人間の雰囲気に似ている。しかしそこに込められた感情の残ざん滓しはそんな生なま易やさしいものではなく、感情が壊こわれるほどの恐怖や悲嘆を経た、例えるなら魂たましいの破滅した人間であるかのような雰囲気を放っていた。




「………………………………………………」




　ただ彼女が立っている、ただそれだけの事実が、この廊ろう下かの空気を変質させていた。

　虚うつろに立つ彼女に気け圧おされたように、ここに立つ誰もが、その一瞬、言葉を発することを忘れた。

　ぎし、と張り詰めて軋きしむ、この空間の空気。

　ひどく長く感じる刹せつ那なの沈黙の中、やがて神か狩がり屋やが、呆ぼう然ぜんと言葉を発した。

「千ち恵えちゃん……」

　呟つぶやきのような、呼びかけ。

　たった一言。しかしその一言で、全すべての張り詰めた均きん衡こうは、壊こわれた。

　幽ゆう鬼きのように立った千恵が、その言葉を聞いて、顔を上げた。ゆっくりとした、本当にゆっくりとした錆さびたような動作で千恵は顔を上げると、魂が尽き果てたかのような死んだ視線を神狩屋に向けて、ぽつりと、その口元から言葉を漏もらした。

「………………義兄にいさん……」

　呟き。

　そして、




「義兄さんが──────────────────の？」




　千恵は虚うつろな表情のまま、虚ろな口元を微かすかに動かして、そう言った。

　低い、くぐもった、聞き取れないほどの小さな呟き。

　神狩屋が、戸と惑まどいの声でそれに応こたえる。

「え……？」

「義兄さんが──────────────────の？」

　再び、言った。

「え？」

「義兄さんが────────────────したの？」

　再び。

　巻き戻しては再生される、音のかすれたカセットテープのような、その言葉。

「な……何を？」

「義兄にいさんが──────姉ねえちゃんを────にしたの？」

　再度。

　繰り返し。

　だが、再び神か狩がり屋やが「え……？」と疑問の声を発した時────突如凄すさまじい形ぎよう相そうに変じた千ち恵えが、身も竦すくむような恐ろしい絶ぜつ叫きようを上げた。







「義兄さんが──────あんたが姉ちゃんをこんな風にしたのかっ!!」







　瞬間、千恵の現れた廊ろう下かの曲がり角から猛もう烈れつな腐ふ臭しゆうを伴って、出鱈目に人間の部品を混入した大量の泡が餌えさに群がる魚の群れのような音を立てて廊下へとなだれ込んで来た。

　まさに堰せきを切ったように廊下を覆おおい尽くして流れ込んだ泡あわは瞬またたく間に千恵の足元をくるぶしまで沈め、そこから血の色を引きながら、雪ゆき乃のたちへと向けて津波が襲い掛かるような勢いで向かって来た。

「!!」

　反射的に身構える三人。その瞬間には雪乃は、引き千切るように自分の左腕うでの包ほう帯たいを毟むしり取っていた。包帯を留とめていた金属製のピンが弾はじけ飛び、目盛りのように無数の傷きず跡あとが刻まれた腕がその下から露ろ出しゆつして、直後、ぢぎぢぎぢぎっ、と不ふ吉きつな音を立てて、雪乃は握ったカッターナイフの刃やいばを、目一杯にまで押し出した。




「────〈私の痛みよ、世界を焼け〉っ!!」




　そして敵てき意いを込めた、〈断だん章しよう詩し〉の叫び。

　同時に雪乃はカッターナイフの薄うすい刃を自分の左腕に当てると、思い切り横に引いた。

　真新しい鋭い刃が皮ひ膚ふの上を滑すべり、薄うす刃ばは瞬時に柔やわらかい皮膚を切り開いて腕の中に潜もぐり込んだ。皮膚の下にある僅わずかに固い筋肉の上を刃が食い込みながら滑って、冷たい電気のようなおぞましい痛みが、腕から脳のう髄ずいまでを貫いた。

「っ!!」

　その目の前が真っ白になるような痛みを、頭の中で敵意と練り合わせて、目を見開いた。

　瞬間、




　ぎあっ!!




　と炎ほのおにくべられた獣けものの断だん末まつ魔まを上げて、泡あわの津波の先頭を尖せん兵ぺいのように泳ぎながら向かって来る無数の〝指〟の群れが、爆発的な炎に包まれた。

　指は蛆うじ虫むしを炙あぶったように一いつ斉せいに激しく悶もだえ苦しむと、みるみるうちに小枝のように黒く焼け焦こげ、炭化した。同時に大量の熾おき火びに水をぶちまけたような音と共に大量の泡が蒸発し、熱ねつされた磯いその腐くさった臭においが、猛もう烈れつな勢いで吹き上がった。

　痛みを炎に変える、〈雪の女王〉と名づけられた雪ゆき乃のの〈断だん章しよう〉。

　炎とは純粋な〝痛み〟の精せい髄ずいであるという、雪乃の姉が信じ込んだ狂気の、その欠片かけら。

　その猛もう烈れつな火勢を上げて〝指〟を焼く〈断章〉の炎によって、流れ来る泡はしばし、勢いを殺された。凶きよう暴ぼうなまでの蒸発の音を立てて泡と炎が喰らい合い、泡の津波はしばしのあいだ押し留とどめられたが、しかし泡はその後からさらに嵩かさを増ふやして押し寄せ、その中を次から次へと人間の〝手〟や〝足〟や〝髪かみ〟や〝頭〟が奇怪な魚の群れのように泳いで、次々と猛もう火かの中へなだれ込んだ。

　次々と炎に焼かれ、死滅してゆく〝人体の部品〟。

　しかしそれを餌えさとして食い尽くしながら、さらに数と密度を増してゆく貪どん欲よくな〝魚〟と、それに伴う泡。

　共食いしながら泡の中を攻せめ上がってくる人体という、吐はき気がするような光景。しかしそれは同族の死し骸がいを喰い、泡に吞のみこみながら、圧倒的な質量で押し寄せて、徐じよ々じよに雪乃の炎を食い破り始めた。

　ぎり、と雪乃は奥歯を嚙かみ締め、左手を握り締めた。

　苛いら立だち。焦あせり。そして焼けるように湧わき上がる、雪乃の最大の原動力である敵てき意い。

　雪乃は再び、カッターナイフを左腕うでに当てた。

　そして、

「〈焼け〉!!」

　叫んで引いた。ぶづっ、とカッターの刃やいばが深く腕に潜もぐり込んで腕の筋すじに触ふれ、指先が冷たく痺しびれて、痛みに身体からだが痙けい攣れんした。

「……うぐ！」

　強烈な苦痛はさらなる憎ぞう悪おと敵意を呼び、それはすぐさま〈断章〉の炎に投入される油と化した。ガソリンを浴びせたように火か炎えんは爆ばく発はつ的てきに勢いを増し、壁や天てん井じようを炎の色に染め上げながら、舐なめるように泡と人体の津波を吞み込んでいった。

　腕の傷からはどくどくと血が流れ出し、冷たくなりつつある腕を伝って、床ゆかに無数の赤い点を穿うがった。ぶるぶると震える握り締めた手。痛みと貧血が、脳のう髄ずいを焼く。

「…………………………！」

　だが、それによってひとたび膨ふくれ上がった火勢は〝魚〟の軍ぐん勢ぜいの前線を瞬またたく間に吞のみ尽くしていった。腐くさった磯いそと石せつ鹼けん、そして肉と髪かみの毛を焼く胸の悪くなる臭においを上げて、火か焰えんは泡あわの中身をことごとく消し炭に変え、ほどなくして泡と人体の津波を、攻せめ広がる恐怖の大河としての体てい裁さいを保てない、ただおぞましいだけの逃げ惑まどう〝魚〟がいる忌いまわしいだけの生いけ簀すに変えてしまった。

　もはや拡大するだけの力を失った、泡の津波。

　白い泡の池。その縁ふちは炎ほのおに焼かれて黒く変色し、まさに死んだように、徐じよ々じよに動きを止めていった。

「………………」

　雪ゆき乃のが第一級の緊張を解き、それと同時に〈断だん章しよう〉によって生み出された炎が幻まぼろしだったかのように消えて失うせるまで、数分もかからなかった。

　後にはぷちぷちと音を立てながら密度を減らしつつある、広大な泡の池だけが残った。

　警戒の視線のまま、雪乃はブーツで板の間を踏む音を立てながら、ゆっくりと泡の池へと近づいていった。

　その中央にいる千ち恵えと目が合う。千恵はもはや言葉もなく、一体何が起こったのか理解できていない、怯おびえと戸と惑まどいの表情をしていた。

　雪乃はそれを無視して、泡への警戒の視線を再び落とした。少数残った〝魚〟は弱々しくもまだ活動を続けていて、泡をかき回す微かすかな音へと目を向けると、その泡の池に浸ひたった千恵の足元が、完全に血の色に染まり、赤いものを含んだ泡が広がっていた。

　そして……




　ぴちゃ、




　と音を立てながら、魚のように目を見開いた真っ白な顔の女の頭部が、泡の中から血の色をした泡を舐なめ取っていた。長い髪を引きずった頭部が血の気の失せた唇くちびるから舌したを出して、血の混じった泡を舐めるたび、ぴちゃ、ぴちゃ、という粘ねん液えき質しつな気き色しよくの悪い音がした。

　そして指が、眼球が、同じ血の色をした泡に集まって、音を立てて塗まみれていた。

　泡に混じって広がった千恵の血に、残った〝魚〟が、群がっていたのだ。

「……〈焼け〉っ！」

　雪乃は不快そうに表情を歪ゆがめると、躊躇ためらいもなく腕うでに三本目の傷を刻んだ。

　ぎゃっ！　と獣けものじみた叫びを上げて、血を舐め続ける頭部は激しい火焰に包まれた。髪の毛が燃え縮れる音と臭い。そして巨大な黒目を持った眼球が卵のように白く濁にごって、耳も鼻も唇も残らず燃え落ちて、瞬またたく間に炭化し、頭部は泡の中に沈んでゆく。

「うっ……」

　千恵が、口元を押さえて、身体からだをくの字に折った。

　蒼あお衣いが慌あわてて駆かけ寄って来て、靴くつで泡あわを踏みつけ、倒れそうな千ち恵えの身体からだを支えた。

「！」

　触ふれられた途と端たん、千恵は潔けつ癖ぺき症しようのためかそれとも他ほかの理由でか、蒼衣の手を思い切り跳はねのけた。ばしっ、という音がして蒼衣が思わず一歩下がり、千恵はそのままよろめくと、どっ、と土壁に、肩かたから倒れるようにして寄りかかった。

「…………………………」

　恐怖と苦痛と疲ひ弊へいの表情で、千恵は雪ゆき乃のを見上げる。

　無言。そうしていると雪乃の横に、神か狩がり屋やがやって来て、立った。

「……千恵ちゃん。君は信じないかもしれないけど、これは志し弦づるなんかじゃないよ」

　神狩屋は千恵を見ると、無表情に言った。

　そして足元の泡の中で蠢うごめいている〝指〟を見ると、無表情のまま足を上げ、靴底でゆっくりと、踏みにじった。

　ぽき、と神狩屋の靴の下で、音がした。

　その普段の神狩屋らしからぬ雰囲気に、一瞬雪乃と蒼衣は、思わず顔を見合わせた。

　しかし神狩屋はすぐにいつもの困ったような表情を浮かべると、千恵に手を差し出しかけ、先ほどの蒼衣を思い出したのか、その手を頭にやって寝ね癖ぐせ頭を搔かいた。そして千恵の様子を見ると、

「えーと……大丈夫かい？　歩ける？」

　困ったように、そう言った。

「……」

　千恵が額ひたいに脂汗を浮かべて、雪乃たちを見上げた。

　それを見下ろす雪乃の額にも苦痛による脂汗が浮かび、左腕うでは血に塗まみれ、顔面もすでに蒼そう白はくだった。

　千恵が呻うめいた。

「……あんたたち……一体……」

　雪乃が答えた。

「霊れい能力者みたいなものよ」

　言いながら雪乃は、遠くなりそうな意識を必死で支えつつ、本当にこれで終わりなのだろうかと、その頭の端はしで漠ばく然ぜんと考えていた。
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　　　間章　人魚の墓場







　ジーンズの裾すそを少しだけめくってみた千ち恵えの足は、強烈な薬品でもかけられたかのようにぼろぼろに腐ふ食しよくして、血が滲にじみ出していた。

「靴くつ下したは脱ぬがさない方がいい。多分皮ひ膚ふまで一緒に剝はがすことになるから」

　嫌いやがる千恵を説き伏せて、できるだけ服越しに蒼あお衣いに支えさせた神か狩がり屋やは、千恵の傷を確認すると、そう傷の様子を見て取った。

「お湯で服の下を火傷やけどした人は、鋏はさみで服を切って脱がすんだ」

　神狩屋は言った。

「多分、同じようにした方がいいだろう。とりあえず鋏が要いるね」

　そして神狩屋は家の中から鋏を探し出して来て、真まっ赤かに染まった靴下を切り裂いて取り除き、皮を剝いだのとほとんど変わらない状態の足を洗った。

「………………っ！」

　処置の間、千恵の表情は苦痛に歪ゆがんでいた。

　そんな千恵の足を、神狩屋は一緒に家の中から見つけてきた薬箱から、ガーゼと包ほう帯たいを出して、不十分ながらも処置をする。

「とりあえず、家まで戻った方がいいね」

　神狩屋は言った。

「この先どうするにせよ、今はまだ、僕らができる勝手は、限られてる」

「……そうね」

　左腕うでに巻いた血の滲む包ほう帯たいを押さえて、蒼そう白はくな顔をした雪ゆき乃のが、その神狩屋の言葉に、厳しい表情で頷うなずく。




　…………………………




　　　　†




　千恵を自転車に座らせて神狩屋たちが急いで帰き途とに着いた、その前後、海部あま野の家。

　密かに起こっている事件を知るよしもなく、最も大きな客間では、集まった親しん戚せきたちがビールなどを飲みながら、ささやかな宴えん会かいを始めていた。

「……」

　その談笑の声を尻しり目めに、席を立った一人の初老の女性が、洗面台の前にいた。

　酒が飲めず、宴えん会かいに遅くまで付き合う気も体力もない彼女は、早々と宴えん席せきから席を外して、いつ就寝しても良いようにぼちぼちと準備を始めていたのだ。

　洗面台の鏡の前で、黄色い電球の光に照らされて、彼女は歯を磨いていた。

　旅行用の歯磨きセットから出した歯磨き粉と歯ブラシで、彼女は今まさに黙々と、歯を磨く動作を繰り返していた。

　その姿が、洗面台の鏡に映っている。

　場所や状況は違えども、あまりにも見慣れた動作に、あまりにも見慣れた姿。

「……」

　いつもの、歯磨きだ。

　口の中はすでに、泡あわで一杯になっていた。

　歯磨き粉のミントが舌したを刺激して、歯ブラシが歯と歯は茎ぐきとを摩ま擦さつしている。しゃこしゃこしゃこ……と口こう腔くうと頭ず蓋がいの中で、くぐもった音が、淡々と響いている。

　何の変哲もない、歯磨きの感かん触しよくだ。

　口の中を動く、ざらざらとした感触と、ミントの味。

　慣れた、退屈な反復動作を繰り返しながら、女性は考え事にふけっていた。今日のこと。明日あしたのこと。だが、このあまりにも無自覚な習慣ゆえに──────女性はこの日の歯磨きに異常が起こったことに、その一瞬、気がつかなかった。




　ぬる、




　と口の中で動かしている歯ブラシに、突然ビニールのような感触が絡からみついたのだ。

　そして同時に口の中に広がる歯磨き粉の味に、強烈な鉄じみた味が混じって、歯ブラシにかき回されて広がった。

　血の味。しかし考え事をしていた女性は五秒に満たないほどの間、それに気づかなかった。

　数秒して気づいた。しかしそのほんの短いたった数秒の間が、彼女に起こった異常を、致命的なものに変えてしまっていた。

　異常が起こった直後の数秒、歯ブラシを動かしたのだ。

　だがその途と端たん、歯は茎ぐきに突然酸すっぱいような厭いやな感触の痛みを感じて、同時に口の中を動く歯ブラシの泡の中に、からからと硬く小さな固形物が、いくつも混じった。

「…………………………」

　ここに至って、ようやく歯ブラシを動かす手が、止まった。

　この時、すでに口の中には一杯に生なま臭ぐさく鉄臭い血の味が広がっていて、その中に混じる歯ブラシにからみついたぬめる薄うす膜まくと、いくつもの固形物の存在を感じていた。

　つーんとした歯の根特有の鈍にぶい痛みが、歯は茎ぐきに広がっていた。

　硬直した。歯ブラシを持った手を、もう一ミリたりとも動かすことができなかった。

　真っ白な、頭の中。口の中に広がっている感かん触しよくを、頭が、理性が、正気が、理解しないようにしていた。

「…………………………」

　沈黙。硬直。

　しかし、いつまでもそれを続けることが、できるわけはなかった。

　鏡に映った自分の口の端はしから、つう、と口の中に詰まった唾だ液えき混じりの泡あわが伝った。

　泡は、もはや歯磨きであるということさえ疑わしいほどの────真まっ赤かな、完全な血の色をしていた。




「………………………………………………!!」




　どっ、とその瞬間、口の力が緩ゆるんで口内の内容物が一度に洗面台に吐はき出された。歯磨き粉の名残なごりで泡立った、しかし完全に血の色と味をした液体が、流しと排水口の上に飛び散るように、大量にぶちまけられた。口一杯の血ち泡あわの中にはいくつもの白い粒が混じっていて、洗面台の上に音を立てて落ち、飛び跳はねた。それはごっそりと根元から抜け落ちた、数を数えるのも嫌いやになるほどの、いくつもの自分の歯だった。

　かたーん、と音を立てて、歯ブラシが手から落ちた。

　血と泡にまみれた歯ブラシの先には、ごっそりと血よりも薄うすい色をしたビニールのような何かが、べったりと付着していた。それは洗面台に吐はき出された血の中にも、少なからぬ量が混じっていた。それは頰ほおの内側や、顎あごの裏や、歯茎や下の表面から、べろりと剝はがれた皮ひ膚ふの残ざん骸がいだった。




「────ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいっ!!」




　喉のどの奥から、甲かん高だかい悲鳴が溢あふれるように漏もれ出した。

　目の前に掲げた両手が激しく痙けい攣れんして震え、鏡に映った顔に開いた口は、ごっそりと歯を失って血泡を吐き出す抉えぐり取った傷口のようになっていた。助けを呼ぼうとしたが、口からは悲鳴以上のものは出なかった。出せなかったのだ。口の中にあるはずの舌したは、すでに血まみれの肉にく塊かいとなって洗面台の上にへばりついていた。

「──────────────────!!」

　恐怖に、頭の中は真っ白になっていた。

　助けを求めて悲鳴を上げながら洗面所を出て、皆のいる客間へ向けて、転がるように駆かけていった。廊ろう下かに血を撒まき散らし、客間の襖ふすまに取り付いて、血の手形をつけながら引っかいた。激しく震える手はなかなか襖を開けられず、空しく襖を引っかく、がりがりという音だけをさせた。

　そしてようやく、襖の取っ手に指先が引っかかって。

　しゃっ、と音をさせて襖を大きく開けた時。

　部屋の中に、皆がいた。




　そこには溶解した腹の中身を全すべて血ち泡あわとして吐はき出して、皮ひ膚ふを膠にかわのように粘ねばりながら溶解させて、最も早はやどこからどこまでが誰かなのかも判別が出来ない、皆が徐々に溶け合わさりつつある泡立った塊が、べったりと広がっていたのだった。




　女性の見開かれた目が、ぐるりと裏返った。

　すでに正気を失った意識の端はしに、自分の悲鳴を聞きつけてやって来る、海部あま野の夫婦の慌あわただしい声と足音が聞こえた。

　そしてそれとほぼ同時に、玄げん関かんが外から慌しく開けられて、人を呼ぶ声も。

　だが女性の意識はそこまでで途と切ぎれて、身体からだは襖に手をやったままくず折れて、脇わきの畳たたみの上にこぼれたビールの泡を見ながら、泡立ち溶解する皆の中へと、ずぶずぶとその上半身を沈めていった。




　海部野家にやって来た親しん戚せき七人は、こうして一夜にして命を失った。

　かくして〈悪夢〉は、まだしばし、続く。
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　なかがき




　クリック？

　クラック！

　まずはこの本を手にとって下さった、貴方あなたに御おん礼れい申し上げます。

　しばらくです、甲こう田だ学がく人とです。あるいは、初めまして。




　昔、大きな黒い馬の看かん板ばんがある、流行はやらない酒場がありました。

　店主はあまりに店が流行らないことに悩んでいましたが、あるとき一計を案じました。

　店の名前を変えたのです。新しい店の名前は『ホワイトホース』。

　名前を書き換えてからしばらくして、一人の男が店に入ってきました。

「おやじ、店の看板が間違ってるよ」

　男はそう言うと席に座り、酒を注文しました。

　すぐに別の二人連れが入ってきました。

「マスター、この店の看板変だよ」

　二人は酒を注文しました。

　それから店には次々と客がやって来ました。以後はうって変わって店は繁はん盛じようしましたが、店の名前はその後もずっと『ホワイトホース』のままでした。




　……さて、そんなわけで『断だん章しようのグリムⅢ　人魚姫』をお送りします。

　一巻のあとがきで少しだけ予告した通り、グリム童話ではない童話のお話です。

　三巻でもうメインタイトル無視かよ！　という苦情は残念ですが聞きません。どうにも確信犯というのは困ったものですね。




　では、この本の製作に関わった全すべての方々、特に直接お世話になった編集の和わ田ださん、イラストの三み日か月づきさんに、心からの感謝を送ります。

　まだお話は続くので、はつかねずみはお預けです。

　それから今回は最後に、八月に『まかでみ・らでぃかる４』が発売になった榊さかき一いち郎ろうさんにスペシャルサンクスをお贈りします。榊さんの本にちょっとだけ、『断章のグリム』に関わるお遊びがあります。








二〇〇六年九月　甲田学人









甲こう田だ学がく人と

１９７７年、岡山生まれ。津山三十人殺しの舞台となった津山市出身。二松学舎大卒。原稿をバックアップしようとして間違ってバックアップの方を原稿本体に上書きし、一週間の苦労が水の泡に。泡の悪夢がついにここにまで波及して……いえ、言い訳は許しません。
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三日月みかづきかける

東京都出身、夏生まれのＯ型。『断章のグリム』シリーズで本格的に絵師デビュー。そろそろ自称・万年若葉マークは卒業ではと思うのだが、水面下はいつも大ばた足大会だそうで。
















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「甲田学人先生」係

「三日月かける先生」係
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